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科自 aつコ「一ス(はユニ司ツ外州卜り)名 |歴史と文化1【医学1η】

(英語名称ドトH凶肘吋Cu伽 e

担当責任者 |末末:永永i恵子

雨期 講義=討論開講年次 1年

概要/方針等

医学・医療と戦争には、どのような関係があるのでしょう。とっさに頭に浮かぶのは、傷病兵の治療・看護や被災地への救援ですが、果

たしてそれだけでしょうか。

この授業!ま、医学・医療と戦争との多面的な関係を、アジア太平洋戦争の歴史を通して考察するものです。

大雑把に言うと、医学・医療の使命iま人命を守ることにあり、他方、戦争は人命を奪う結果をもたらすものです。

医学・医療界が戦争に肯定的となり、医学・医療技術が戦争に奉仕する手段となったとするならば、本来の使命は崩壊することになるでし

ょっ。

アジア太平洋戦争期の医学者・医療従事者がたどった道はどのようなものだったのでしょうか。また、その時期の患者はどのような待遇

を受けたのでしょうか。このような問題について受講者の皆さんとの議論を交えながら考察してゆきたいと患います。

学習目標

【一般目標】アジア太平洋戦争期における医学・医療と戦争の関係を歴史的に考察し、その問題点について学ぶことにより、現在の医

学・医療のあり方に関わらせて考察する態度を身につける。

【行動目標]

1文献史料・図像・統計資料からアジア太平洋戦争期の医学・医療と戦争とに調達する史実を確認することができる。

2史実に基づいて白分なりの評価を加えることができる。

3自分なりに得られた歴史像をふまえて現在の商題を論じることができる。

テキスト 授業時に配布する。

常石敬一着W731 部隊一生物兵器犯罪の真実ー~(講談社学術新書、 1995年)

筋昭三著『戦争と医療ー医師たちの十五年戦争~(かもがわ出版、 2000年)

参考書 藤塁手隻著wrいのちJの近代史Mかもがわ出版、2001年)
末永恵子著『戦時医学の実態~(様花舎、 2005年)

藤野豊著『戦争とハンセン病~(吉川弘文館、 2009年)

評価方法
授業への参画態度および、授業中に行う学習成果のプレゼンテーションを総合し、成績を決定する。

その他(メッセーシ.等)
歴史は暗記科白ではありませんので、受験勉強のような取り組みは必要ではありません。問題関心をもって過去

の事実に向き合いまLょう。

授業計画/担当教員等

回期日 テーマ

(1 )4月10日(水)2限呂 戦争と医学の関係

(2)4月17日(水)2限目 医療行政1

(3)4!'l24白(水)2限目 医療行政2

(4) 5月1日(水)2!lH呂 戦時下の病人

(5)5月8臼(水)2限目 医療者の増産

(6)5月15日(水)2限目 戦争と医学研究1

(7)5月22日(水)2限目 戦争と医学研究2

(8)5月29日(水)2限百 戦争と医学研究3

(9)6月5日(水)2限目 医学界の戦後処理

(10)6月12日(水)2限目医学の戦後

(11) 6月19臼(水)2限目成果発表1

(12) 6月26日(水)2限目成果発表2

(13)7月3日(水)2限呂 成果発表3

(14)7月10日(水)2限目成果発表4

(15)7月17臼(水)2限目成果発表5

キーワード

総力戦・医学動員

厚生省の誕生

国民の人口と体力

ハンセン病患者・精神病患者

医育機関の新設

日本学術振興会・科学研究費

医学犯罪、731部隊

細菌戦の爪痕

ドイツと日本

薬害問題

報告と討論

報告と討論

報告と討論ー

報告と討論

報告と討論

*成果発表の時間数は、受講者数!こよって変更することがあります。
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科目守ス(ユニッ卜)名 |哲学1【医学1]

(英語名称)

担当責任者 |福田俊章

調講年次 11年

概要/方針等

1.人間!ま人間であるかぎり誰でも、考えることをやめない。そして、哲学するとは「みずからよく考えるJことに外ならない。「哲学への最良

の入門iま自分で問題を立てること、自分でその問題を考えることだJときわれるのも、そのためである。この授業では、そうした営みの実

伊jに触れることで、各人が「みずからよく考える」ようになることを目指したい。

2. r人聞は理性的動物であるj(アリストテレス)というよく知られた人聞の定義は、そもそもは「人聞はロゴスをそなえた動物である」とい

うことを意味する。「人間は存在の理法(ロゴス)、宇宙の調和的秩序(コスモス)を把握する理性一一この能力もまた、ロゴスと呼ばれた

一ーをそなえた唯一の動物だJというのである。そして、哲学は伝統的にこのロゴスをロゴスそのものとして捉えようとする営みとして、あ

らゆるロゴス的営み(=学)の中でも最上の営みなのだとされて来た。

今巴、もはやこうした「万掌の女王としての哲学Jなどという観念が適用するとは思えない。しかし、ロゴス的探求がもっとも自覚的に行な

われた時代の思索を顧みることには、なおも意味があるだろう。哲学の守護聖人とも呼ぶべきソクラテスの「知らないということを知ってい

ること〈無知の知)こそ最上の知である」という潟察は哲学的探求のみならず、一般にあらゆる人間の知的探求の核心をついているように

思う。

この授業では、西欧の古代・中世哲学についてその時代背景と主な哲学者の思考方法や世界観、人間観などを紹介するとともに、近

現代の西欧哲学をも瞥見して、現代社会において哲学が果たす役裂についても考えたい。

学習目標

一般目標

「いい哲学者になるためにたった一つ必要なのは、驚くとし、う才能だj(~、ノフィーの世界~)と言われるのはどうしてか。「哲学を馬鹿にす

ることこそ、真に哲学することであるj(パスカル)、「人Iま決して哲学を教わることが出来ず、たかだか哲学するのを学ぶことが出来るだけ

であるj(カント)とはどういう意味か。こうした問題意識に触れることによって、哲学的な思索態度を身につける。

行動目標

1 ヨーロッパ古代の哲学一一この世界はいったい何で出来ているのか

(l)r哲学は古代ギリシアの自然哲学者たちによる自然探求の思索から生まれた」とされるのはどういうことかが言える。

(2)ソクラテスの言う「知らないということを知っていること(無知の知)こそ最上の知であるJとはどういうことかが言える。

(3)プラトンのイデア論とはどういう考えなのかが言える。

(4)アリストテレスによるイデア論批判がどういうものだったかが言える。

2 ヨーロッパ中世の哲学一一人間と神とはいかなる関係に立つのか

1 (l)rヘレニズムとへフ・ライズムがヨーロッパ思想の根本だ」とされるのはどういうことかが言える。

(2)ヨーロッパ中世の哲学が何を目指していたのかが言える。

(3)r理解せんがために我信ずj(アンセルムス)とはどういうことかが言える。

3 総じて、こうしたことをし、くら知っていても「哲学jしたことにはならないと知る。

テキスト 特定のテキストiま用いない。

参考書 適室資料を配付するとともに、その都度参考文献の紹介に努めたい。

評価方法 授業への参画態度に加えて、レポートあるいは論述式の筆記試験を学期末に課すこととしたい。

その他(メ内ーシ.等)

授業計画/担当教員等

(1)4月10日(水)・2時混め 導入「知を愛するJこと福田俊章《人間科学講座(人文社会科学>>>

(2)4月17日(水)・2時限め ロゴスの探求としての留学ロゴス(ことわり) 福田俊章

(3)4月24日(水)・2時浪め 古代ギリシアの自然哲学(1) 一元論、生成変化の肯定福田俊章

(4)5月 1日(水)・2時限め 古代ギリシアの自然哲学(2) 多元論、生成変化の否定福田俊章

(5)5月 8日(水)・2跨限め ソフィストとソクラテス(1)r人為Jの発見福田俊章
(6)5月15日(*)・2時限め ソフィストとソクラテス(2) r無知の知J、「愛知」の確立福田俊章

(7)5月22日(水)・2時限め プラトン(1) ソクラテスの遺産とプラトンの哲学福田俊章

(8)5月29日(水)・2時限め プラトン(2)イデア論福田俊章

(9)6月 5臼(水)-2時限め アリストテレス(1) イデア論批判福田俊章

(10)6月12.B(水)・2時限めアリストテレス(2) 実体と属性、形相と賃料福田俊章

(11)6月19B (7]<)・2時限めヘレニズムとヘブライズム(1)古代哲学から中世哲学へ福田俊章

(12)6月26日(水)・2時限めヘレニズムとヘブライズム(2)ストア派、ヱピクロス派ほか福田俊主主

(13)7月 3日(水)・Z時限めヨーロッパの中世哲学(1) 教父哲学(アウグスティヌスら) 福田俊章

(14)7月10日(水)・2持隈めヨーロッパの中世哲学。) スコラ哲学(トマスら) 福田俊章

(15)7月17日(水)・2時限めヨーロッパの中世哲学(3) r理解せんがために我信ずJ福田俊章
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科目・コース(ユニット)名 |法学【医学1】

(英語名称 ILaw

担当責任者 |藤野美都子

調講年次 1年 講義

概要/方針等

法学とは、「法」を対象とし、 Fj去」について考察をする学問である。私たちの日常生活は、意識するしないにかかわらず、「法jという社会

制度と密接な関係を持っている。まず、「j去Jと~、う社会制度が持つ目的および果たす機能など、「法」に関する基本的な事柄について概

説する。つぎに、社会生活に焦点を当て、どのような場面でどのような法が機能しているかについて紹介する。受講生の理解が深まるよ

う，授業ではできる限り，具体的な事例を取り上げる。受講生聞で意見交換をしながら，授業を進めたい。

学習目標

一般目標

①社会生活をスムーズに営むために、法を知り使いこなすカ(リーガル省リテラシー)を身につける。

②社会に関する理解を深めるために、法的なものの見方(1)ーガル・マインド)を身につける。

行動目標

① j去の特色、 j去の目的を説明できる。

② j去の定義を説明できる。

③制定法・慣習法中j例法というj去の存在形式について説明できる。

④裁判が果たしている機能について説明できる。

⑤畏事裁判・刑事裁判・行政裁判の違いを説明できる。

⑤裁判外紛争解決制度について説明できる。

⑦様々な社会生活に関する法を列挙できる。

③それらの法が、社会においてどのような機能を果たしているか説明できる。

⑨自らの権利を守るために、どのように行動すればよいか説明できる。

テキスト デイリー六法(平成25年版)三省堂・2013年

池田真期ほかW;;去の世界へ(第5]版w有斐閣・2012年)
参考書

高IJa隆童!まか『ライフステージと法(第6版w有斐閣・2012年)
この他、テーマ毎に授業時間内に適宜紹介する。

評価方法 授業への参画態度および提出課題の成績により、総合的に評価する。

授業時間内に受講生による意見父換の場を設けるので、授業への積極的な参画を求めます。また、 j去を学ぶ上

その他(メッセーシ.等) で、社会に関する理解iま不可欠です。様々なメディアを遥じて情報を収集し、社会に関する理解を深めるよう求め

ます。

授業計画/担当教員等

1回 4月10日 講義案内・法とは何か法の特色ーA対非Aの世界

2回 4月17日 法のシステム(1)法の存在形式:医療事故に関する判例の役割

3函 4月248 法のシステム(2)裁判①交通事故・医療事故をめぐる法的責任

4回 5fi18 法のシステム(3)裁判②.夏休みに裁判を傍聴しよう

5回 5月8日 j去のシステム(4)裁判③:裁判員制度

6回 5fi 15日 法のシステム(5)裁判外紛争解決制度:医事紛争の解決

7図 5月22日 人の誕生と法:生殖補助医療と毅子関係

8回 5月298 労働と法:医師・看護邸の過労死問題

9回 6月5日 結婚・離婚と法:結婚・離婚と夫婦の氏

10回 6月12日 消費生活と法:悪質商法の規制

11回 6月19日 男女平等と法.男女雇用機会均等法

包囲 6月26臼 子どもと法:児童虐待防止法

13図 7月3日 高齢者と法:高齢者の権利擁護制度

14回 7月10日 犯罪と法:少年法と心神喪失者医療観察法

15図 7月17白 人の死と法:死刑存廃問題

授業担当者

藤野美都子人間科学講座(人文字土会)

2013 (医学部)1-3 



科目・コース(ユニット)名 経済学【医学1】
4 

(英語名称) Introduction to Political Economy 

担当責任者 後藤宣代

開講年次 1年 |開講芋j司 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 陣苧

概要/方針等

テレビや新聞では、例えば「アベノミクス」やTPPなど、経済に関する報道を間かない日はありません。しかし、どう考えたらいいのかわ

からないとし、うのが本心ではないでしょうか。私たちの暮らしにおカネはなくてはならないのですが、おカネつてなんだろうと、自分のお財

布のなかを見て考えたことでしょう。

私たちの暮らす地球を見渡せば、環境破壊、格差・貧困の拡大など、経済問題に関して深刻な事態が進行しでいます。日本は世界でも

稀なほど、少子・高齢化が急速に進み、社会の縮小、「縮むニッポンJといわれるほどです。若い皆さんにとっては、将来への不安、「生き

づらさJを感じていることでしょう。将来、医療従事者を目指す皆さんにとっては、地域医療崩境、長時間過密労働、過労死など、働く現場

の状況は深刻です。「将来は医療従事者になって、働いておカネを得ていくことになるのだろうけれど、将来の医療現場での働き方は、ど

うなっていくのだろう。なんだか不安だなJという思いもあるかと思います。

このように、なんとなく関心はあるのだけど、どう考えていいかわからなかったおカネの話個働き方の話、つまり「経済の話」を、皆さんと

の議論を通して考えていくのが、本講義です。

経済学はしばしば、金もうけやマネー・ゲームの道具と思われがちですが、東洋風に言えばJ経世済民一世を治め、民を救うー」か
ら、経済という言葉が生まれています。もう少し医学に引き付けて、比轍的に言いますと、「社会の医学」とも呼ばれています。というのは、

私たちの生きている「社会のしくみJを解き明かし、貧困・格差などの「社会病理」を発見し、その改善・解決策(処方筆)を、「社会的公正の

視点」から提案するからです。ですから、理論だけではなく、きわめて実践的な性格を持っています。これが、これから学んでいく「ポリティ

カル・エコノミー、政治経済学Jです。

本講義では、その時々の「社会の病理」に対して、どんなメス(つまり経済理論)を使って治していこうとしたのか、生きた現実に挑む経済

学者たちの苦闘の過程と、その成果である経済理論を講師が話します。その後、受講生の皆さん方との自由な対話を通して、経済学的

な認識を新たにしていきます。

学習目標

<一般目標>

私たちが住んでいる社会の動きに敏感で、新聞やテレビ、ネットなどの国際欄、政治経済欄の内容が深く理解できるようになる(理解

カ)。こうした世の中の動きについて、自分なりの考え方を持ち(論理的思考力)、発表や討論ができるようになる(プレゼンテーションカ)。

<行動目標>

本講義は4月・5月の前半部分と6fl'7月の後半部分の2部構成をとります。前半は、講師による講義形式です。おカネの生成から現代

のマネー圃ゲームに至るまで、経済学の歴史と理論を話します。後半は、テキストを使って、受講生による報告形式です。受講生の皆さん

方が「経済学者」になって、テキストの報告を通して、いわば「福島を通して経済学を考える」ことになります。

テキストの報告は受講生による参加・分担方式で、少なくとも1回は報告することになります。

テキスト
後藤康夫・森岡孝二・八木紀一郎編『いま福島で考える一震災・原発問題と社会科学の責任一』桜井書庖、 20

12年、本体価格2，400円。

参考書
八木紀一郎『経済学入門シリーズ経済思想<第2版>A日経文庫、 20刊年、本体価格920円(本書では、古代
ギリシャから2008年の世界金融危機まで、グローバルに取り扱われています。)

期末誌験は行いません。講義への出席、討論への参加、レポート(合計2回・1回目は小レポート、2回目は学

評価方法
期末レポートです。2回目のレポートの方が、配点が大きいです。レポートは2回とも提出してもらいます)により、

総合的に判定されます。暗記ではなく、認識の深まり、経済学的思考を問うものです。

なお、提出されたレポートには、コメントを付したよで、後目、返却します。

その他(メッセーシ.等) わいわい一緒に議論し、学友の意見に驚いたり、発見したり、共感したり、学ぶ喜びを味わいましょう。

授業計画/担当教員等

【授業計薗】ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

回数:月日(曜日)時限/ 項 目 / 内 容 (キーワード等)

1図:4月10日(水)2時限/オリエンテーション・読み合わせ/講義の進め方、テキストの紹介、自己紹介、意見交換

2回:4月17日(水)2時限/1部:政治経済学の基礎市場「いちばJから「しじようjへ

/物々交換貨幣形態局地的市場圏資本主義の成立

3回:4月24日(水)2時限/医学から経済学へフランス革命の経済学/フランソワ・ケネ一、『経済表』
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4回:5月 1 日(水)2時限/ニュートン古典物理学から経済学の生誕へ/アダム・スミス、『諸国民の富~(あるいは『国富論~)

5函 :5月 8 日(水)2時限/イギリス産業革命と経済学/マルサス、リカ-~'， J. S ミル

6回:5月15B(水)2時限/資本主義批判の経済学/カール・マルクス『資本論』

7回:5月22白(氷)2時限/第2部:20世紀の経済学資本主義の危機への対応/ワルラス、マーシャル、ケインズ、シュムベータ-

8回:5月29臼(水)2時限/現代の経済学討論:経済学の歴史と理論を学んで発見したこと

/ミルトン・フリードマン、経済思想の小活小レポートテキストの報告分担決定

9回:6Fl5日(水)2跨限/第3部:異体的に考えるテキスト学習のオリエンテーション
/r3・11フクシマjが問いかけるもの、政治経済学の視点

10回:6月12日(水)2時限/原発災害の現場から/テキストの報告i周辺自治体長、農民、ミュージシャン

11回:6月19臼(水)2時限/震災・原発事故が政治経済学に問うもの1/テキストの報告11政治経済学、日本学術会議の取り組み

12回:6Fl26日(水)2袴限/震災圃原発事故が政治経済学に問うもの11/テキストの報告111経済地理学、地域経済学
13図:7月 3B(水)2時限/グ、ローパリゼーションのなかで考える/テキストの報告IVフクシマ、チエルノブ、イリ、ドイツ

14回:7月10日(水)2時限/討論・21世紀の経済のあり方を考える

/rアベノミクス」、TPP、互酬経済(ギフト・エコノミー)、連帯経済、社会的企業

15回 7月17日(水)2時限/まとめ/レポート

【担当教員】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

後藤宣代/非常勤講師/NPO法人「コモンズlilJ理事長基礎経済科学研究所理事

カリフォルニア大学バークレー校客員研究員

【講義場所】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-

4号館5階第3ゼミナール室(予定)
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科目 Eコース(ユニット)名 歴史学【医学1】

(英語名称) History 

担当責任者 末永恵子

開講年次 1年 |関議学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 〆|講義・討論

概要/方針等

現在、技術の進展によって人体は医療用をはじめいろいろな目的で資源として利用され、商品化されています。人体利用とその商品化

について、私たちはどう考えたらよいのでしょうか。

このことについて考えるために、歴史上どのように人体の利用が行われてきたのかを探りたいと思います。その上で、現代におけ

る人体の利用と商品化の実態を示し、その問題点について考察したいと患います。

学習自撰

【一般呂標】

人体利用の歴史の概要を把握し、人体利用を取り巻く社会的・歴史的状況について理解する。そのことを踏まえて、現在の人体利用、

商品化の問題について考察する態度を身につける。

【行動自標】

1人体利用の史実を文献史料、図像史料から読み取ることができるようになる。

2 読み取った人体利用の史実をもとに、人体利用の歴史の流れについて措くことができるようになる。

3 人体利用の歴史を踏まえて、現在の人体利用、商品化の問題について論じることができる。

テキスト 授業中に配布する。

粟屋剛著『人体部品ビジネス』講談社選書メチ工、 1999年

参考書
機島次朗著『先端医療のルール』講談社現代新書、 2001年

植木哲也『学聞の暴力』春風社、 2008年

末永恵子『死体は見せ物か一人体の不思議展をめぐって一』大月書活、 2012年

評価方法 授業への参画態度および授業中に行う成果発表を総合し、成績を決定する。

その他(メッセーシ.等)
授業の中では、文献史料および図像を読解しますので、積極的にその解釈を発表していただきたい。

グループ・ヂイスカッションでの活発な意見交換も期待しています。

授業計画/担当教員等

回 日時 内容 キーワード等 担当者

(1 )4月11B (木)2限目 人体の利用 人体利用のもつ意味 末永恵子

(2)4Fj18日(木)2限目 博物学と人類学 リンネ、分類表 末永恵子

(3)4月25日(木)2限目 人体と見世物 フリークス 末永恵子

(4)5月2日(木)2限百 人体標本の返還 コミュニティにとっての人体 末永恵子

(5)5月9日(木)2限呂 櫨民地と医学研究1 アイヌ研究 末永恵子

(6)5月16日(木)2限毘 植民地と医学研究2 「満州」における人体実験 末永恵子

(7)5月23日(木)2限目 細胞は誰のもの? ヒーラ細胞 末永恵子

(8)5月30日(木)2限目 遺伝子情報は誰のもの? 遺伝情報の保護 末永恵子

(9)6月6日(木)2限目 献体 献体の歴史 末永恵子

(10)6Fj13日(木)2限呂 生殖技術と人体 商品化 末永恵子

(1 1) 6月20日(木)2限目 脳死・臓器移植 脳死は人の死か? 末永恵子

(12)6月27日(木)2限目 日本人の遺体感1 古代・中世について 末永恵子

(13)7月4B(木)2限目 日本人の遺体感2 近世・近代について 末永恵子

(14)7月11B (木)1限自 大学生のメンタルヘルス ストレス学生生活 山本佳子

(15)7月11日(木)2限目 総括 討論 末永恵子

《人間科学講座(人文・社会科学n
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科目つース(ユニット)名 倫理学【医学1J

(英語名称)

担当責任者 福田俊章

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義・討論

概要/方針等

1 古来より、「いかに生きるべきか」とし巧道徳の間いは人聞の最も基本的な関心事のひとつであった。倫理学はこの聞いを哲学的な議

論の土俵で取り扱おうとする。確かに道徳の問題に出来合いの答はないにしても、しかし人間なら誰もがこの間いについて考えることが

出来る。この授業では、各人がみずから主体的に道徳上の問題を考えるにあたって、その公共的な基盤となるべきものを提供したいと考

えている。人はお互いに議論の土俵を共有し合いつつ、それぞれの思索を深めて行くべきものだからである。

2. r人間は政治的な動物(politicalanimal)であるJ(アリストテレス)という有名な言葉は、そもそもは「人間はポリス(polis都市国家)に
生きる動物である」ということを意味していた。人聞は共同体を作り、社会に生きる動物なのである。倫理学(ethics)とし可学問もまた、本

来iまそうした社会に生きる人聞の住み習わし方(ethos)についての学であった。この授業では、人間と社会との関わりの中で生じる様々

な倫理的諸問題を取り扱いながら、西欧の倫理学が道徳的規範の本質についてどのように考えて来たのかを共に考えたい。

学習目標

一般目標

道徳的問題について、人はしばしば自分なりの直観的解答をもっている。だが、その答を当然視しているだけでは、未だ進徳について

考えていることにはならない。「どうして自分はそう思うのかJという理由(根拠)をはっきりさせようとすることで、「自分の頭で考える」ことが

始まる。倫理学とは、こうした日常的な道徳的観念に対する批判的反省である。「当たり前だと思うことを考え直すJという問題意識に触れ

ることによって、倫理学的な思索態度を身につけたい。

行動呂標

1倫理理論のニ類型一一規範と価値

(1)善意からする嘘をめぐるカントとコンスタンの見解の根本的相違がどこにあるのか考えられる。

(2)倫理理論を類霊化すれば、例えばどんな分類があるのか言える。

2 義務論的な倫理学一一カント倫理学

(1)カントが何をもって道徳的行為の特質とみなしたか言える。

(2)規則の普遍化可能性が行為の道徳的評価基準としてどこまで有効か考えられる。

(3)カント倫理学において幸福の問題が最終的にいかなる形で処理されているか言える。

3帰結(結果)主義的な倫理学一一功利主義

(1)功利主義の基本的主張が何であるか言える。

(2)ベンサムやむレがいかなる問題意識から功利主義を立てたのか言える。

(3)行為/規則功利主義の区J.lIJが説明できる。

(4)功利主義を正当化するにはどうすればいいか考えられる。

(5)功利主義にも様々な問題点が潜んでいることが判る。

4社会倫理の基底

(1)正義の中核的観念が何であるか言える。

(2)社会契約の核心的主張が何であるか言える。

(3)自然j去の観念が何であるか言える。

性)人間が社会を組織して生きることの意味について、自分なりに考えられる。

5 総じて、こうしたことをいくら知っていても倫理的に高潔な人間になれるわけではないことが判る。

テキスト 特定の教科書iま用いない。

参考書
篠津和久・馬潟浩二編『倫理学の地図』ナカニシヤ出版、2010年

バッジ一二、フォスル/長滝、，.瀬(訳)W倫理学の道具箱』共立出版、2012年
評価方法 授業への参画態度に加えて、レポートあるいは論述式の筆記試験を学期末に課すこととしたい。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

(1) 4月11日(木)・2時限導入日常道徳と倫理学福田俊章《人間科学講座(人文社会科学))) 

(2) 4月18日(木)・2時限倫理理論の二類型善意からする嘘、規範と価値福田俊章

(3) 4月25日(木)・2時限カントの倫理学(1)普遍化可能な格率にもとづいた行為福田俊章

(4) 5月 2日(木)-2時痕カントの倫理学(2)規則の普通化可能性、義務の特定福田俊章
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(5) 5月 9日(木)・2時限カントの倫理学(3)人間の価値、最高差と正義の実現福田俊章

(6) 5月16B(木)・2時限功利主義の倫理学(1)その概略、利己主義と功利主義福田俊章

(7) 5月23日(木)・2時限功利主義の倫理学(2)功利主義の思想家たち福田俊章

(8) 5月30日(木)・2時限功利主義の倫理学(3)規員IJ功利主義、功利主義の正当化福田俊章

(9) 6月 6B(木)・2時限功利主義の倫理学(4)功利主義の問題点福田俊章

(10) 6月13日(木)・2時限功利主義の倫理学(5)功利主義の問題点(続) 福田俊章

(11)6月20B(木)・2時限社会倫理の基底(1)等しさの実現としての正義福E俊章

(12)6月27日(木)・2時限社会倫理の基底(2)正義と利益、自然法福田俊章

(13) 7月 4日(木)・2跨限社会倫理の基底(3)社会契約と国家福田俊章

(14)7月11B (木)ぺ時限特別講義大学生の直面するメンタルヘルス上の諸問題山本佳子

(15)7月11日(木)・2時限社会倫理の基底(4)社会契約論の実際、ホップズ、ロック福田俊章
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科目 Bコース(ユニット)名 生態・医療人類学【医学1]

(英語名称) ecological & medical anthropology 
担当責任者 立柳聡・

開講年次 1年 |開講学期 |前期 i必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義・ゼミ

概要/方針等

広くは、環境と人間・社会と文化の形成の相関について検討したいと思います。どのような生態的条件がどんな社会や文化を生み出し

てきたか?その絡繰りを含めて検討します。また、逆に、人間は自分を取り巻く環境をどんなふうに認識し、意味づけていくのか、などに

主要な関心を寄せ、社会学、文化人類学の基本的な知見とこれまでの研究成果によりながら、検討してみたいと思います。例えば、「病

気」と「病」はどう違うのか?社会科学の自で見ると、実は、「健康Jや「病気」もまた、一面の本質は文化であることを明らかにしていきた
し、。

学習目標

一般目標:

人間たちが種々の欲求や思いを背景に生み出す社会現象の本質lま、公式的に解明したり、表現することが困難です。それを扱う社会

科学の醍醐味!ま、何らかの社会現象をめぐる多様な見方や解釈の可能性を示し、それを裏付ける主張の合理性や特色を検討することで

す。

例えば、1+1=2ではなく、1であるかもしれないと解釈できる柔軟な頭を鍛えましょう!

行動目標・

(1) r文化j、「社会J、「民族J、「環境」など、社会学、文化人類学の基本概念を理解できるようになる。
(2)多様な文化=社会の存在と特色を理解し、尊重できるようになる。
(3)人類は、諸現象の絡繰りを自然科学によって合理的に把握しようとする一方、観念の操作で“意味づける"ことのできる生き物である|

ことが理解できるようになる。

(4)例えば、「病気Jや「健康J、「障害JIこも“意味づけ"が伴う場合があることが環解できるようになる。
(5)自分が文化として身につけた価値観やものごとの見方を相対化して提えることができるようになる。

(6)それぞれの人間の個性や価値観、見方、解釈の多様性を受け容れることができる人間になる。

テキスト 使用しません。順次、プリント、資料配付を行います。

参考書 折々に紹介していきたいと思います。

1. 個人、または、グループ作成のレポートを主体に、出席状況やグループワークの取り組みなどを踏ま
え、総合的に評価します。但し、レポートの再提出機会は設けません。

評価方法 2. 福島県立医科大学医学部履修規程を遵守して判断します。
3. 細部{ま、履修者数が確定後に、その方々とも栢談の上、改めて検討して属知します。

必ず初回の講義=ガイダンスに出席し、授業の概要を自ら把握の上、選択するか否か決めてください!

選択科目のため、一体、どのような顔ぶれがどれだけ履修されるのか?開講してみないとわかりません。数十

人ともなれば、自ずと講義主体の展開となりましょうが、例えlま、数名程度の履修に留まれば、実質的にゼミナー

ルとしての展開が適当と考えます。10名を超えるようであれば、講義とグループワークを併用した形などが適当
かもしれません。従って、以下に掲げる授業計画は、講義主体となった場合のものとご理解願います。

その他(メッセーシ.等) なお、ゼミナールとしての展開となる場合は、その方々と相談の上、夏休み期間などを利用して、人類学的なフ

イールドワーク(現地社会調査)か、それに準じた体験学習により、課題に迫ることも考えてみたいと患います。旅

に出ましよう!調査地としては、奥会津地方の山間農村か、八丈島を懇定しています。

また、沖縄県の宮古列島をフィールドに行っている看護学部の当方のゼミナール「長寿を支える南の島の食生

活と健康学習&村づくりワークキャンプJへの任意の参加を歓迎します。
結局、私がそうした人間なので、形式にとらわれず、のびのびと自由な発想を展開し、小金を貯めてその実現を

楽しめる“仲間"との新たな出会いを期待しています。

授業計画/担当教員等

回数月日曜日時限項目 内容

4 11 木 II 穏の来た道&ガイダンス 稲作の起源、開講に際しての注意など

2 4 18木 II 照葉樹林文化 アジアにおける稲作普及の背景

3 4 25木 II 虹は何色? 文化とは何か、言語相対説

452木 II 極北とジャングルの狩人=その1 文化人類学の環境論

559木 II 極北とジャングルの狩人・その2 社会的環境論、文化の選択性
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6 5 16木 II 入り口は室内?室外? 人類の思考と認識の特色

7 5 23木 II 狩猟採集民の世界 狩猟採集民の社会と文化の特色

8 5 30木 II 牧畜民の世界・その1 牧畜とその起源

966木 II 牧畜民の世界・その2 牧畜民の社会と文化の特色

10 6 13木 Jl 農耕民の世界・その1 農耕とは何か、食料生産革命

11 6 20木 II 農耕民の世界・その2 農耕民の社会と文化の特色

12 6 27木 II 日本の農耕文化の特色 農耕文化の複合的性格と環境

13 7 4 木 II 日本人の自然観 焼畑農耕とそれに根ざす文化

14 7 11 木 1 日本人の生命観 魂、命、再生、無限の循環

15 7 11 木 II 医療と文化・社会 病気と病、障害の本賞、総括

※担当者はすべて立柳聡(看護学部総合科学部門 z講師)です。
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科目・コース(ユニット)名 文学【医学1】

(英語名称) Literature 

担当責任者 漂正宏

開講年次 1年 |開講学期 |前期 !必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

日本の近代から現代にかけての文学の流れや、代表的な文学作品(主に小説、詩歌)を読む」とによって、歴史的・文化、的な背景をも

学び、そのことで、人生における愛、死、運命、宗教的な救い、政治や社会との関わりなど、人間にとって生きることの意味についての思

索を深め、幅広い視野に立って人間を理解し得る能力を養います。また、講義のなかでは、何回かは文学と医学との接点の問題も扱い

ます。

学習目標

<一般目標>

明治時代以降の文学作品を具体的に読んだり解説をすることで、近代以降の歴史や文化といった跨代背景への知識を深めながら、作

品の成立事情、構想、芸術性、文化史的な価値などの理解を通して、文学における人間洞察の深さを学ぶ。

<行動目標>

1 )近代・現代文学の背景となっている時代の政治的、文化的な特色を理解できる。

2)近代・現代文学の作品(小説・詩歌)の歴史的な展開について理解ができるc

3)近代・現代文学の作品(小説・詩歌)の内容が、作品の構成・構造を踏まえて環解ができる。

4)近代・現代文学の作品(小説・詩歌)に表現されている愛、死、運命、宗教約な救いの問題、その主題と到達点について理解が

できる。

5)文学史的に重要な近代・現代文学の作品(小説・詩歌)の文化史的ないし文芸的な位置について説明できる。

テキスト

参考書

評価方法

その他(メ沌ーシー等)

授業計商/担当教員等

【授業計画]

特定のテキストiま使用しません。講義内容に即したプリントを用意します。

特に指定しません。大切なものについては講義中に紹介します。

出席を重視し、前期末に試験を行います。授業の評価は平常点、レポート、試験その他の方法により総合的に

判定されます。

講義は歴史的な時間に沿って展開されるので、欠席すると以後の内容が理解不十分になりますから、注意して

ください。毎回できるだけ質問の時間を取りますので、積極的な質問を期待しています。

回数・月日(曝日)時限/ 項 呂 /内容(キーワード等)

1図・4月11日(木)2時限/オ1)ヱンテーション/

2回・4月18日(木)2時限/森鵠外の小説「高瀬舟J/医師・鴎外が提起した安楽死の問題

3回・4月25日(木)2時限/樋口一葉と女性の生き方/明治社会を生きる女性の生き方を読む

4回・5月 2日(木)2時限/夏目激石の小説「夢+夜J/r第三夜Jを例!こ夢の方法を読み解く

5回・5月 9日(木)2時限/芥川龍之介と晩年の小説/小説「歯車J(こみられる関係妄想を読む

6回・ 5月 16 日(木)2時限/高村光太郎著『智恵子抄~/統合失調症の妻と「愛の詩集Jとの関係

7@].5月23日(木)2時限/宮津賢治の童話と医学/r北守将軍と三人兄弟の震者Jを読む

8回・5月30臼(木)2時限/呂本独自の小説「私小説J/自然主義文学から「私小説Jへ

9@].6月 6日(木)2時限/近代文学から現代文学へ/二十世紀の文学=文学の転換期

10回・6月13日(木)2時限/モダニズム文学の誕生/主知主義、レスプリヌーボーの文学

1 1図.6月20日(木)2時限/プロレタリア文学の台頭/社会主義文学、労働者文学の系譜

12回・6月27日(木)2時限/戦時下の文学(詩歌)/

13困・7月 4日(木)2時限/戦時下の文学(詩歌)/日本人の根源的な感受性とは何か

14回・7月11臼(木)1時限/戦後文学(主題と至IJ達点)

15回・7月11日(木)2時限/戦後文学(主題と到達点)/戦後社会の二重構造、高度資本主義

【担当教員]

j畢正宏/非常勤講師(福島大学名誉教授)
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科目・コース(ユニット)名 歴史と文化2【医学1】

(芙語名称) History and Culture2 

担当責任者 末永恵子

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義・討論

概要/方針等

生老病死は、生を受けた人間が避けて通ることのできない共通の運命です。ところで、病気になるということは、その本人にとって、また社

会にとってどのような事態なのでしょうか。 、乙7、
この間いの解答は簡単にはできませんが、文化や時代が異なれば、病気や病人に対する考え方も異なって来るとし、うことは、容易に

想像がつきます。この授業は、そのような問題関心から、人が社会の中で病むということを歴史的な視点からたどってゆくこととします。

特に日本の近現代史における病人を、医学研究や医療を行う人の立場ではなく、できるだけ病人の視点から捉えることを諜題として

います。

学習巨標

[一般呂標]社会における病人を歴史的に考察し、個人と社会的・歴史的状況の関係について理解し、さらには現代社会の諸問題(環

境問題・社会システムの問題・医療の問題など)と関わらせて考察する態度を身につける。

【行動目標】

1 日本の近現代において病人の置かれた状況などを文献史料や統計資料から読み取ることができるようになる。

2 1を経て、病気に対する認識の時代的特徴を述べることができる。

3病気への対応の時代的特徴を述べることができる。

4 2，3の特徴を私たちの認識や対応と比較できる。

ァキスト 授業時に配布します。

JJIよ武編『戦後病人史.lI(農文協、2002年)

参考書 ハンセン病問題に関する検証会議『最終報告書.lI((財)日弁連法務研究財団、 2005年)

常石敬一『結核と日本人.lI(岩波書底、2011年)

評価方法 授業への参画態度および授業中に行う成果発表のプレゼンテーションにより、総合的に評価する。

日本の近現代の病人史をひもとくとき、悲しくなるような事実がたくさんありますが、恐らくそこから限をそむけて

その他(メッセーシ.等) は、現在を見失うことになるのではないかと思います。史実を直視して、今を考えたいと思います。授業では活発

な意見交換を期待しています。

授業計画/担当教員等

回 月日 項目

(1)10月2日(水)2限目 病人の歴史

(2) 10月9日(水)2隈自 ペストと人類の歴史

(3) 10月16日(水)2限目ハンセン病と社会

(4) 10月23白(水)2限目コレラと衛生行政

(5) 10月30日(水)2限目マラリアと植民地主義

(6) 11月6日(水)2限目 翻気の研究

(7) 11月20日(水)2限目 結核と医療行政

(8) 11月27日(氷)2限自 公害病

(9) 12月4E3(水)2限目 薬害1

(10)12月11日(水)2限目薬害2

(11) 1 2.Fl1 8日(水)2限目 成果発表1
(12) 1月8日(水)2限目 成果発表2

(13) 1月15日(水)2限目 成果発表3

(14) 1月22毘(水)2限目 成果発表4

(15) 1月29日(水)2限目 成果発表5

内容(キーワード等)

病気とは何か

ペスト

ハンセン病

コレラ

マラリア

翻気

結核

水俣病

ジフテリア注射禍

薬害エイズ

プレゼンテーションと討論

プレゼンテーションと討論

プレゼンテーションと討論

プレゼンテーションと討論

プレゼンテーションと討論

*成果発表の時間数lま、受講者数によって変更されます。
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担当者

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

末永恵子

《人間科学講座(人文a社会科学>>>



科目 Eコース(ユニッ卜)名 哲学2【医学1】

(英語名称)

担当責任者 福田俊章

開講年次 1年 J望講学期 j竺期 」坐修/選択J里択必修 1授業形態 画書・討論

概要/方針等

1.人間I玄人間であるかぎり誰でも、考えることをやめない。そして、哲学するとは「みずからよく考えるJことに外ならない。「哲学への最良

の入門は自分で問題を立てること、自分でその問題を考えることだJと言われたりするのも、そのためである。この授業では、そうした営み

の実例に触れることで、各人が「みずからよく考えるJようになることを目指したい。「医師にしてなお哲学する者は神にも近しJ(ヒポクラテ

ス)。

2.人間は世界のうちに住まう。しかし、本当に人間は世界との接点をもっているのだろうか。あるいは、人間の理性能力(ロゴス)は間

違いなく世界の秩序(ロゴス)を把握しえているのだろうか。

例えば、「今、目の前に赤い花がある」という世界の事実はこの私の単なる思い込みにすぎないのではあるまいか。その世界のうちで、

私は自由に振る舞うことが出来るのか。私が今ここに心と体を一体化させた「私Jとして存在しているというのは本当なのか。その私が世

界を超えて、その世界を創造したとされる神を認識することなど、はたして出来るのか。

この授業では、こうした問題を共に考えることを通じて、受講者が哲学的な思索に親しめるようにしたい。なお、前期の授業とは独立に

聴講できるよう内容よの配慮をするので、前期に「哲学1Jを受講している必要はない。

学習目標

一般目標

「し、い哲学者になるためにたった一つ必要なのは、驚くという才能だJ(Wソフィーの世界~)と言われるのはどうしてか。「哲学を馬鹿にす

ることこそ、真に哲学することであるJ(パスカル)、r人は決して哲学を教わることが出来ず、たかだか哲学するのを学ぶことが出来るだけ
であるJ(カント)とはどういう意味か。こうした問題意識に触れることによって、哲学的な思索態度を身につける。

行動呂標

1 真理論一一rW雪は白い』という主張は正しいJとどうして言えるのか
れ)真理の対応説にどういう問題点があるのか言える。

(2)真理の整合説にどういう問題点があるのか言える。

(3)真理の意味と基準について自分なりの考えを言える。

2 心身問題一一人聞の心と身体はどうしぢ関係になっているのか

(1)デカルトの問題提起を起点に心身問題が哲学よの問題となり、それを受けて様々な解答が考え出されたことが半11る。
(2)心身二元論的な立場にどういう問題があるのか言える。

(3)唯物論的な立場にどういう問題点があるのか言える。

3 人格同一性の問題一一昨日の私と今日の私は本当に同じ私なのか

(1)人格同一性の問題とはいかなる哲学問題であるのかを言える。

信)身体説がいかなる立場なのか言える。

(3)記憶説がいかなる立場なのか言える。

性)自分なりに人格同一性の問題を考えることが出来る。

4 決定論調題一一人間は自由に行為することが出来るのか

(1)決定論的な立場にいかなる限界があるのか言える。

(2)自由意志論的な立場がどうすれば成り立つか言える。

5 神の存在証明の問題一一人情はどうやって神の存在を証明しようとして来たか

(1)様々な神の存在証明には、それぞれいかなる難点があるのか言える。

(2)神の存在証明は我々人間にとっていかなる意味があるのか考えられる。

5 総じて、こうしたことをし、くら知っていてもr哲学」したことにはならないと知る。

テキスト |特定の教科書は用いない。

参考書 |適宜資料を配布するとともに、その都度参考文献の紹介に努めたい。

評価方法 授業への参画態度に加えて、レポートあるいは論述式の筆記試験を学期末に課すこととしたい。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

(1) 10月 2日(水)・2時限導入「知を愛するJこと福田俊章《人間科学講座(人文社会科学))) 

(2) 10月 98(水)・2時限真理論(1)真理問題のあらまし、対応説福田俊章

(3) 10月16白(水)・2時限真理論(2)性豪雪とその変種、まとめ毎回俊章

(4) 10月23日(氷)・2時限心身筒題(1)心身問題のあらまし福田俊章
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(5) 10月30日(水)・2時限心身問題(2)哲学史的な図顧福回俊章

(6) 11.Fl 6日(水)・2時限心身問題(3)二元論的な立場(相互作用説ほか)福田俊章
(7) 11月20日(水)・2時限心身問題(4)二元論的な立場(随伴現象説ほか) 福田俊章

(8) 11月27日(水)・2時限心身問題(5)唯物論的な立場(行動主義など)福田俊章

(9) 12月 48(水)・2時限心身問題(6)唯物論的な立場(同一説、機能主義)福田俊章

(10) 12丹11日(水)・2時限人格同一性の問題(1)問題のあらまし、身体説的な考え福田俊章

(11) 12月18日(水)・2時限人格同一位の問題(2)記憶説的な考え、全体のまとめ福田俊章

(12) 1月 8日(水)・2時限決定論問題(1)問題のあらまし、決定論的な考え福田俊章

(13) 1月15日(水)-2持限決定論筒題(2)自由意志論的な考え、折衷説的な考え、全体のまとめ福田俊章

(14) 1月22日(水)・2時限神の存在証明論(1)問題のあらまし、存在論的証明福田俊章

(15) 1月29日(水)・2時限神の存在証明論(2)宇宙論的証明、目的論的証明、全体のまとめ福田俊章
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科目・コース(ユニット)名 薬害から学ぶ【医学1】

(英語名称)

担当責任者 藤野美都子

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

薬iま、人々の病気やケガを治すために用いられるもので、人の生命・健康を守るという役割を果たしています。しかしながら、過去、様々

な薬害問題が発生し、生命・健康を守るはずの薬により、多くの人々の生命・健康が侵害されてきました。

授業では、まず、「薬害を知るJことから始めます。過去にどのような薬害が発生したのか、なぜ薬害問題が繰り返し発生するのか、という

点を明らかにします。つぎに、「薬害から学ぶJこととします。どのようにしたら薬害の発生を防ぐことができるのか、という点を中心に検討

します。薬害を身近な社会問題として理解できるよう，過去のテレビ番組の映像や映画等を活用しながら，薬害エイズ問題を知り，薬害ヱ

イズ問題に学び，薬害を防ぐためにどのようにすべきかを考えることとします。

学習'目標

一般目標

①薬害を知り，薬害から学ぶことにより，薬害紡止について考える態度を身につける。

②薬害問題について考えることにより，過去を知ることが，現在および未来をより良くすることに繋がることを理解する。

行動自襟

①過去に発生した薬害問題の経過を説明できる。

②過去に発生した薬害問題の原因を説明できる。

③裁判や行政等による救済など，薬害問題をめぐる社会の動きを説明できる。

④薬害の経験を還して、薬の安全性・有効性を確保するために図られてきた改善策を説明できる。

⑤薬害が発生した場合の救済制度について説明できる。

⑤薬害を防ぐために、国，製薬企業，医療従事者等に課されている責任を説明できる。

テキスト

参考書
テーマ毎に授業時間内に適宜紹介する

評価方法 授業への参画態度および提出課題の成績により、総合的に評価する。

受講生が「自ら考える」ことを基本とし、授業時間内に受講生による意見交換の場を設けるので、授業への積極

その他(メ内ーシ.等) 的な参画を求めます。また、薬害について学ぶためには、社会に関する理解は不可欠です。様々なメディアを通

じて情報を収集し、社会に関する理解を深めるよう求めます。

授業計画/担当教員等

T困 10月2日 講義案内・薬害とは何か

2図 10月9日 過去の薬害宿題(1):サリドマイド事件、スモン事件、クロロキン事件など

3回 10月16日 過去の薬害問題(2)・ソリブジン事件、薬害ヤコブ事件、薬害C型肝炎事件など

4百 10月23日 薬害エイズ-薬害エイズ事件の経緯

5回 10月30日 薬害エイズ問題と裁判所(1)薬害エイズ民事裁判の展開

6回 竹月 6日 薬害エイズ問題と裁判所(2):薬害エイズ刑事裁判の展開

7回 11月20臼 薬害エイズ問題と政府(1):薬害エイズ問題に関する政府・厚生省の責任

8回 11月27百 薬害エイズ問題と政府(2):薬害エイズ問題等による薬事行政の改革

9回 12月4B 薬害エイズ問題と調会(1):エイズ予防法から感染症予防法へ

10回 12~11B 薬害エイズ問題と国会 (2):国政調査権による薬害エイズ問題の追及

11密 12月18B薬事法・医薬品等に関する法的規制

12函 1月8日 薬害の被害者救済・医薬品医療機器総合機構

13回 1月15日 薬害問題と製薬企業の責任・治験制度、企業の社会的責任など

14包 1月22日 薬害問題と医療従事者の責任薬害防止の最後の砦としての医療従事者の責任

沼田 1月羽田 薬害紡止に向けて:過去の薬害から学ぶべきこと

授業担当者

藤野美都子人間科学講座(人文社会)
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科目つ一λ(ユニット)名 |美術解部学【医学1】

(英語名称) 凶i説凶問tomy
担当責任者 |渡遺晃一

開講年次 1年 後期

概要/方針等

「美術解剖学」とは、人体を描く際、必要な基礎知識として得る技能(Howto drawing)であり、生きた「身体jの特質を探求するなかで、

哲学、美学、生命倫理、芸術療法、生命形態学と相関しながら、人間とは何かを探求するものである。本講義では「美術解剖学」を基底

に、入閣の「身体Jの見方や描き方、人間と他の動物との構造、機能の違いなどを講義する。また美術を通じて認識される「身体jを、解剖

図譜やプラステイネーション(実物標本)など、医学によって提示される、絵画や彫刻、写真やLi俗 Casthing、どデオ、三次元計;~IJ装置な

ど、現代の映像メディアとも絡ませながら、各々のトピックを織り交ぜ、幅広く提示する。

学習呂標

一般目標・授業内容に知的関心をもって、意欲的に取り組む』と。

=美学、哲学、倫理学など、様々な角度、視点から「身体」を捉えること。

-現代の美術、芸術、文化を、国際的に理解すること。

行動目標・人体を措く際、必要な基後知識を修得し、自ら表現する技能を得ること。

-美術解剖学を還して、対表から視察した生体の特質を理解すること。

-自他の考えや表現の良さを認め、理解すること。

テキスト

参考書

評価方法

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計廼]

講義の内容にあわせてプリントを配布

-谷川j屋監修、小津義弘、 j度遅晃一編著「絵画の教科書J日本文教出版、2001年

-高橋彬「入門美術解剖学J医歯薬出版株式会社、 1997年

-中尾喜保「生体の観察Jメヂカルフレンド社、 1976年

=養老孟司、布施英手Ijr解剖の時間」哲学書房、 1987年
B三木成夫「生命形態学序説Jうぶすな書院、 1989年

その他は授業内で紹介する

』の授業では以下の3点から評価を行う。試験Iま実施しない。

1.出席状況(欠席、遅刻はしないこと)、毎回の授業への参加態度

2.授業肉課題レポートの成果

3.美術解剖学ノート(課題)からの累積評価

具体的には以下の総合点を成績評価の基準から算出する。

=参加慾度、成果点:3点満点x15回

-授業内外の課題レポートによる成果点:10点満点、x4回

-美術解剖学ノート・15点

美術を通してf身体」の見方、描き方について幅広く学ぶ』とができます。』れまで美術が苦手だった方の受講

を歓迎します。

回数・月日(曜日)時限 一 項 目〔内容(キーワード等))

1回・10月 2B(水)2時限一美術解剖学とは何か。〔美術と自然〕

2回・10月 9日(水)2時限一身体、からだ、種/プロポーンョン〔視覚と言語〕

3困・10月16日(水)2時限ー骨絡と動勢〔ヒトと動物〕

4回・10月23白(水)2時限一体幹〔♂と平〕

5回・10月30白(水)2時限ー頭部〔肖像函と似顔絵〕

6回・11月 6日(氷)2時限ー顔〔田本人と西洋人〕

7図-11月20日(水)2時限圃ー表情〔絵画とマンガ〕

8回・11月27臼(水)2時限ー脳/知覚〔絵画と写真〕

9回・12月 4日(水)2時限ー上肢〔鏡と皮膚〕

10回・12月11日(水)2時寂ー下肢〔面影とメタモルフォーゼ〕

11回・12月18日(水)2時限ー循環/生命形象〔モダンテクニックとラセン〕

12回・ 1月 8B(水)2時限ーイメージ/イコン〔キリストとヴエロニカ〕

13回- Hl15B(水)2時限一人体モデル実習(1)(人体標本)(解剖図諾と解剖模型〕

141El-1月22日(水)2時限一人体モデル実習(2)(男性像)(Life drawing 1) 
15回・ 1月29日(水)2時限一人体モデル実習(3)(女性像)(Liぬ drawing2) 

【担当教員】

j度遺晃一/非常勤講師/教授(徳島大学人開発達文化学類文学・芸術学系絵画研究室)
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科呂・コース(ユニット)名 微分積分学【医学1】

(英語名称)

担当責任者 安達隆

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 !授業形態 |講義

概要/方針等

微分積分学と線形代数学iま、自然科学分野は勿論のこと社会科学分野でも広く応用され、自然現象や社会現象を記述する必須の冨

業となっている。理論の流れを理解し、数学的な考え方の基本を身に付けることを目標とする。

学習目標

【一般目標】

1 :公理・定義から定理を導き、蓄積する数学的体系化の方法を理解する。

2: “関数"の意味を理解し、派生して表れる種々の概念の意味を把握する。

3:論理記号を用いて命題を表現し、その真偽を判定する能力を身に付ける。

【行動目標】

1 :微分方程式の意味を理解し、計算できる。

2: 関数の導関数、偏導関数の意味を理解し、計算できる。

3:積分の意味を理解し、計算できる。

4: 数学的記号法を用いて論理的に推論を表現し、真偽を解析できる。

テキスト 坂田定久他箸『基礎コース微分積分~ (学術図書出版)

江口正晃他著『基礎微分積分学第2版~ (学術図書出版)

参考書 青木和l夫他著『集会・位相空間要論~ (培風舘)

講義ノート:http:仏側W.fm U .ac.jp/home/mathemallec/plan-info. h加

評価方法 成績評価i玄、「試験の得点・平常点・レポート評価」により総合的に行う。

毎回小テストを行い、

その他(メッセーシ等) 最終的に(科目担当が定める)合格点に到達しない学生は再試験対象者。

ただし、6回以上欠席した場合は再試験の受験を認めない。

授業計画/担当教員等

【担当教員】安達雄《自然科学講座(数学)))(Tel: 024・547・1365，e-mail: ada@fmu.ac.jp) 

【授業計画】前期火曜1限自

1図 4月9日:1変数関数の微分1 (逆三角関数、双曲線劉数)

2回:4月16日:1変数関数の微分2 (高指導関数、 Leibnizの公式、 RolIの定理、平均値の定理、Taylorの定理、Maclaurin展開)

3回:4月23日:1変数関数の微分3 (Cauchyの平均値の定理、 I'Hospitalの定理)

4回:4月初日:1変数関数の積分1 (有理関数・三角関数の積分)

5包:5月7日:1変数関数の積分2 (無理関数の積分、曲線の長さ)

6回:5月14日:微分方程式1 (変数分離型・周次形の解法)

7回:5月21日:微分方程式2 (1階線形常微分方程式の解法)

8回:5月28日:微分方程式3 (2階線形常微分方程式の解法)

9回:6月48:1変数関数の積分4 (特異積分、P関数)
10回:6月11白:1変数関数の積分5 (無限積分、y関数、正規確率密度頭数)

11回 6月18日:2変数関数の微分1 (極限、連続性、偏微分)

12回:6月25日:2変数関数の微分2 (勾配ベクトル、接平面、法線)

13回 7月2日:2変数関数の微分3 (合成関数の偏微分、変数変換と偏微分、連鎖律)

14回:7月9日:2変数関数の微分4 (高階偏導関数、 Taylorの定理)

沼田:7月16日:2変数関数の微分5 (1議関数、極鑑、条件付き極値)
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】科目.コ-ス(ωユニコツトω)名 |発生生物学【医学1ワ

(芙語名称 IDe劇岬帽官創帥10叩p附
損脳当責任者 |松畑題有磁

開講年次 11年

概要/方針等

発生学の基本事項について講義する。従来、発生の研究は個体発生の過程で起』る形態よの変化を記述する』とであった。現在で

iま、発生現象を研究する学問をより広く統一的に発生生物学と呼んでいる。しかし、事象把握すなわち発生現象の観察なくしては、全て

が机上の空論にすぎない。よって本講では、講義と実習(顕微鏡観察)を適宜組み合わせながら、包括的な発生現象の理解を目的とす

る。

学習目標

一般目標

初期発生、器官形成、そして個体形成の一連の発生過程を理解する。個体発生と系統発生の連関を学ぶ。

行動目標

①性の数{ま2つの場合が多いが、多数の性をもっ穫もある。性の定義について説明できる。

②生殖j去には無性生殖と有性生殖の2つがあり、それぞれを具体例で概説できる。
③顕微鏡の構造と解像度を理解し、正しい操作法を身につける。

④精子形成と卵形成の過稜を解説し、有性生殖と寿命との関係を概説できる。

⑤精子形成および卵形成の過程について、関与するホルモンとその分泌部位を説明できる。

⑤受精の過程およびその意義を説明できる。

⑦精子進入時の卵の成熱段階が動物により異なることの認識と、ヒトの位置づけができる。

③代表的な動物(ウ二、カエル、ニワト1人ヒト)の発生過程を概説できる。

③ E帯乳類の各器官の起源を、系統的に順序立て底盤施までさかのぼることができる。

⑬晴乳類の生殖巣の起源を説明できる。

@からだの極性、器官の位置関係を方向用語(前後、背腹など)で説明できる。

⑫妊の予定運命、細胞の全能性を説明できる。

⑬神経管の分化と脳、脊髄、視覚器、平衡聴覚と自律神経系の形成過程を概説できる。

⑬消化・呼吸器系各器官の形成過程を概説できる。

⑬体節の形成と分化を説明できる。

⑬泌尿・生殖器系の個体発生と系統発生を説明できる。

テキスト 特に指定しない。

江上信雄他著r発生学J裳牽房 1985
八杉貞雄箸「発生の生物学」岩波書庖 1993

参考書 石原勝敏着「図解発生生物学J裳華房 1998

石原勝敏編著「動物発生段階図譜」共立出版株式会社 1996

J. Slack著「エッセンシャル発生生物学」羊土社2007

評価方法 第1学年前期末に実施する筆記試験と随時提出物により総合判定する。

その他(メ内ーシ.等)

授業計画/担当教員等

回数日付曜日時限項目 内容(キーワード等) 担当者

T 4/9 火 E 発生学概説 吉育成説、アリストテレス 松間有樹

2 4/16 火 E 性と生殖 生殖j去、有性生殖、無性生殖 松岡有樹

3 4/23 火 E 配偶子形成 雌雄生殖器官、精子形成、卵形成 松岡有樹

4 4/30 火 E 受精 先体反応、表層反応 松岡有樹

5 51 7 火 E 卵割 経割、緯害IJ、桑実自主 松岡有機

6 5/14 火 E 初期発生 I 胞E壬‘卵賞、原腸底 松岡有樹

7 5/21 火 立 初期発生E 三涯菜、陥入、原腸 松岡有樹

8 5/28 火 E 自粛乳類の発生 医盤胞、内部細胞塊、栄養芽層 松凋有樹

9 61 4 火 耳 神経庇 脊索、神経冠細胞 松岡有樹

10 6/11 火 E 極性 体軸、方向性 松岡有樹

11 6/18 火 E 器官原器 予定運命図、全能性 松岡有樹

12 6/25 火 E 器官形成 1(外妊薬) 神経管の分化、感覚器 松岡有樹

13 71 2 火 E 器官形成II(肉医薬) 消化器、呼吸器系 松岡有樹

14 7/9 火 E 器官形成m(中医薬) 体節形成、腎と輸精管、輸卵管 松岡有樹

15 7/16 火 E 四肢の形成 AER、レチノイン酸、アポトーシス 松岡有樹
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科目・コース(ユニット)名 有機化学【医学1]

(芙語名称) Organic Chemistry 

担当責任者 谷口暢ー

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |議義

概要/方針等

本講義では、医薬品等を取扱うよで、最低限必要な有機化合物の性質と反応性についての基礎的な内容を学ぶ。その方針は、ナキスト

(マクマリー有機化学概説)に従い、原子の軌道・結合様式・有機化合物の立体化学・アルカン・アルケンBアルキン・アルコール・カルボニ

jレ・芳香族化合物の各論、および機器分析j去について学ぶ。

学習目標

一般目標薬品等の取扱いや生体反応を理解するために、有機化合物の性質、その反応性を理解する。

行動目標

T簡単な有機化合物をIUPAC命名j去に従い命名することができる。

2有機化合物の官能基の性質別に、その反応性と構造を簡潔に説明することができる。

3有機化合物の立体化学と、分子不斉(点不斉)に関して簡単に説明することができる。

テキスト マクマリー有機化学概説(第6飯);J. McMURRY(著);(東京化学問人)

マクマリー有機化学(上、中、下);J.McMURRY(著);(東京化学問人)

参考書 立体化学(第4版);大木道則(著);(東京化学問人)

機器分析のてびき(データ編)泉美治ら(監修); (化学問人)

評価方法 評価方法は、レポート、問題演習、試験等、その他の方法により総合的に判定される。

」の講義では、基本的には、丸暗記ではなく内容を理解する」とを中心に進めていく。

その他(メッセーシ.等)
また、講義の後に出す課題のレポートは、可能な限り提出すること。

なお、課題の解答は間違っていてもかまわないので、自分自身の考えで解答すること。

授業計画/担当教員等

回数月/日/曜日時限項 自/内 容(キーワード等)1担当者

41 9火 111 軌道/原子の軌道/谷口暢ー《自然科学講座(化学))) 

2 4/16火 111 結合/元素の結合様式/谷口暢一

3 4/23火 111 立体化学/立体構造、立体異性体、不斉/谷口暢一

4 4/30火 111 アルカン/命名法、特徴と反応性/谷口暢ー

5 51 7火 111 アルケン/命名法、特徴と反応性/谷口楊ー

6 5/14火 111 アルケンとアルキン/命名j去、特徴と反応性/谷口楊ー

7 5/21火 111 芳香族化合物1/命名法と特徴/谷口暢ー

8 5/28火 111 芳香族化合物111芳香族化合物の反応性/谷口暢一

9 61 4火 111 ハロゲンイヒアルキル/命名法、特徴と反応性/谷口暢ー

10 6パ1火 111 アルコールとエーテル/命名法と反応性/谷口暢ー

11 6/18火 111 アルデヒドとケトン1/命名法と特徴/谷口暢ー

12 6/25火 111 アルデヒドとケトン111反応性/谷口陽一

13 71 2火 111 アルデヒドとケトン111/反応性/谷口楊一

14 71 9火 111 機器分析化学/有機化合物の同定方法(lR、NMR)I谷口暢一

15 7パ6火 111 演習、総括1;谷口暢ー
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科目・コース(ユニット)名 カ学【医学1】

(芙語名称) Mechanics 

担当責任者 吉田宏

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

物理学の基本的な考え方や基本量について力学を通して学習する。

質点の運動をいくつか例に取りながらニュートンの運動の法則を学習し、力学的エネルギーの保存則、運動量保存則などがニュート

ンの運動の法則とどのような関係があるかを学ぶ。また、同体の力学の基礎を学習し、生体等身近な現象に応用する。

学習目標

一般目標

さまざまな力学的現象を学び、それらが少数の基本法則によって統一的に記述できることを理解する。

行動目標 . 
1. SI基本単位と紐立単位、物理量の次元について説明できる。

2.力(ベクトル量)の合成と分解ができる。

3.慣性の法貝IJを理解し、その法則が成り立つ現象を例示できる。

4.力と加速度の聞に比例関係があることを説明できる。

5.物体の運動を運動方程式で記述できる。

6.作用・反作用の法則を説明できる。

7.単振動・減衰振動・強制振動について説明できる。

8.共鳴(共振)について説明できる。

9.仕事の定義を説明できる。

10.仕事と運動エネルギーの関係について説明できる。

11.保存力について説明できる。

12 運動エネルギーと位置エネルギーについて、力学的エネルギーの保存則と関連づけて説明できる。

13.角運動量とカのモーメントの関係を説明できる。

14.運動量保存則を説明できる。

15 弾性衝突と非弾性衝突について概説できる。

16 大きさのある物体が静止し続ける為の条件について説明できる。

17. 力学法則を身近なものや生体に応用できる。

テキスト J 

「物理学(ニ訂版)J小出昭一郎(著)、裳華房 1997

参考書 「医歯系の物理学」赤野松太郎他(著)、東京教学社 1987

授業時配布プリント

評価方法 出席、筆記試験などの方法により総合的に判定する。

力学で扱う基本法則は、物理学の他の分野でも共通する法則である。個々の現象にとらわれず、「より基本的

な法則は何か』・「何故そのような法則が成り立つのか」といった観点から現象をとらえるよう心がけていただきた

その他(メッセーシ.等) い。授業等でわからないことはいつでも質問に応じるので声をかけていただきたい。

また、講義iこ関するWebページhttp://www.fmu.ac.jp/home/physi岱 Iyoshidah/lectures/riki/index.html

を開設し質問の回答や配布資料等を公開するので、必要に応じて閲覧していただきたい。

授業計画/担当教員等

回数 月日(曜日時限) 「項目」 キーワード

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー---・E・一一一一一一一一圃

5/27 (月2) 「還動の表し方」 単位、次元、質点、位置、速度、加速度、運動量

2 6/03 (月1) 「錆単な運動」 等速度運動、等加速度運動、等速円運動

3 6/03 (月2) 「ニュートンの運動の法則J 慢性の法貝IJ、運動方程式、作用・反作用の法則

4 6/10 (月1) 「落下」 自由落下、放物線運動、地表近傍での重力

5 6/10 (月2) 「抵抗のあるときの落下」 油滴の落下、終端速度、ミリカンの実験

6. 6/17 (月1) 「単振動j 単振動、単振り子、振幅、周期、振動数

7. 6/17 (月2) 「減衰振動」 減衰振動、強制振動、共鳴(共振)

8. 6/24 (月1) f仕事」 仕事、運動エネルギー、保存力、位置エネルギー

9. 6/24 (月2) 「保存力と位置エネルギーJ 力学的エネルギー、力学的エネルギー保存則

10. 7/01 (月1) 「角運動量と力のモーメントj 角運動量、力のモーメント
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11. 7101 (月2) 「質点系の力学1J 
12 7108 (月1) 「質点系の力学IIJ
13. 7108 (月2) 「剛体の力学」

14. 7/22 (月1) f生体静力学1J 

15. 7/22 (月2) 「生体静力学IIJ

【担当教員】

吉田宏/准教授《自然科学講座(物理学n

質点系、重心、運動量保存則、全体と部分

2体問題、衝突問題

偶力、力のモーメントと回転、静止し続ける為の条件

担架を支える力、僧帽筋ー排腹筋の力

上腕ニ頚筋・脊柱起立筋の力
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科目 Bコース(ユニット)名 代数・解析学【医学1]

(英語名称)

担当責任者 安達隆

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 !授業形態 |講義

概要/方針等

微分穫分学と線形代数学i玄、自然科学分野iま勿論のこと社会科学分野でも広く応用され、自然現象や社会現象を記述する必須の言
葉となっている。数学的知識の定着は勿論ではあるが、数学的考察・思考を積極的に活用する態度の育成にも重点をおく。

学習目標

【一般目標】

1 : 多重積分の概念・性質を理解する。
2 行列とベクトルの概念=性質を理解する。
3:線形代数学の論理体系をとおして数学的思考を身に付ける。
【行動目標】

1: 2重積分の意味を理解し、計算できる。

2:逆行列、行列式の意味を理解し、計算できる。
3:連立1次方程式、固有値問題を解ける。
4:対角化可能行列を対角化できる。
5:ベクトル値関数に関する線形常微分方程式を解ける。
6:重回帰分析と主成分分析を行える。

テキスト
坂固定久他著『基獲コース微分積分~ (学術図書出版)

寺田文行他著『基本例解テキスト線形代数~ (サイエンス社)

硲野敏弘他著『理工系の入門線形代数~ (学術図書出版)

参考書
有馬哲他箸『多変量解析のはなし~ (東京図書)

蓑谷子恩彦著『回帰分析のはなし~ (東京図書J

講義ノート:h社p:/lwww.fmu.ac.jp/home/mathema/lec/plan-info.htm

評価方法 成績評価は、「誌験の得点・平常点・レポート評価」により総合的に行う。

毎回小ァストを行い、

その他(メッセーシ.等) 最終的に(科目担当が定める)合格点に到達しない学生は再試験対象者。

ただし、6回以上欠席した場合は再試験の受験を認めない。

授業計画/担当教員等

【担当教員】安達隆《自然科学講座(数学n( Tel: 024・547・1365，e-mail: ada@fmu.ac.jp ) 

【授業計画】後期木曜1限呂

1回:10月3臼:多変数関数の積分1(2霊積分、累次積分、積分i煩序交換)

2回:10月10日:多変数頭数の積分2(置換積分、変数変換とJacobian)
3回:10月17日:多変数関数の積分3(特異2重積分、無限2重積分、正規確率密度関数)
4回・10月24日:多変数関数の積分4(体積、曲面積、3霊積分)

5回・10月31日:行列の定義と演算(行列、逆行列、基本行列、階数、行(列)の基本操作)
6回 11月7日:連立T次方程式(逆行列、消去法)

7匝:11月14日:行列式の定義(偶!順事1J-奇11展列、行列式、Sarrusの方法)
8回:11月21臼:行列式の性質(行・列の基本操作に関する行列式の性質と計算)
9回:11月28日:余因子と小行列式(逆行列の余扇子による表現、Cramerの公式)

10回:12月5日.ベクトルと正規直交基底(線形結合、T次独立性、Gram-Schmidtの直交化法)
11回:12月12日:固有値と国有ベクトル(固有値問題、固有値、固有ベクトル)
12回:1 月 9 日.行~Jの対角化(対角化の判定と方法)

13回:1月16日:2次形式(対称行列の対角化と2次形式の標準形)

14回:1月23日:微分方程式への応用(ベクトル値関数に関する線形常微分方程式の解法)
15回:1月30日:多変量解析(重回帰分析、主成分分析)
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科目・コーλ(ユニット)名 |遺伝学【医学1]

(英語名称)

担当責任者

開講年次 1年

概要/方針等

遺伝子の様造と機能について、主として下等生物で解明された一般的な原理について講義する。DNAが遺伝子の

本体であると言正明される以前から、遺伝子という概念はあった。ある生物のある特定の遺伝子は、そのゲノムのどこ

からどこまでを指すのだろうか。また、その遺伝子構成はど、うなっており、どのような機構で発現するのだろうか。

いずれにせよ、 DNAに関連する用語を学ぶことが先決である。

学習百標

一鍛目標

DNAの構造と機能を理解する。設計図としてのDNAの化学構造、細胞内での様態と複製方法、タンパク

質が完成するまでの一連の経緯を学ぶ。

行動目標

① DNAとRNAの化学構造および立体構造の違いについて説明できる。

②塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチドの穫類と性質を説明できる。

③ DNAの複製過程を説明できる。

④ DNAの傷害の原因とその機構および修復機構を説明できる。

⑤ DNAの存在形式から見た原核生物と真核生物の違いを説明できる。

⑤遺伝情報の転写過程を説明できる。

⑦タンパク質への翻訳過程を説明できる。

③核とリボソームの構造と機能を説明できる。

⑨セントラルドグマを説明できる。

⑮ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。

③オペロンモデルをもとに、遺伝情報発現の調節機構を概説できる。

⑫液性免疫と細胞性免疫を概説できる。

⑬免疫グロブリン遺伝子の構造と多様な可変領域の再犠成機構を概設できる。

⑬ガン化のメカニズムについて概説できる。

テキスト 特に指定しない。

岡山繁樹著「生物科学入門分子から細胞へ改訂版」培風館 1994

講義

参考書
Alberts他箸/中村桂子・藤山秋佐夫、松原謙一監訳rEssential細胞生物学」南江堂 2001など

評価方法 第1学年後期末に実施する筆記試験と出席状況により総合判定する。

その他(メッセーシ.等)
講義中に登場する用語は生物学辞典、生化学辞典などで各自調べること。各項目について、数行に要約すると

良い。自学自習を原則とする。

授業計画/担当教員等

回数月日曜日時限 項 自 内容(キーワード等)

1 10107 follI核酸とタンパク質の基本構造セントラルドグマ、 DNA、RNA

2 10/16 7l<IV DNAの複製 I半保存的複製
3 10/21月IIDNAの複製IIJ)ーディング鎖、ラギング鎖

4 10/28月IIDNAの複製m校正系
5 11/11月E転写(原核生物)遺伝子スイッチ、オペロン

6 11/18月E転写(真核生物)普遍的転写因子

7 11/25月立転写後編集 5・CAP、スプライシング、ポJ)A尾部

8 12/02月E翻訳 Iコドン、tRNA、rRNA

9 12/09月E翻訳IIリボソーム

10 12/16月E組換えられる遺伝子Iオルタネイティブスプライシンク

11 1106月E組換えられる遺伝子E免疫グロプリン

12 1/20月E遺伝子エ学トランスジェニック生物、ノックアウト生物

13 1/21火N ヒトの遺伝学遺伝病

14 1/27 follIガンの遺伝学Iガン遺伝子

15 2103月Eガンの遺伝学Eガン抑制遺伝子
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科目・コース(ユニッ卜)名 進化学【医学1]

(英語名称) Evolutionary Biology 

担当責任者 松岡有樹

開講年次 T年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 l授業形態 |講義

概要/方針等

ヒトへの進化の過程を、系統発生学的観点および分子進化学的観点から講義する。ヒトは動物界に忽然と現れたのではない。現在のヒ

トの形態と構成素材は、生命の起源以来の様々な自然選択と遺伝子浮動の集積である。したがって、ヒトの器官あるいは代詩i経絡のど
れをとってみてもヒト特有のものはむしろ稀で、より下等とされる種から少しずつ改良されながら引き継がれたものが大半である。局所的

にみると、あるいはヒトより優れるものを所持する種がいるかも知れない。ヒトは他種に学ぶことができる、それが本講のテーマである。

学習目標

一般目標

ヒトのからだに備わった様々な形態と機能iま進化の産物である。その生物学的背景について、器宮レベルと分子レベルの両視点から学

ゐ、。

行動呂標

①生物進化の基本的な考え方を概説できる。

② 3ドメイン説、5界説などの生物分類法について概説できる。

③原核生物と真核生物の関連を共生説の観点から説明できる。

④地球の歴史、特に生命史を概説できる。

⑤原始地球における生命の初期進化過程を概説できる。

@種の多様性を形態、発生、生理、分子などの様々な観点から説明できる。

⑦原緩生物、原生生物、菌類、植物、動物の各生物界の特長を列挙できる。

③アミノ酸配列や塩基配列の比較による分子系統樹を概説できる。

⑤怠然選択と遺伝的浮動が集団の遺伝構成に与える影響を説明できる。

⑬総弓(咽頭弓)と骨格、筋、神経、血管との関係を概説できる。

@偲孔(鰐嚢、咽頭嚢)と中耳、内分泌腺との関係を概説できる。

⑫側頭筋と頬骨弓の進化を概説できる。

⑬側方型脚から下方型脚への進化と指節数の変化を概説できる。

⑬適応放散と収数の相違、相周と相似の相違を具体的に説明できる。

⑬ヒトの進化の歴史について概説できる。

⑧樹上生活や直立二足歩行に{半う獲得形質を列記し、説明できる。

⑫日良や心臓・血管系、腎臓の系統発生を概説できる。

⑬形態形成遺伝子単位(MGM)の重複と差異化により、生物の多様化と進化が起こったことを説明できる。

テキスト 特iこ指定しない。

柴谷篤弘他編「講座進化 4形態学からみた進化、5生命の誕生、6分子からみた進化」東京大学出版会

1991/1992など

参考書
越国豊著f教養の生物学ヒトを中心とした比較生物学改訂版J培風館 1989

ローマー&パーソンズ著/平光属司訳「脊椎動物のからだとその比較解剖学第5版J法政大学出版局 1983

石川統他編fシリーズ進化学4発生と進化J岩波書庖 2004など

評価方法 第1学年前期末に実施する筆記試験と出席点等により総合判定する。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

4
1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

有樹

有樹

火 I進化学概説アリストテレス、ダーウィン松岡有樹

火 I原核生物から真核生物へ3ドメイン説、古細菌松岡有樹

火 I地球史と生物史化石、大量絶滅、大気酸素濃度松岡有樹

火 I化学進化 RNAワールド、リボザイム西山学郎

火 I分子進化分子系統樹、イントロン、ヱクソン松岡有樹

火 I集団遺伝学と中立説自然選択、隔離、適応度松岡有樹

火 I遺伝子とゲノムの進化進化速度、分子分類学松岡有樹

火 I細胞内共生と真核生物の進化共生説、古典的系統樹松岡

火 I無脊椎動物の多様性新ロ動物、冠輪動物、脱皮動物松岡
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10 12/17火 I脊椎動物の進化脊索、羊膜松岡有樹

11 1107 火 I鴫乳類の進化単弓類、総弓器官松岡有樹

12 1/08 7l< IVヒトの進化 I霊長呂、類人猿、原人松岡有樹
13 1/14 火 lヒトの進化E霊長類の分子系統学松岡有樹

14 1/21 火 I進化発生学1g良、心臓・血管系、腎臓の進化松関有樹

15 1/28 火 I進化発生学立遺伝子重複、トランスポゾン松岡有樹
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科目・コース(ユニット)名 生物学実醤【医学1]

(英語名称)

担当責任者 松岡有樹・五十嵐城太郎・西山学即

開講年次 1年
旦空豆」竺期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |実習

概要/方針等

生物学は、数多くの観察、実験により得られた知識の集積である。本実習では、生物を理解するよで最も基本約と恵、われる生命現象を

いくつか取り上げるが、実習を通じて自らの手でそれらを確認することによって、その原理を理解すると同時に、実験操作を奮得すること

を目標とする。また、実験結果を論理的に解析し、適切な様式で表現する方法について学ぶ。

学習目標

一般目標

生物試料を用いた基本的な実験方法について学ぶ。分子・紹胞から組織・器宮・個体に至る、さまざまなレベルにおける観察・実験を行

い、生命を支える基本構造について理解する。

行動目標

1顕微鏡、分光光度計、遠心器など、一般的な実験器具を正しく取り扱うことができる。

2ヒト血球細胞などの組織標本を染色し、顕微鏡下で分類・同定することができる。

3赤血球や白血球の数を正確に算定することができる。

4細胞内外のイオン組成と濃度の違いについて説明できる。

5電気泳動法によりヒト血紫タンパク質を分離し同定できる。

6タンパク質を種々の比色法を用いて検出、定量できる。

7酵母のアルコール発酵を測定し、好気的代謝との違いを説明できる。

8酵素活性のpH依存性や競争阻害を誘ベ、その速度論的メカニズムを説明できる。

9細胞の浸透圧を測定し、浸透圧の変化が細胞に与える影響について説明できる。

10核酸の物理化学的性質を理解するとともに、遺伝子工学の基本的な実験を行い、その原理を概説できる。

竹光合成色素を簿膚クロマトグラフィーで分離し同定できる。

12マウスの解剖を行い、E甫乳動物の外部および内部形態について概説できる。

13実習の内容・結果について、重要事項や問題点を抽出して論理的に表現できる。

14実習の内容・結果を決められた様式にしたがって文書または口頭で発表できる。

テキスト 実習の手引書を配布する。

参考書 江上信雄ほか「実験生物学講座」丸善

評価方法 毎週のレポート+筆記試験(第1学年後期末に実施)+出席状況により総合判定する。

予告されている実習内容について、前もって手事l害を熟読しておくことが必須である。不明な点があれば、参考

書や生物学辞典等で競べ、あらかじめ実験の主旨を充分に理解しておく必要がある。

単に実習書の手順をなぞるのではなく、どのように実験を遂行すれば最も効率的で、かつ精度の高いデータを得

その他(メッセーシ.等)
ることができるかを、主体的に考え実行すること。

実習には生物諒料を用いる。どのような生物であっても、これらの生命を尊重し大切に取り扱うこと。

レポートには実験結果を正確に適切な様式で記述することはもちろん、論理的思考に基づ、いた充分な考察がなさ

れていることが必須である。

授業計画/担当教員等

回数月日曜日時限項 白 内容(キーワード等)

1-9 10/11-12/13 金 m.w
下記14の実験テーマのうちから1つの実験テーマについて、各斑がローテンション方式で毎回実習を行う。

B血球形態の観察(ギムザ染色、血球の分類)

・血球数の算定(赤血球、白血球)

・ヘモグロビンの定量と細胞内外のイオン組成(LambeルBeerの法則、ナトリウムポンプ)

タンパク質の比色定量と血祭タンパク質の濃度;1I1j定(ビゥレットj去、分子吸光係数)

・酵母のアルコール発酵(嫌気呼吸、アルコール発酵)

=酵素反応とpH(トリプシン、至適pH)

・コハク酸脱水素酵素(コハク酸税水素酵素、補酵素)
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-組織の光学顕微鏡観察(腎臓、肝臓、小腸など)

・タンパク質の検出と電気泳動(アミノ酸墨色反応、等電点、電気泳動)

・細胞の浸透圧(浸透圧、原形質分離)

開血液の性状(ヘマトクリット、グリコヘモグロビン)

.DNAの単離と電気泳動(フェノール・クロロホルム抽出、制限酵素)
・核酸の変性(熱変性、Tm値、G/C含量)

・光合成色素の分離(薄層クロマトグラフィ一、クロロフィjレ)

10 1/10 金 m.w 予備臼
11-12 1/17-1/24 

マウスの解剖 I外部形態、筋肉系、消化器系

マウスの解剖E泌尿生殖器系、循環器系、骨格系、神経系
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科目つース(ユ二、yト)名 生命有機化学【医学1]

(英語名称) Organic Chemistry for Lぬ Science

担当責任者 佐山信成

開講年次 T年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 !講義

概要/方針等

生命有機化学では、有機化学の基本事項をもとに、生体分子の化学構造や反応性について学ぶ。

学習目標

一般目標 生体を構成する有機化合物の構造や反応性について理解し、生体内の反応機構を説明することができる基礎学力を

身につける。

行動目標 (1)カルボン酸、アミン、炭水化物、アミノ酸、脂質の生体関連有機化合物の構造を示すことができる。

(2) 有機化学反応機構により、基本的な生体有機分子の挙動を説明することができる。

テキスト J. McMυRRY(著)、伊東淑、児玉三明(訳)rマクマリー有機化学概説(第6版)J東尽化学問人

参考書 J. McMURRY(著)、伊東淑、児玉三明(訳) rマクマリー有機化学上、中、下」東京化学同人

評価方法 授業の評価は、問題演習、課題レポート、 中間試験、 期末試験その他の方法により総合的に判定される。

発展・深化し続けている生命機構研究の分野である生化学や分子生物学を学んで行くよで、生命有機化学iま

その他(メッセーシ.等)
欠くことのできない基礎教育科目です。 はじめに高校のテキストで有機化学の内容を各自整理しておいて下さ

い。また前期で履修済みの有機化学の内容も復習しておいて下さい。テキストや配布する資料を繰り返し読ん

で、生体関連有機化合物や有機化学の考え方に慣れてください。

授業計画/担当教員等

回数月 日曜日時限 項目 内容(キーワード等) 担当者

1 10 1 火 II カルボ、ン酸 構造と性質 佐山信成《自然科学講座(化学>>>

2 10 8 火 II カルボン酸誘導体合成と反応 佐山信成

3 10 29 火 II アミン 構造と性質 佐山信成

4 11 5 火 II 複素環化合物 構造と天然有機化合物佐山信成

5 11 12 火 II 炭水化物 立体配置 佐山{言成

6 11 19 火 II 糖(1) 構造と性質 佐山信成

7 11 26 火 n 糖(2) 反応と利用 佐山信成

8 12 3 火 II 脂質(1) 定義と性質 佐山信成

9 12 10 火 II 脂質(2) 構造と作用 佐山信成

10 12 17 火 II 中間試験 佐山信成

11 1 7 火 II アミノ酸 分類と性質 佐山信成

12 1 14 火 II ペプチド 構造と性質 佐山信成

13 1 15 水 IV タンパク質 構造と性質 佐山信成

14 1 21 火 II 核政 構造と性質 佐山信成

15 1 28 火 II まとめと演習 佐山信成
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科目・コース(ユニット)名 電磁気学【医学1]

(英語名称) Electromagnetism 

担当責任者 小j華亮

開講年次 T年 |開講学期 !後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

電磁気学の基本概念を体系的に学習する。

「電磁気学Jとは文字通り，電場や磁場をあっかう学問である。電磁場とは電荷や電流のはたらきによって空間に生じるある種の変化の

ことであるが，物体のように手に取ったり直接自にすることはない。そのため，直惑的に理解しにくいと感じるかもしれない。この講義では

まず時間的に変動しない静的な電場と磁場をあっかい，続いて時間的に変動する場合をあっかう。いくつかの法則や例を学びながら，電

磁場という概念を用いると電気や磁気について理解できることを感じ取っていただきたい。

学習自標

【一般目標】

様々な電磁気現象を学び，それらが一組の基礎方程式によって統一的に記述できることを学ぶ。

【行動目標】
a 

1遠隔作用・近接作用の概念を説明できる。 Maxwell方程式を列挙できる。生体における電気現象を例を挙げて説明できる。

2.クーロンの法異IJを説明できる。電場の概念を説明できる。

4.電場に関するガウスの法則を説明できる。静電気の基礎方程式を説明できる。

5.電場のする仕事と電位(静電ポテンシャル)の関係を説明できる。ポアソン方程式を説明できる。

6.電気双榎子を説明できる。

7静電エネルギーを説明できる。帯電列を説明できる。

8.静電誘導と誘電分極の違いを説明できる。コンデンサーを概説できる。

9.磁場中の電流に働く力を説明できる。ローレンツカを説明できる。サイクロトロンを概説できる。

10.ピオーサパールの法則を説明できる。磁場のガウスの法員IJとアンベールの法員IJを説明できる。

什.電磁気学の臨床応用の実際例を説明できる。ファラデーの電磁誘導の法則を説明できる。ベータトロンを概説できる。

12.オームの法則を説明できる。ジューjレの法員IJを説明できる。起電力を説明できる。キルヒホッフの法則を用いて回路を流れる

電流を計算できる。電蒜保存則を説明できる。蓮流と交流の違いを説明できる。

13.電磁波を定義し、実例を列挙できる。

14.光の屈折とその性質を説明できる。フェルマーの原理を説明できるoレンズの公式を説明できる。

15.波動の回折、干渉と屈折を説明できる。望遠鏡と顕微鏡の分解能を説明できる。

テキスト 特に指定しない

「物理学JIJ、出昭一郎著，裳華房

参考書
「物理入門コース3 電磁気学1J長岡洋介箸，岩波書庖

「物理入門コース4 電磁気学2J長岡洋介著，岩波書庭

「磁気刺激j去の基礎と応用」真野行生・辻貞俊編集.Ia歯薬出版

評価方法 筆記試験，出席状況，ミニテスト等から総合的に判定される

その他(メッセーシ.等)
第11回の講義では，神経内科学講座教授・字JII義一先生に電磁気学の臨床応用について講義していただく予

定です。

授業計画/担当教員等

【授業計画1
01回 10月02日(水)4時限 Maxwell方程式(遠隔作用と近接作用.Maxwell方程式，生体における電気現象)

02困 10月07日(月)1時限クーロンの法則(クーロンの法則，電場)

03回 10月21日(月)1時限ガウスの法則(ガウスの法皇IJ<積分形と微分形>)

04回 10月28日(月)1時限静電気の基礎方程式(うずなしの場，静電気の基礎方程式)

05回 11月11日(月)1時限電位とポアソン方程式(電位，静電ポテンシャル，電圧，ポアソン方程式)

06回 11月188(月)1時限電場・電位を求める例題(電場・電位を求める例題，電気双極子)

07回什月258(月)1時限静電エネルギー(静電エネルギー，帯電列，静電気と湿度)

08図 12月02日(月)1跨援導体(静電誘導，コンデンサー，誘電分極)

09回 12月09日(月)1時限磁場(磁石，滋場中の電流に働くカ，ローレンツカ，サイクロトロン)

10回 12月16日(月)1時限ビオーサパールの法員IJとアンベールの法異IJ (電流の作る地場，ビオ・サパーjレの法則，

滋気についてのガウスの法則，アンベールの法則)

竹田 01月068(月)1時限電磁気学の臨床応用の実際:宇川
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電磁誘導の法則(篭磁誘導の法則，自己誘導，相互誘導，磁場のエネルギー，ベータトロン):小漂

12回 01月14B(火)4時限電流(オームの法則，ジュールの法刻，電荷保存の法則，キルヒホッフの法員IJ)
沼田 01月20日(月)1時限電磁波(変位電流，電磁波)

14回 01Fl27日(月)1時限幾何光学(フエルマーの原理，レンズの公式)
15回 02月03B(月)1時限波動光学(望遠鏡・人の目・顕微鏡の分解能)

【担当教員一覧】

小津亮・講師・自然科学講座(物理学)

字川義一・教授・神経肉科学講座
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手ヰ毘・コース(ユニッ卜)名 原子物理学【医学1】

(英語名称) Modern Physにs

担当責任者 吉田宏

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

現代物理学の根幹である「相対性理論Jと「量子力学」について学習する。相対性理論では特殊相対性理論を，量子力学でシュレーディ

ンガーの波動力学を中心に学習を進める。授業では，相対性原理と光速度不変の原理からローレンツ変換を導き，これらの原理に適応

するように修正された力学(相対論的力学)について学習する。また，シiレーディンガ一方程式の解を使って，古典物理学(19世紀まで

に確立された物理学)で理解できなかったミクロの世界での現象を学習する。また，量子論の本質である「不確定性原理Jや「パウリの排

他律Jについて学習する。

学習目標

一般目標

古奥論と特殊相対性理論，量子力学との関係を理解し，光速に近い速度で運動するときに現れる現象やミクロの世界特有の現象につい

て学習する。

行動思標

1.慣性系とガリレイ変換について説明できる。

2.光速度不変の原理，相対性原理について説明できる。

3ローレンツ変換を導くことができ，ローレンツ収縮について説明できる。

4.速度の合成則を導くことができる。

5.時計の遅れと事象の同時性について説明できる。

6.相対論的運動量・相対論的エネルギーを説明できる。

7.波動方程式について説明できる。フーリエ級数，フーリエ変換について説明ができる。

8.ブランクの籍射公式の意味と意義について説明できる。

9.光の2A量性について説明できる。

10.前期量子論から水素原子のエネルギースペクトルを計算できる。

11.波動力学の基本原理を説明できる。

12.簡単なシュレーディンガ一方程式を解き，その現象を説明できる。

1.3.不確定性原理について説明できる。

14.トンネル効果について説明でき，トンネル効果の事例を概説できる。

15.X線.α線.s線.Y線の遣いを説明できる。
16.電子の配置(景子数)から周期律を説明できる。

17.電子のスピンとパウリの排他律を説明できる。

18.原子核の構造を概説できる。

予キスト

「物理学(三訂版)J小出昭一郎著、裳華房 1997
「な一るほど!の現代物理J伊東敏雄著 学術図書出版社

「なっとくする相対性理論J松田卓也&二間瀬敏史著 講談社

参考書 「みるみる理解できる相対性理論」佐藤勝彦監修 Newton.'ijl]冊ニュートンムック

「図解・量子力学が見る見るわかるJ橋元淳一郎著サンマーク出版

「現代物理とわたしたちJ大槻義彦著学術図書出版社

授業時配布プリント http://www.fmu.ac.jp/home/physics/yoshidah/lec:tures/mphys/index.html

評価方法 出席，筆記試験などの方法により総合的に判定する。

私たちの生活を支える科学技術は現代物理学無しには語れない。医学も然りである。それまでの常識を根底から

その他(メッセーシ.等) 覆す哲学的な革命でもある現代物理学の考え方に触れ，どのようなところで医学と調達があるのかを見出してい

ただきたい。

授業計函/担当教員等

回数月/日(曜日時限)r項目J 内容(キーワード等)

1 10/01(火3)r特殊相対性理論前夜J 相対性原理，光速度不変の原理，ガリレイ変換

2 10/08(火3)rローレンツ変換J ローレンツ変換，同時性，因果律

3 10/29(火3)rローレンツ収縮、時計の遅れ」速度の合成員1].双子のパラドックス，固有時
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4 刊105(火3)r相対論的力学J
5 11/12(火3)r波動」
6 刊パ9(火3)rフーリエ級数」
7 11/26(火3)rフーリエ変換とCTJ
8 12/03火3)r温度とエネルギーJ
9 12/10(火3)r光の性質J
10 12/17(火3)r前期量子論J
刊 01/07(火3)r量子論の基礎J
12 01/14(火3)r量子力学入門J
13 01/21(火3)r原子とスピン」
14 01/22(水4)r原子の殻状構造と放射線J
15 01/28(火3)r核カとパイ中間子j

【担当教員】

吉田宏/准教授《自然科学講座(物理学n

相対論的運動量盆エネルギー，ローレンツ不変量，静止エネルギー，崩壊問題

波動，波動方程式，重ね合わせの原理

フーリエ係数，フーリエ展開

フーリエ変換，スペクトル，畳込み.X線CT

エネルギー等分配剣，黒体輯射、ブランクの公式

コンブトン散乱，光電効果，光の2重性

リュードベリの公式，ボーアの原子模型，フランク・ヘルツの実験

物質j皮，シュレーディンガ一方程式，波動爵数，確率振幅，不確定性原理

トンネル効果，核融合，核分裂.Y線

水素原子，居期表

パウリの排他律，スピン.X線，制動X線，特性X線

陽子，中性子， α線.s線，強い相互作用，。崩壊，弱い相互作用
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科目・コース(ユニッ卜)名 自然科学実験法【医学1]

(英語名称)

担当責任者 岡田達也

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 !必修 |授業形態 |講義、演習

概要/方針等

生物学実習、化学実験、物理学実験のためのガイダンスを行いながら、自然科学実験を行うにあたって必要となる基本事項を講義す

る。実験計画の立案、基本的な実験方法、器具・装置の基本操作、測定法、実験結果の取扱法等の基本的素養を身に付けてもらいた

い。

学習目標

【一般目標】

自然科学実験を効率よく、円滑に行うための基本事項と、観測データの取り扱い方法について学ぶ。

【行動目標】

①生体試料の正しい取り扱い方法が説明できる。

②タンパク質や核酸を、分子特性に基づいて単離精製する方法について説明できる。

③ E甫乳動物の内臓の形態やその解剖法について説明できる。

④測定値と誤差、誤差の法則、最確値と標準偏差および標準誤差、有効数字、直接渓1I定の測定結果の表し方について説明できる。

⑤誤差に関するGaussの考察と正規分布、誤差論との対応、ヒストグラムへの重ね書きについて説明できる。

⑤間接測定における誤差伝播の法則、自分量の誤差について説明できる。

⑦放射線と放射能のちがいを説明でき、放射線測定の特徴を説明できる。

③基本統計量の意味と相関分析E回帰分析について説明できる。

⑨最小2乗j去について説明できる。

⑬観測データの基本統計量、相関係数、回帰蓋線を手計算およびコンビュータにより求めることができる。

@実験計画を立て、それを簡潔にまとめることができる。

⑫実験記録のとり方と実験ノートへの記載方法を説明でき、実践できる。

⑬化学実験の安全対策を説明できる。

⑧廃溶媒等の実験廃棄物の分別ができる。

⑮分子聞に{動く弱いカに基づいて物質の分離・精製法(抽出、蒸留、再結晶その他)を説明できる。

⑬エネルギーの異なる電磁波と分子の相互作用について説明できる。

化学(志村担当分)r生命科学系のための物理化学JR.Chang著、岩津他訳、東京化学問人

テキスト (本書iま2年前期f生命物理化学jでもテキストとして使用する。

その他はとくに指定しない(必要に応じて資料を配布する)。

「ストライヤ一生化学JLubert Stryer (著)、入村達郎他(訳)、東京化学問人

「六訂物理学実験J吉田卯三郎他著、三省堂

参考書
「よくわかる医療・看護のための統計入門」石村貞夫/蔦里小路直樹著、東京図書

「実験ノートの書き方・まとめ方JHowardM.Kanare(著)、富田容子(訳)、武田靖子(訳)、広HI書庖

「イヒ学実験マニュアjレJ荘司菊雄著、技報堂

評価方法 平常点、レポート、諒験等により総合約に評価する。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画1
1回 10月 7白(月)4時限:生体試料の基本的取り扱い(スケッチの基本、光学顕微鏡の取り扱い、生体染色法など)

:<<担当松岡有樹》

2回 10月21日(月)4時限:タンパク質の単離精製と分析法(電気泳動法、遠心分離法、カラムクロマトク、ラフィ、塩析、抽出法など)

《担当.五十嵐域太郎》

3回 10月28日(月)4時限:核重量の単離精製と分析法(無菌操作、 DNA'RNA抽出、形質転換、フ、ロッティング、 PCRi去など)

: ((担当:西山学即》

4包 11月 6S(水)4時限.動物の解剖(麻酔法、解剖の基獲、繍事L動物の内臓の形態):<<担当:松岡有樹》
5回 11月刊日(月)4詩限:Ex四 lによる統計解析r(基本統計量の意味と計算):<<担当:岡田達也、安達 隆》
6国 11月18日(月)4時限‘Excelによる統計解析II(共分散・相関係数の意味と計算):<<担当・岡田達也、安達 隆》

7回 11月20日(水)4時限:Excelによる統計解析ill(最小2乗法・包掃車線の意味と回帰係数の計算)
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:<<担当:1司自達也、安達 隆》
8@]什月25日(月)4袴限:誤差論(誤差の法員IJ、直接測定):<<担当:吉田 宏》

9図 12月 2B(月)4時限:Gaussの誤差曲線(正規分布、ヒストグラム): ((担当:吉田 宏》

10回 12月 9日(月)4時限・誤差伝憶の法則、論理回路(間接測定、論理演算、ブール代数):<<担当:小津 亮》

竹田 12月16日(月)4時限放射線と放射能(放射線、放射能、放射線測定、断層撮影):<<担当:小津 亮》

包囲 T月 6日(月)4時限-実験器異の取り扱い方(実験計画):<<担当:谷口楊ー》

13回 1月20日(月)4時痕.化学実験安全対策、実験廃棄物処理(危険防止、廃溶媒の分買1]):<<担当・佐山信成》

14回 1月27日.(月)4時限.分離・精製法(分子間に働く弱い力、抽出、蒸留、結晶化、クロマトクラフィ一、電気泳動)

:<<担当:志村清仁》

15回 2月 3B(月)4時限:分光分析(分光分析の原理とその応用):<<担当:志村清仁》

【担当教員一覧】

松岡有機 教授 自然科学講座(生物学)

五十嵐城太郎;雀教授自然科学講座(生物学)

西山学却 講師 自然科学講座(生物学)

悶回達也 教授 自然科学講座(数学)

安達隆 講師 自然科学講座(数学)

吉田宏 准教授自然科学講座(物理学)

小漂亮 講師 自然科学講座(物理学)

志村清仁 教授 自然科学講座(化学)

佐山信足立 ;雀教授自然科学講座(化学)

谷口暢一 講師 自然科学講座(化学)
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科目・コース(ユニット)名 基礎自然科学(物理学)【医学1J

(英語名称) Basic natural science (Physi白)

担当責任者 小j畢亮

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必停竺選択]選択必修 I苧宗形態 |講義

概要/方針等

高等学校で物理学を十分に履修せずに入学した学生を対象とする。下記の行動目標にある法則・現象・物理用語を中心に、力学、電磁

気学、波動の各分野について学習する。また、高校までに学習した化学・数学の内容を発展させ、大学の授業で用いられる化学・数学ヘト

の橋渡しを行なう。

学習目標

【一般目標】

1我々をとりまく自然界の物理現象を理解する上で必要な基礎知識を身につけるために、力学、電磁気学、波動圃音波・光波を学び、基

礎的な物理の用語や法則を理解する。(物理学)

2大学教育課程での有機化学および生命化学・基礎医学を学ぶためには、化学の基礎学力と応用力が必要である。 物質の構造、物

質の状態、物質の変化、無機化合物、有機化合物、環境化学について学び、基礎医学に応用できる学力を修得する。(化学)

3演習を通して高校数学の知識を発展させ、基礎医学等の分野で積極的に活用する態度を身につける。(数学)

【行動目標】

01.重さと質量の違いを説明できる。(物理学)

02.速さと速度の違いを説明できる。(物理学)

03.力の合成と分解ができる。(物理学)

04.慣性の法則を理解し、その法則が成り立つ現象を例示できる。(物理学)

05.力と加速度の聞に比例関係があることを説明できる。(物理学)

06物体の運動を運動方程式で記述することができる。(物理学)

07作用・反作用の法則を説明できる。(物理学)

08.仕事の定義を説明できる。(物理学)

09.運動エネルギーと位置エネルギーについて、力学的エネルギーの保存則と関連づけて説明できる。(物理学)

10.弾性衝突と非弾性衝突の違いを概説できる。(物理学)

什.運動量保存則を説明できる。(物理学)

12力のモーメントを説明し、計算できる。(物理学)

13クーロンの法則を説明できる。(物理学)

14電場のする仕事と電位の関係を説明できる。(物理学)

15オームの法則を説明できる。(物理学)

16起電力を説明できる。(物理学)

17ジュールの法則を説明できる。(物理学)

18.ファラデーの電磁誘導の法則を説明できる。(物理学)

19.波動の回折、干渉と屈折を説明できる。(物理学)

20.進行波と定在波の違いを説明できる。(物理学)

21.超音波の性質を説明できる。(物理学)

22.ドップラー効果を説明できる。(物理学)

23.光の反射と散乱を説明できる。(物理学)

24光の屈折とその性質を説明できる。(物理学)

25無機化合物の特性を説明できる。(化学)

26非金属元素の単体と化合物を列挙できる。(化学)

27有機化合物を列挙し、それぞれの特徴を説明できる。(化学)

28基本統計量の意味を説明できる。(数学)

29.ベクトlレ量に対するいくつかの演算の意味について説明できる。(数学)

テキスト

参考書

評価方法

物理学・数学では特に指定しないが，必要に応じて、資料を配布する。

基礎化学1-3(志村担当分)では、次のテキストを使用する。

Chang(著)、岩津、北川、漬口(訳)f生命科学系のための物理化学」東京化学同人
(なお、このテキストは1年後期の自然科学実験法および2年前期の生命化学の講義でも用いる。)

「親切な物理〈上・下>J渡辺久夫箸，正林書院(物理学)

また講義で必要に応じて紹介する。

ユニット毎の試験・出欠状況・レポート等により総合的に判定される。

物理学については講義を行うのは特に重要な事柄に限定せねばならず、時間的制約からすべての事柄につい
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て講義を行うことは出来ない。よって、学生諸君には講義をもとに自学・自習しながら演習問題を解くことで学習

目標の達成を目指してもらいたい。講義や自学で理解できない点については積極的に質問するよう心掛けて欲し

い。
その他(メッセーシ.等)

化学については高校のテキストで、化学l・化学11の内容について自習もすること。

数学については配布されるプリントで十分に自学自習し、演習に臨むこと。

授業計画/担当教員等

【授業計画】

〈物理学〉担当:小津亮

01図4月刊日(木)1時限力学(三角関数、指数・対数関数、微分積分、近似式、複素数、ベクトルとスカラー、重さと質量、

カのつり合い、作用と反作用、内力と外力)

02回4月18日(木)1時限力学(力の分解・合成、静止摩擦、変位、速さと速度、等速運動)

03回4月25日(木)1時限力学(加速度、等加速度運動、重力による運動)

04回5月02日(木)1時限力学(力、運動の法貝IJ、単位と次元、運動方程式、動摩擦)

05回5月09日(木)1時限力学(仕事、仕事の原理、エネルギー)

06回5月13日(月)1時限力学(位置エネルギー、運動エネルギー、力学的エネルギーの保存則、弾性エネルギー)

07回5月16日(木)1時限力学(運動量と力積、運動量保存則、反発係数、衝突とエネルギーの保存、カのモーメント)

08回5月20日(月)1時限波動・音波・光波(波動、波の速さ・強さ・振動数、横波・縦波、干渉、定在波)

09回5月23日(木)1時限波動・音波・光波(波面、ホイヘンスの原理、波の干渉冒回折・反射・屈折、音波、ドップラー効果)

10回5月30日(木)1時限波動・音波・光波(うなり、弦の振動、気柱の振動、共鳴)

補講6月03日(月)4時限波動・音波・光波(超音波の臨床応用の実際)担当:藤森敬也

11回6月06日(木)1時限波動・音波・光波(光の反射・屈折、光の干渉・回折交流、電磁波)

12回6月13日(木)1時限電磁気学(静電気、クーロンの法則、電場、電気力線)

竹田 6月20日(木)1時限電磁気学(電場が電荷にする仕事、電位差と仕事、電場と電位の関係、導体と絶縁体、静電誘導、

コンデンサ)

14回6月27日(木戸時限電磁気学(電流と電圧、オームの法則、電気抵抗、電圧降下、直列接続、並列接続)

沼田 7月04日(木)1時限電磁気学(起電力、電力、ジュール熱、電流と磁場)

<基礎化学>

01回4月08日(月)2時限基礎化学1(濃度の計算)担当・志村清仁

02回4月15日(月)2時限基礎化学2(酸塩基平衡)担当志村清仁

03回4月22日(月)2時限基礎化学3(緩衝液)担当:志村清仁

04回5月13日(月)2時限基礎化学4(元素の周期律)担当.佐山信成

05回5月20日(月)2時限基礎化学5(化学結合、混成軌道)担当:佐山信成

06回5月27日(月)1時限基礎化学6(有機化学の基礎)担当:佐山信成

<数学>

01回4月08日(月)1時限基礎数学1(記述統計1)担当・安達経

02回4月15日(月)1時限基礎数学2(記述統計2) 担当:岡田達也

03回4月2213(月)1時限基礎数学3(微分とベクトJレ)担当.吉田宏

【担当教員一覧】

小津亮・講師・自然科学講座(物理学)

藤森敬也・教授・産科婦人科学講座

志村清仁・教授・自然科学講座(化学)

佐山信成・;佐教授・自然科学講座(化学)

吉田宏・准教授・自然科学講座(物理学)

岡田達也・教授・自然科学講座(数学)

安達隆・講師・自然科学講座(数学)
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科目・コース(ユニット)名 基礎自然科学(化学)[医学1]

(英語名称) Basic naturaf science (Chemistry) 

担当責任者 志村清仁

開講年次 1年 !開講学甥 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

晶等学校で化学を十分に履修せずに入学した学生に対して、大学の教育課程を学ぶのに必要とされる化学の基礎について学びます。ま

た、高校までに学習した数学の内容を発展させ、大学の授業で用いられる数学への橋渡しを行ないます。

学習呂標

一般目標

1大学教育課程での有機化学、物理化学および基礎医学を学ぶためには、化学の基礎学力と応用力が必要である。物質の構造、物質

の状態、物質の変化、無機化合物、有機化合物、環境化学について学び、大学の化学、基礎医学に必要な学力を修得する。(化学)

2演習を還して高校数学の知識を発展させ、基礎医学等の分野で積極的に活用する態度を身につける。(数学)

行動目標

1無機化合物の特性を説明できる。(化学)

2非金属元素の単体と化合物を列挙できる。(化学)

3有機化合物を列挙し、それぞれの特徴を説明できる。(化学)

4緩衝液の pHを計算できる。(化学)

5基本統計量の意味を説明できる。(数学)

6ベクトル量に対するいくつかの演算の意味について説明できる。(数学)

必要に応じて、資料を配布する。

テキスト
基礎化学1-3(志村担当分)では、次のテキストを使用する。

Chang(著)、岩;事、北JII、漬口(訳)r生命科学系のための物理化学J東京化学問人
(なお、このテキストは1年後期の自然科学実験法および2年前期の生命物理化学の講義でも用いる。)

参考書 講義のときに、必要に応じて紹介する。

評価方法 試験その他の方法により総合的に判定される。

その他(メッセーシ.等)
化学については晶校のテキストで、化学ト化学"の内容について自習もすること。

数学については事前配布されるプリントで十分に自学自習し、演習に臨むこと。

授業計画/担当教員等

《化学》

回数月日濯日時限 Z夏 自 内 t円旬T 担当者

T 4 11 木 1 化学の基礎(I)原子と分子 谷口楊ー

2 4 18 木 1 化学の基礎(II) 化学結合 谷口暢ー

3 4 25 木 化学の基礎(m)周期表 谷口暢ー

4 5 2 木 化学の基礎(N) 質量とモjレの概念 谷口暢一

5 5 9 木 1 化学の基礎(V) まとめ、中間試験 谷口暢ー

6 5 13 月 無機化合物(I)アルカリ金属、アルカリ土類 谷口楊ー

7 5 16 木 無機化合物(II) 軽金属、ヘテ口元素 谷口暢一

8 5 20 月 無機化合物(m)ヘテ口元素、ハロゲン、希ガス 谷口暢一

9 5 23 木 無機化合物価T) 遷移金属 谷口暢ー

10 5 30 木 1 無機化合物(V) 希土類 谷口暢ー

11 6 6 木 中情試験 無機化合物 谷口暢ー

12 6 13 木 有機化合物(I)化合物と官能基 谷口暢一

13 6 20 木 1 有機化合物(II )結合様式 谷口暢ー

14 6 27 木 1 有機化合物(m)反応形式 谷口暢ー

15 7 4 木 1 総括 総括、諒験 谷口暢ー

《基礎化学》

回数月日曜日時限項百

4 8 月 2 基礎化学1

内容

濃度の計算

担当者

志村清仁
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志村清仁

志村清仁

佐山信成

佐山信成

佐山信成

酸と塩基、緩衝液

分子間相互作用

元素の周期律

化学結合、混成軌道

有機化学の基礎

基礎化学2

基礎化学3

基礎化学4

基礎化学5

基礎化学6
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内容

記述統計1

記述統計2

微分とベクトル

曜日時限項目

月 1 基礎数学1

月 1 基礎数学2

月 1 基礎数学3

《数学》

回数月日

4 8 

2 4 15 

3 4 22 

考

担当教員一覧

氏名職所属 備

、志村清仁 教授 自然科学講座(化学)

佐山信成 ;佳教授 自然科学講座(化学)

谷口暢ー 講師 自然科学講座(化学)

吉田宏 准教授 自然科学講座(物理学)

岡田達也 教授 自然科学講座(数学)

安達隆 講師 自然科学講座(数学)
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科目・コーλ(ユニット)名 基礎自然科学(生物学)【医学1】
生

(英語名称) Basic natural science CBiology) 

松岡有樹

担当責任者 五十嵐城太郎

西山学則

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

本講義は、いわば生物学の入門コースで、生物学を苦手とする人達のために開講されるものである。この講義では、いくつかの基本的な

生命現象を取り上げて、そのメカニズムを分子・細協の立場からわかりやすく解説する。さらに、最近のトピックスも随時紹介しながら、ラ

イフサイエンスの基礎知識を幅広く講義する。

学習目標

一般目標

生命現象を分子・細胞から個体"群集に至るまでの様々なレベルでとらえ理解する。生体を構成する物質的基盤を理解するために、そ

の基本的な構造と機能を学ぶ。また、生体内におけるエネルギー変換と物質代謝の概略を学び、生命の連続性を支える基本原理と、遺

伝法則について理解する。

行動邑標

1.生命の多様性と共通性について概説できる。

2細胞の観察法を理解し、その全体像を図示できる。

3目種々の細胞内小器宮の構造と機能について説明できる。

4.細胞膜の構造と機能、細胞同士の接着と結合様式を説明できる。

5原核細胞と真核細胞の特徴を説明できる。

6.酵素の構造と機能について説明できる。

7.酸化的リン酸化によるATPの産生を説明できる。

8.ATPの構造と加水分解に伴う自由エネルギーの放出を説明できる。

9生体内における栄養素の消化と吸収の過程について概説できる。

10糖、タンパク質、脂質の代謝について概説できる。

刊体細胞分裂および減数分裂の過程を図示し、説明できる。

12.細胞周期の各過程と周期の誠節を概説できる。

13生殖方法と遺伝的多様性について説明できる。

14.メンデルの法則を理解し、遺伝子型、表現型、連鎖、突然変異などの概念を説明できる。

15染色体の構造と機能を概説し、その挙動について説明できる。

16生体内の恒常性維持の機構について概説できる。

17.刺激の受容と生体の反応について説明できる。

18.神経系の構造と機能について説明できる。

19.生体防御についてその機構を理解し、説明できる。

テキスト 特に指定しない(必要に応じて資料を配布する)。

キャンベル「生物学」丸善

参考書 Albe巾 BーほかrEssential細胞生物学」南江堂

木下勉ほかrZEROからの生命科学」南山堂

評価方法 平常点+筆記試験(第1学年前期末に実施)+出席状況により総合判定する。

生物学については時間的制限から全ての生命現象を講義で取り上げる』とは不可能である。授業中に出てきた

その他(メッセーシ.等) 用語については、各自で参考書、辞典で調べること。また自学で理解できない点については、積極的に質問する

こと。

授業計画/担当教員等

回数月日曜日時限項 目 内容(キーワード等)

1. 4/11木 I生物学概論(生命の多様性と共通性) (松岡)

2. 4/18木 I細胞・組織・器官(細胞接着) (松岡)

3.4/25木 I細胞の構造と機能(細胞内小器官、細胞膜) (松岡)

4.5/02木 Iエネルギーと酵素呼吸 (ATP，酵素) (五十嵐)
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5.5/09木 I物質交代(1司化、異化、消化と栄養) (五十嵐)

6.5/13月Iエネルギー交代(筋収縮、光合成) (五十嵐)

7.5/16木 I細胞分裂 I(体細胞分裂) (西山)

8.5/20月I細胞分裂1I(減数分裂、生殖法) (西山)

9.5/23木 Iセントラルドグマ I(DNAの複製) (西山)

10.5/30木 Iセントラルドグマ1I(転写、翻訳) (西山)

刊 .6/06木I恒常性(ホルモン、自律神経) (西山)

12.6/13木 I刺激と反応(音受容器、光受容器) (五十嵐)

13.6/20木 I神経とその機能(神経細胞、中枢神経、末梢神経) (五十嵐)

14.6/27木 I遺伝と変異 I(メンテ。lレ遺伝、連鎖、突然変異) (松岡)

15.7/04木 I遺伝と変異1I(集団遺伝、非メンデル遺伝) (松岡)

《基礎化学》

回数月 日曜日時限 項 目 内 ~ ヨ・ 担当者

1 4 8 月 2 基礎化学1 濃度の計算 志村清仁

2 4 15 月 2 基礎化学2 酸と塩基、緩衝液 志村清仁

3 4 22 月 2 基礎化学3 分子間相互作用 志村清仁

4 5 13 月 2 基礎化学4 元素の周期律 佐山信成

5 5 20 月 2 基礎化学5 化学結合、混成軌道 佐山信成

6 5 27 月 1 基礎化学6 有機化学の基礎 佐山信成

《数学》

回数月 日曜日時限 項 目 内 廿円 h 担当者

4 8 月 1 基礎数学1 記述統計1 安達隆

2 4 15 月 基礎数学2 記述統計2 岡田達也

3 4 22 月 基礎数学3 微分とベクトル 吉田宏

担当教員一覧

氏名職所属 備考

松岡有樹 教授 自然科学講座(生物)

五十嵐城太郎准教授 自然科学講座(生物)

西山学即 講師 自然科学講座(生物)

志村清仁 教授 自然科学講座(化学)

佐山信成 准教授 自然科学講座(化学)

谷口暢ー 講師 自然科学講座(化学)

吉田宏 准教授 自然科学講座(物理学)

岡田達也 教授 自然科学講座(数学)

安達隆 講師 自然科学講座(数学)
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科目・コース(ユ二外)名 英語1A【医学1】

(英語名称) English 1A 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 l提業形態 |演習

概要/方針等

During their six years of English studies in junior and senior high schools most students did not get many chances to speak 

English or use English for practical purposes. This course will aim at giving students confidence in using English for 

communicating， Situations involving doctors and patients， such as taking a medical history， instructing a patient and explaining 

medical procedures will constitute the essential part of the course 

学習目標

一般目標
. 

The course will aim at teaching the students the basic skills that are necessary to conduct medical interviews and to help them 

acquire a basic corpus of medical terms 

Focus will be placed on listening comprehension and oral production. Many listening activities and speaking activities (role 

play and opinion gap activities) will be proposed during the course. Review and reinforcement of English language structures will 

help towards smoother and more e仔'ectivecommunication. 

Emphasis will also be placed on the acquisition of medical terminology 

The course will be taught with use of an audio CD and will be conducted in English. Students will be asked to pa凶cipate

actively in the class 

行動目標

By the end of the semester， students will have honed their listening comprehension skills and acquired more confidence in their 

oral production of English to e仔'ectivelyconduct medical interviews. They will also acquire a basic corpus of medical terms 

テキスト
Oxford English For Careers-Medicine Essential Skills for Doctor-Patient Communication 

Sam McCarter; Oxford University Press 

参考書

評価方法
A written test will be given at the end of the course that will account for about 80% of the students' total 

score. The remaining 20 points will be a!tributed for aUendance and pa吋icipationin the class 

その他(メッセーシ.等) 積極的に発冨し，練習に取り組んで下さい。

授業計画/担当教員等
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19回 6月 5日(水)3時限/ 11 

20回:.6月 7日(金)2時限/Unit5 Dealing With Medication 
21回 6月12白(水)3時限/ 11 

22図 6月14臼(金)2時限/ 11 

23回 6月19日(氷河時限/ 11 

24回 6月21日(金)2時限/Unit6 Lifestyle 
25回 6月26日(水)3時限/ 11 

26呂 6月28B(金)2時限/ 11 

27回 7月 3日(水)3時限/ 11 

28回 7月 5日(金)2時限/ 11 

29回・ 7fl10日(氷河時限/ 11 

30回 7月12日(金)2時限/Review

【担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師
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科目・コース(ユニット)名 英語18【医学1]

(英語名称) English 18 

担当責任者
田中明夫

中山仁

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

医学や生命科学で使われる英語への入門のための授業である。リスニングやリーディングを通して、医学や生命科学の分野で使われ

る英語の語葉、表現、発音などを学ぶ。

この授業は、田中担当分(水曜日3時限目)と中山担当分(金曜日2時限目)で構成され、受講生は両方の授業を毎週受講する。田中

担当分と中山担当分の授業は、別々の内容を扱う。

田中担当分・

海外のメディアで‘扱われた医学・生命科学に関するニュースのうち、易しい英語が用いられているものを教材として取り上げ、リスニング

やリーデイング、シャドーイングを通して、医学や生命科学で使われる英語の基礎的事項を学ぶ。

中山担当分・

主に医療関係のニュースの概要を理解し、キーワードとなる医学用語を習得するための演習を行う。また、ニュース・スクリプトを精読

し、口語表現も含めた種々の英語表現について学ぶ。

学習目標

一般呂標医学や生命科学に関する3分稜度の比較的易しい英語が用いられたニュースを聞き取る練習を通して、概要を聞き取る

技能を身につける。さらに、ニュースのスクリプトを読み、医学や生命科学で用いられる基本的表現や語嚢を身につけ

る。また、それらを正しく発音できるようにする。

行動目標①医学や生命科学に関するニュースを聞き、概要を捉えることができる。

②医学や生命科学に関して書かれた英文を正確に読み取ることができる。

③医学や生命科学で用いられる基本的表現や語葉を正確に理解することができる。

④医学や生命科学で用いられる基本的語棄を正確に発音することができる。

⑤英文をEしいイントネーション、ストレス、ピッチで発音することができる。

テキスト 随詩配布する。

『ウィズダム英和辞典』三省堂

『リーダーズ英和辞典』研究社

参考書 『ジーニアス英和辞典』大修館書庖

Longman Dictionary of Contemporary English. Pearson Longman 

Oxford Advanced Learner's Dictionary. Oxford University Press 

評価方法
田中担当分の授業の成績と中山担当分の授業の成績の合計で評価する。

期末該験及び小テスト、授業への参加度・貢献度を総合して評価する。

その他(メッセーシ.等) 必ず十分に準備をしてから授業に臨み、積極的に発言し、練習に取り組んでください。

授業計画/担当教員等

田中担当分

1回・ 4月10日(水)3時限/ガイダンス/田中明夫

2回・ 4月10日(水)4時限/シャドーイングの基礎(1)/シャドーイング/田中明夫

3回・ 4月17日(氷河時限/シャドーイングの基礎(2)/シャドーイング/田中明夫

4回・ 4月24日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(1)/シャドーイング，リーディング，語義，表現/田中硯夫

5回・ 5月 1日(水)3時限/医学冒生命科学に関するニュース(2)/シャドーイング，リーディング，語集，表現/田中明夫

6回・ 5月 8日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(3)/シャドーイング，リーデイング，語葉，表現/田中明夫

7回・ 5月15日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(4)/シャドーイング，リーディング，語葉，表現/田中明夫

8回・ 5月22日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(5)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

9回・ 5月29日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(6)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

10図・ 6月 5日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(7)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

11回・ 6月12日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(8)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

12回・ 6月19日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(9)/シャドーイング，リーデイング，語嚢，表現/田中明夫

13回・ 6月26日(水)3時限/医学園生命科学に関するニュース(10)/シャドーイング，リーディング，語集，表現/田中明夫
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14回・ 7月 3日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(11)/シャドーイング，リーデイング，語嚢，表現/田中明夫

15回・ 7月10日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(12)/シャドーイング，リーディング，語葉，表現/田中明夫

中山担当分

1回圃 4月12日(金)2時限/ガイダンス/中山仁

2回・ 4月17白(水)4時限/医療に関するニュース(1)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

3回・ 4月19日(金)2時限/医療に関するニュース(1)/リーデイング，語葉，表現，まとめ/中山仁

4回・ 4月24日(水)4時限/医療に関するニュース(2)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

5回・ 4月26日(金)2時限/医療に関するニュース(2)/リーディング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

6回・ 5月10日(金)2時限/医療に関するニュース(3)/リスニング，ディクテーション，語嚢，表現/中山仁

7回・ 5月17日(金)2時限/医療に関するニュース(3)/リーディング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

8回・ 5月24日(金)2時限/医療に関するニュース(4)/リスニング，ディクテーション，語嚢，表現/中山仁

9回・ 5月31日(金)2時限/医療に関するニュース(4)/リーデイング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

10回・ 6月 7日(金)2時限/医療に関するニュース(5)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

11回・ 6月14日(金)2時限/医療に関するニュース(5)/リーディング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

12回・ 6月21日(金)2時限/医療に関するニュース(6)/リスニング，テーイクテーション，語葉，表現/中山仁

13回・ 6月28日(金)2時限/医療に関するニュース(6)/リーディング，語義，表現，まとめ/中山仁

14回・ 7月 5日(金)2時限/医療に関するニュース(7)/リスニング，ディクテーション，語嚢，表現/中山仁

15回・ 7月12日(金)2時限/医療に関するニュース(7)/リーディング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

【担当教員】

田中明夫・准教授・医学部人間科学講座(外国語)

中山仁・教授・看護学部総合科学部門
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科目・・コース(ユニット)名 英語2A【医学1】

(英語名称) English 2A 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

During their six years of English studies in junior and senior high schools most students did not get many chances to speak 

English or use English for practical purposes. This course will aim at giving students confidence in using English for 

communicating， Situations 

involving doctors and patients， such as taking a medical history， instructing a patient and explaining medical procedures will 

constitute the essential part of the course. 

学習目標

一般目標

The course will aim at teaching the students the basic skills that are necessary to conduct medical interviews and to help them 

acquire a basic corpus of medical terms. 

Focus will be placed on listening∞mprehension and oral production. Many listening activities and speaking activities (role play 
and opinion gap activities) will be proposed during the course. Review and reinforcement of English language structures will help 

towards smoother and more eftective communication目

Emphasis will also be placed on the acquisition of medical terminology. 

The course will be taught with use of an audio CD and will be conducted in English. Students will be asked to participate 

actively in the class. 

行動目標

By the end of the semester， students will havehoned their listening comprehension skills and acquired more confidence in their I 

oral production of English to e仔'ectivelyconduct medical interviews. They will also acquire a basic corpus of medical terms. 

テキスト
Oxford English For Careers-Medicine Essential Skills for Doctor-Patient Communication 

Sam McCarter; Oxford University Press 

参考書

評価方法
A writlen test will be given at the end of the course that will account for about 80% of the students' total 

score. The remaining 20 points will be .atlributed for atlendance and participation in the class. 

その他(メッセーシ.等) 積極的に発言し，練習に取り組んで下さい。

授業計画/担当教員等

【授業計画】

1回 10月 2日(水)3時限/Unit7 Parents Young Children 

2回:10月 9日(水)3時限/ 11 

3回・10月11日(金)2時限/ 11 

4回目10月16日(水)3時限/ 11 

5困・10月18日(金)2時限/ 11 

6回:10月23日(水)3時限/Unit8 Communication 

7回:1 0月25日(金)2時限/ 11 

8回:11月 1日(金)2時限/ 11 

9困:11月 6日(水)3時限/ 11 

10回:11月 8日(金)2時限/ 11 

11回 11月15日(金)2時限/Unit9 Working In Psychiatry 

12回:11月20日(水)3時限/ 11 

13回:11月22日(金)2時限/ 11 

14回:11月27日(水)3時限/ 11 

15回:11月27日(水)4時限/ 11 

16回:11月29日(金)2時限/Unit10 Terminallllness and Dying 

2013 (医学部)1-45 



17回・12月 4呂(水)3時限/ 11 

18回:12月 4日(水)4時痕/ 11 

19回:12月 6B(金)2時限/ 11 

20回:12月11日(氷河時限/ 11 

21函:12月13白(金)2時限/Unit11 Working In A Team 
22回:12月18日(水)3時限/ 11 

23回月 8日(水)4時限/ 11 

24庖月10回(金)2時限/ 11 

25回月15日(氷河時限/ 11 

26図月17日(金)2時限/ 11 

27回月22日(水)3時痕/Unit12 Diversity At Work 
28図・ 1月24日(金)2時限/ 11 

29困・ 1月29日(水)3持限/ 11 

30回 1 F131臼(金)2時限/ 11 

【担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師
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科目・コース(ユニッ卜)名 英語28【医学1】

(英語名称) English 28 

担当責任者
田中明夫

中山仁

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

医学や生命科学で使われる英語の基本的事項を学ぶための授業である。リスニング、リーヂィングを通して、医学や生命科学の分野で

使われる英語の語葉、表現、発音などを学び、それらの理解を深める。

この授業は、閏中担当分(水曜日3時限目)と中山担当分(金曜日2時限目)で構成され、受講生は両方の授業を毎週受講する。田中

担当分と中山担当分の授業は、別々の内容を扱う。

田中担当分:

海外のメディアで扱われた医学・生命科学に関するニュースのうち、易しい英語が用いられているものを教材として取り上げ、リスニング

やりーディング、シャドーイングを遅して、医学や生命科学で使われる英語の基本的事項を学ぶ。

中山担当分:

主に医療関係のニュースの概要を理解し、キーワードとなる医学用語を習得するための演習を行う。また、ニュース・スクリプトを精読

し、口語表現も含めた種々の英語表現について学ぶ。

学習自標

一般目標医学や生命科学に関する比較的易しい英語が用いられたニュースを聞き取る練習を通して、概要や必要な情報を間

き取る技能を身につける。さらに、ニュースのスクリプトを読み、医学や生命科学で用いられる基本的表現や語棄を身

につけ、英文を正確に読み取る技能を高める。また、医学用語を正しく発音できるようにする。

行動目標 1医学や生命科学に関するニュースを聞き、概要と必要な情報聞き取ることができる。

2医学や生命科学で用いられる基本的表現や語葉を正確に理解することができる。

3医学や生命科学に関して書かれた英文を正確に速く読み取ることができる。

4医学や生命科学で用いられる語棄を正確に発音することができる。

5英文を正しいイントネーション、ストレス、ピッチで発音することができる。

テキスト 随時配布する。

『ウィズ、ダム英和辞典』ニ省堂

|参考書

『リーダーズ英和辞典』研究社

『ジーニアス芙和辞典』大修館書庖

Longman Dictionary of Contemporary English. Longman 

Oxford Advanced Learner's Dictionary. Oxford University Press 

評価方法
田中担当分の授業の成績と中山担当分の授業の成績の合計で評価する。

期末試験及び小テスト、授業への参加度・賞献度を総合して評価する。

その他(メッセーシ.等) 必ず十分に準備をしてから授業に臨み、積極的に発言し、練習に取り組んでください。

授業計画/担当教員等

田中担当分

1回・ 10月2日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(1)/シャドーイング，リーデイング，語嚢，表現/田中明夫

2回・ 10月9日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(2)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

3回・ 10月16日(水)3持限/医学・生命科学に関するニュース(3)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

4回・ 10月23日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(4)/シャドーイング，リーディング，語葉，表現/田中明夫
5回・ 11月 6日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(5)/シャドーイング，リーディング，語義，表現/田中明夫

6回・ 11月20日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(6)/シャドーインク、，リーディング，諮嚢，表現/田中明夫

7回・ 11月27日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(7)/シャドーインク¥リーディング，語葉，表現/田中明夫

8回・ 11月27日(水)4時限/医学・生命科学に関するニュース(8)/シャドーインク‘，リーディング，語葉，表現/田中明夫

9回・ 12月 4日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(9)/シャドーイング，リーヂィング，語集，表現/田中明夫

10回・ 12月11日(水)3時限/医学・生命科学!手関するニュース(10)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫
11回・ 12月18日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(11)/シャドーイング，リーテ桶イング，語葉，表現/田中明夫

12回・ 1月 8日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(12)/シャドーインク¥リーディング，語嚢，表現/田中明夫

13回・ 1月15日(水)3蒔限/医学・生命科学に関するニュース(13)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/田中明夫

14回・ 1月22日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(14)/シャドーイング，リーディング，語義，表現/問中明夫

15回・ 1月29日(水)3時限/医学・生命科学に関するニュース(15)/シャドーイング，リーディング，語嚢，表現/問中明夫
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中山担当分

1回・10月刊日(金)2時限/医療に関するニュース(1)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

2回・10月18日(金)2時限/医療に関するニュース(1)/リーディング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

3回・10月25日(金)2時限/医療に関するニュース(2)/リスニング，ディクテーション，語嚢，表現/中山仁

4回・11月 1日(金)2時限/医療に関するニュース(2)/リーディング，語葉，表現，まとめ/中山仁

5回・11月 8日(金)2時限/医療に関するニュース(3)/リスニング，ディクテーシヨン，語嚢，表現/中山仁

6回・11月15日(金)2時限/医療に関するニュース(3)/リーデインク、，語義，表現，まとめ/中山仁

7回・11月22日(金)2時限/医療に関するニュース(4)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

8回・11月29日(金)2時限/医療に関するニュース(4)/1)ーディング，語藁，表現，まとめ/中山仁

9回・12月 4日(水)4時限/医療に関するニュース(5)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

10回・12月 6日(金)2時限/医療に関するニュース(5)/1)ーデイング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

11回・12月13日(金)2時限/医療に関するニュース(6)/リスニング，ディクテーション，語葉，表現/中山仁

12回・ 1月10日(金)2時限/医療に関するニュース(6)/リーデイング，語嚢，表現，まとめ/中山仁

13回・ 1月17日(金)2時限/医療に関するニュース(7)/リスニング，ディク子ーシヨン，語葉，表現/中山仁

14回・ 1月24日(金)2時限/医療に関するニュース(7)/リーディング，語葉，表現，まとめ/中山仁
15回・ 1月31日(金)2時限/まとめ/中山仁

【担当教員】

問中明夫・准教授・医学部人間科学講座(外国語)

中山仁・教授・看護学部総合科学部門
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科目・コーλ(ユニッ卜)名 ドイツ語1A【医学1】

(英語名称) German1A 

担当責任者 斉藤寛

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

ドイツ語の基本的な枠組みを学び、読んだり会話をしたりして楽しみましょう。また、ドイツ語圏の文化や社会について知見を広め、この

面でも大いに楽しみましよう。映像を通してドイツ語圏の文化や社会を紹介していきます。

学習目標

ドイツ語Aとドイツ語Bは制度上は別々の科目になっていますが、実際には一人の教員が同じ教科書を使い授業を進めていきます。Aと

Bの重点の大まかな違いは次のようになります。

【ドイツ語1A(前期)・2A(後期)】

文j去と読解に重点を置きます。

【ドイツ語1B(前期)・2B(後期)】

発音、会話、聞き取り、書き取り能力などに重点を置きます。

テキスト 小野寿美子他『ブーメラン~(朝日出版社)

参考書

評価方法
ドイツ語Aとドイツ語Bは別々に評点が出されます。AとBの評価の重点はよ記の学習目標の重点の違いによっ

て異なりますが、詳しいことは外国語ガイダンスのときにお知らせします。

その他(メッセーシ.等) 1時間自の授業なので、特に遅刻しないように注意してください。

授業計画/担当教員等

ドイツ語1・2ともテキストにしたがって授業します。
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科目・コース(ユニット)名 ドイツ語1B【医学1】

(英語名称) German1 B 

担当責任者 斉藤寛

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

ドイツ語の基本的な枠組みを学び、読んだり会話をしたりして楽しみましょう。また、ドイツ語圏の文化や社会について知見を広め、この

面でも大いに楽しみましょう。映像を通してドイツ語圏の文化や社会を紹介していきます。

学習目標

ドイツ語Aとドイツ語Bは制度上は別々の科目になっていますが、実際には一人の教員が同じ教科書を使い授業を進めていきます。Aと

Bの重点の大まかな違いは次のようになります。

【ドイツ語1A(前期)・2A(後期)】

文法と読解に重点を置きます。

【ドイツ語1B(前期)・2B(後期)】

発音、会話、罰き取り、書き取り能力などに重点を置きます。

テキスト 小野寿美子他『ブーメランM朝日出版社)

参考書

評価方法
ドイツ語Aとドイツ語Bは別々に評点が出されます。AとBの評価の重点は上記の学習呂標の重点の違いによっ

て異なりますが、詳しいことは外国語ガイダンスのときにお知らせします。

その他(メッセーシ.等) 1時間自の授業なので、特に遅刻しないように注意してください。

授業計画/担当教員等

ドイツ語1・2ともテキストにしたがって授業します。
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科目・コース(ユニット)名 ドイツ語2A【医学1】

(英語名称) German2A 

担当責任者 斉藤寛

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

ドイツ語の基本的な枠組みを学び、読んだり会話をしたりして楽しみましょう。また、ドイツ語圏の文化や社会について知見を広め、この

面でも大いに楽しみましょう。映像を通してドイツ語圏の文化や社会を紹介していきます。

学習目標

ドイツ語Aとドイツ語Bは制度上は別々の科目になっていますが、実際には一人の教員が同じ教科書を使い授業を進めていきます。Aと

Bの重点の大まかな違いは次のようになります。

【ドイツ語1A(前期)・2A(後期)】

文法と読解に重点を置きます。

【ドイツ語1B(前期)・2B(後期)】

発音、会話、聞き取り、書き取り能力などに重点を置きます。

テキスト 小野寿美子他『ブーメラン~(朝日出版社)

参考書

評価方法
ドイツ語Aとドイツ語Bは別々に評点が出されます。AとBの評価の重点、は上記の学習目標の重点の違いによっ

て異なりますが、詳しいことは外国語ガイダンスのときにお知らせします。

その他(メッセーシ.等) 1時間目の授業なので、特に遅刻しないように注意してください。

授業計画/担当教員等

ドイツ語1・2ともテキストにしたがって授業します。
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科目・コース(ユニッ卜)名 ドイツ語2B【医学1】

(芙語名称) Ge円相an2B

担当責任者 斉藤寛

開講年次 1年 l開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 |翠業形態 |演習

概要/方針等

ドイツ語の基本的な枠組みを学び、読んだり会話をしたりして楽しみましょう。また、ドイツ語圏の文化や社会について知見を広め、この

面でも大いに楽しみましょう。映像を通してドイツ語圏の文化や社会を紹介していきます。

学習目標

ドイツ語Aとドイツ語Bは制度上[ま別々の科目になっていますが、実際には一人の教員が同じ教科書を使い授業を進めていきます。Aと

Bの重点の大まかな違いは次のようになります。

【ドイツ語1A(前期)・2A(後期)】

文法と読解に重点を置きます。

【ドイツ語1B(前期)・2B(後期)]

発音、会話、聞き取り、書き取り能力などに重点を置きます。

テキスト 小野寿美子他『ブーメランs(朝日出版社)

参考書

評価方法
ドイツ語Aとドイツ語Bfま別々に評点が出されます。AとBの評価の重点はよ記の学習目標の重点の違いによっ

て異なりますが、詳しいことは外国語ガイダンスのときにお知らせします。

その他(メッセーシ'等) 1持鶴田の授業なので、特に遅刻しないように注意してください。

授業計画/担当教員等

ドイツ語1・2ともテキストにしたがって授業します。
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科目・コース(ユニッ卜)名 フランス語1A【医学1】

(英語名称) FRENCH1A 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

Elementary French for the purpose of communication 

学習目標

一般目標

Students willlearn the elementary language skills to be able to communicate effectively in French orally as well as in writing. 

Grammar will be taught for that purpose. A textbook with a self-study audio CD aUached to it will be used in class. Emphasis will 

be placed on basic conversation practi偲 throughpair-work and group-work communication activities. 

行動目標

The students willlearn to become familiar with the sounds and spelling of French words and learn to express 

themselves on a variety of topics ranging rrom self-introductions to talking about their hometowns， past 

experiences or future plans. They will also get a glimpse of a culture that is different in many ways from the Japanese 

culture and also from the American culture. 

テキスト Spirale.日本人初心者のためのフランス語教材、 Hachette Pearson Education Japan 

参考書

French A: Evaluation will be made considering the overall performance of the students in class; 

評価方法 attendance and attitude will be deciding factors 

French B: Students will take a test at the end of each semester 

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画】※フランス語1A・18共通

1回:4月10日(水)1時限/Orientation

2回:4月12日(金)1時限/Initiation/挨拶自己紹介

3回:4月17日(水)1時限/同上

4回:4月19日(金)1時限/同上

5回:4月24日(水)1時限/同上

6回:4月26日(金)1時限/同上

7回:5月 1日(水)1時限/同上

8回:5月 1 B (水)4時限/Lecon1名前・住所・職業を言う
9回:5月 8B(水)1時限/同上

10団:5月 8日(水)4時限/Lecon2職業・国籍・言語について

11回:5月10日(金)1時限/同上

12回:5月15日(水)1時限/Lecon3国名・観光名所

13回 5月17日(金)1時限/同上

14回:5月22日(水)1時限/Lecon4食べ物・飲み物

15回:5月24日(金)1時限/同上

16回:5月29日(水)1時限/Lecon5行動(動詞)・時と場所を示す表現

17回:5月31日(金)1時限/同上

18回:6月 5日(水)1時限/Lecon6形容詞・選んだものを説明する

19回:6月 7日(金)1時限/同上

20回:6月12日(水)1時限/向上

21回:6月14日(金)1時限/Lecon7数字(59まで)科目・時間割

22困:6月19日(水)1時限/同上

23回:6月21日(金)1時限/同上

24回目6月26日(水)1時限/Lecon8持っているものについて話す

25回:6月28日(金)1時限/向上

26回:7月 3日(水)1時限/向上

27回 7月 5日(金)1時限/Lecon9ある場所について話す
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28図:7月10日(水)1時限/フランスの観光名所

29回:7月12日(金)1時限/向上

30図:7月17日(水)1跨限/同上

【担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師

2013 (医学部)1-54 



科芭・コース(ユニット)名 フランス語18【医学1】

(英語名称) FRENCH1B 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 T年 J戸学期開 ~修/選択|選択必修 |授業形態 l演習

概要/方針等

Elementary French for the purpose of communication 

学習毘標

一般目標

Students willlearn the elementary language skills to be able to communicate e仔'ectivelyin French orally as well as in writing. 

Grammar will be taught for that purpose. A textbook with a self-study audio CD attached to it will be used in class. Emphasis will 

be placed on basic conversation practice through pair-work and group-work communication activities. 

行動目標

The students willlearn to become familiar with the sounds and spelling of French words and learn to express 

themselves on a variety of topics ranging from sel手introductionsto talking about their hometowns， past 

experiences or future plans. They will also get a glimpse of a culture that is different in many ways from the Japanese 

culture and also from the American culture. 

テキスト Spirale.日本人初心者のためのフランス語教材、 Hachette Pearson Education Japan 

参考書

French A: Evaluation will be made considering the overall performance of the students in class; 

評価方法 attendan田 andattitude will be deciding factors 

French B: Students will take a test at the end of each semester 

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画】※フランス語1A・18共通

1回:4月10日(氷)1時限/Orientation

2回:4月12日(金)1蒋痕/Initiation/挨拶自己紹介

3回:4月17日(水)1時限/河上

4図:4月19日(金)1時限/関上

5回:4月24日(水)1時限/同上

6回:4月26日(金)1時限/同上

7図:5月 1日(水)1時限/向上

8回:5月 1日(氷)4時限/Lecon1名前・住所・職業を言う

9回:5月 8日(水)1時限/同上

10回:5月 8B(水)4時限/Lecon2磯業・国籍・言語について

11回:5月10B(金)1時限/同上

12密:5月15日(水)1詩限/Lecon3国名・観光名所

13回:5月17日(金)1時限/同上

14回:5月22日(水)1時限/Lecon4食べ物・飲み物

15回:5月24日(金)4時限/同上

16回:5月29日(水)1時限/Lecon5行動(動詞)・時と場所を示す表現

17@]:5月31B (金)1時限/同上

18回:6月 5日(水)4時限/Lecon6形容詞E選んだものを説明する

19匝 6月 7日(金)1時限/向上

20回 6月12日(水)1時限/向上

21図・6月14B(金)1時限/Lecon7数字(59まで)科目・時間割

22@]:6月19B(水)1時限/同上

23自:6月21日(金)1時限/同上

24回:6月26日(水)1時限/Lecon8持ってい4るものについて話す

25回:6月28日(金)1時限/同よ

26図:7月 3日(水)1持痕/向上

27回:7月 5臼(金)1時限/Lecon9ある場所について話す
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28回:7月10日(水)1時限/フランスの観光名所

29回:7月12日(金)1時限/向上

30回:7月17日(氷)1時限/向上

【担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師
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科目・コース(ユニット)名 フランス語2A【医学1]

(英語名称) FRENCH 2A 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 T年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 i授業形態 |演習

概要/方針等

Elementary French for the purpose of communication. 

学習目標

一般目標

Students will leam the elementary language skills to be able to communicate e仔'ectivelyin French orally as well as in writing. 

Grammar will be taught for that pu巾ose.A textbook with a sel手studyaudio CD attached to it will be used in class.εmphasiswill 

be placed on basic conversation practice through pair-work and group四workcommunication activities. 

行動呂標

The students willlearn to become familiar with the sounds and spelling of French words and leam to express 

themselves on a variety of topics ranging from sel手introductionsto talking about their hometowns， past 

experiences or future plans. They will also get a glimpse of a culture that is di仔'erentin many ways from the Japanese 

culture and also from the American culture. 

テキスト Spirale.日本人初心者のためのフランス語教材、 Hachette Pearson Education Japan 

参考書

French A: Evaluation will be made considering the overall pe斤Ormanceof the stuoents in class; 

評価方法 attendance and attitude will be deciding factors 

French B: Students will take a test at the end of each semester. 

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画】※フランス語IIA"II B共通

1@1:10月 2日(水)1時限/Lecon10何をするかたずねる・答える
2図:10Fl9日(水)1時限/同上

3図:10月11日(金)1時限/Lecon什趣味・余綴の過ごし方について話す

4回:10月16日(水)1時限/向上

5罰:10月18日(金)1時限/Lecon12家族について話す・複合過去形

6図:10月23日(水)1時限/同上

7回:10月25日(金)1時限/Lecon13どこに行ったのか詳しく話す

8回:10月30日(水)1時限/関上

9図:11月 1日(金)1持限/Lecon14できることとするべきことを言う

10図:11月 6日(水)1時限/同上

11図:11月 8日(金)1時限/Lecon15目的を言う

12図:11月15日(金)1時限/関上

13回:11月20日(水)1時限/Lecon16 1臼の出来事について話す

14回:11 Fl22日(金)1持限/同上

15回:11月27日(水)1時限/Lecon17交通手段についてたずねる

16回:11月298(金)1時限/同上

17回:12月 4白(水)1時限/Lecon18要約する、支払方法を言う

18回:12月 6日(金)1時限/向上

19箇・12Fl11日(水)1時限/同上

20回:12月11日(水)4時限/Lecon19近い未来の言十両をはなす

21図 12月13日(金)1時限/向上

22回:12月18日(氷)1時限/間よ

23函月 8白(水)1時限/Lecon20食生活について・レストランで

24回月108(金)1時限/同上

25回月15日(水)1時限/向上

26回月17日(金)1時限/Review 食生活について・レストランで

27図月22日(水)1碍限/向上
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28回月24日(金)1時限/同上

29回 1月29日(水)1時限/向上

30図月318C金)1持隈/向上

【担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師
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科目・コーλ(ユニット)名 フランス語28【医学1】

(英語名称) FRENCH 28 

担当責任者 Jerome Courvoisier 

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

Elementary French for the purpose of communication 

学習目標

一般目標

Students willlearn the elementary language skills to be able to communicate e仔ectivelyin French orally as well as in writing. 

Grammar will be taught for that purpose. A textbook with a self-study audio CD attached to it will be used in class. Emphasis will 

be placed on basic conversation practice through paiトworkand group-work communication activities. 

行動目標

The students will learn to become familiar with the sounds and spelling of French words and learn to express 

themselves on a variety of topics ranging from self-introductions to talking about their hometowns， past 

experiences or future plans. They will also get a glimpse of a culture that is different in many ways from the Japanese 

culture .and also from the American culture. 

テキスト Spirale.日本人初心者のためのフランス語教材、 Hachette Pearson Education Japan 

参考書

French A: Evaluation will be made considering the overall peげormanceof the students in class; 

評価方法 attendance and attitude will be deciding factors 

French B: Students will take a test at the end of each semester. 

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画】※フランス語2A・28共通

1回:10月 2日(水)1時限/Lecon10何をするかたずねる・答える

2回:10月 9日(水)1時限/向上

3回:1 0月11日(金)1時限/Lecon11趣味・余暇の過ごし方について話す

4図:10月16日(水)1時限/向上

5回:1 0月18日(金)1時限/Lecon12家族について話す・複合過去形

6回・10月23日(水)1時限/向上

7回:10月25日(金)1時限/Lecon13どこに行ったのか詳しく話す

8回:1 0月30日(水)1時限/同上

9回・11月 1日(金)1時限/Lecon14できることとするべきことを言う

10図 11月 6日(水)1時限/伺上

11図:11月 8日(金)1時限/Lecon15 目的を言う

12回目11月15日(金)1時限/伺よ

13回:11月20日(水)1時限/Lecon16 1日の出来事について話す

14回:11月22臼(金)1時限/向上

15回・11月27日(水)1時限/Lecon17交通手段についてたずねる

16回・11月29日(金)1時限/同上

17回:12月 4日(水)1時限/Lecon18要約する、支払方法を言う

18回・12月 6日(金)1時限/同上

19回・12月11日(水)1時限/同上

20回・12月11日f水)4時限/Lecon19近い未来の計両をはなす
21図 12月13日(金)1時限/向上

22回:12月18B(水)1時限/同上

23回月 8日(水)1時限/Lecon20食生活について・レストランで

24回月10日(金)1時限/岡上

25回月15日(水)1時限/同上

26回月17日(金)1持限/Review 食生活について・レストランで

27回月22日(水)1時限/向上
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28図月24日(金)1時限/同上

29回月29日(水)1時限/向上

30回月31日(金)1時限/向上

[担当教員】

Jerome Courvoisier /非常勤講師

、、/
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科目・コース(ユニッ卜)名 中国語1A【医学1】

(英語名称) Chinese1A 

担当責任者 池津真澄

開議年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

中国語は、漢字で表記される冨語であり、そのせいか日本人には、自分にもできそうだという自信を持たせてしまう外国語です。敷居が

高くなく、取っ付きやすいのですが、発音においては至難の業のようです。中国語の発音を表すピンインという独特の文字システムを理解

し、異文化リテラシーを養う。同時に、中国の文化咋士会に対する理解を深める。

学習目標

<一般目標>

初級の語嚢・語法をふまえ、日常場面の表現を学習します。

<行動目標>

日常会話を扱ったテキストを教材にします。短文をナチュラルスピードで話すことを身につけます。また医療現場で役立つ会話も取り入

れます。

テキスト 『新・中国語への船出』楊凱栄/張麓群著 朝E出版社 2，200円十税

参考書 参考書は特にありませんが、日中 E中日の電子辞書があると便利です。

評価方法 平常点・レポート・小テスト・定鶏試験を総合して評価します。また受講マナーも重視します。

外国語学習は地道な努力が習得の基本ですs特に発音は外国語習得のかなめです。これには繰り返しの練習

その他(メッセーシ'等) で慣れる以外に良い方法はありません。自分で実際に声に出して発音することが特に大切です。授業への積極

的な参加を期待します。

授業計蘭/担当教員等

【授業計画]一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

回数:月日(曜日)時限/ 項呂/内容(キーワード等)

1回 4月10日(水)1時限/中霞語とは何か

2図 4月17日(水)1時限/中国語の音1/中国語のメロディ(四声)

3包 4月24日(水)1時限/中国語の漢字(簡体字・繁体字)

4図 5月 1日(水)1時限/中国語の音2/ピンイン1

5回 5月 1日(水)4時限/発音まとめ1

6@: 5月 8B(水)1詩限/中国語の音3/ピンイン2

7図 5月 8日(水)4時限/発音まとめ2

8回 5月15日(水)1時限/発音の確認/発音チェックテスト

9函 5月22日(氷)1時限/第1課(1)/人称代名詞

10自 5月29日(水)1時限/第1課(2)/動詞述語文

11回 6月 5日(水)1時限/第3課(1)/名詞述語文

12回 6月12日(水)1時限/第3課(2)./方位詞

13回 6月19日(水)1 時限/第5~菜(1)/連動文

14回 6月26日(水)1時限/第5課(2)/比較文

15回 7月 3日(水)1時限/第7課(1)/主述述語文

16回 7月10日(水)1時限/第7課(2)/形容詞

17図 7月17日(水)1時限/まとめ/小テスト

※後期、中国語IIAfこ続く

【担当教員]一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

池津真澄/非常勤講師
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科目・コース(ユニット)名 中国語1B【医学1]

(英語名称) Chinese1 B 

担当責任者 池;宰真澄

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

中国語の基礎的な発音・語嚢・文法を習得し、さらに中国の文化や社会に対する理解を深めることを目的とします。

映薗・ドラマ・ドキュメンタリーなどの映像作品を見ながら、日中文化軍社会の比較をしていきます。隣国の文化・習慣、また思考やその表

現法を学びます。

劇中の短文の聞き取りにもチャレンジしていきます。

また後半では自らテーマを絞り、中国の文化・社会・歴史・思想などをプレゼンする。

学習目標

<一般目標>

日常会話への瞬発力、辞書活用による文章理解力を身につける。また中国の文化や社会について、基礎的な知識を習得する。

<行動目標>

-基礎的な語嚢や短い文を聞いて理解し、簡体字とピンインで書き取ることができる。

-中国の文化・社会に対する理解を深めるため、テーマを絞り発表する。その際、コミュニケーション能力の一つである円云える力」を意識

する。

テキスト 『新・中国語への船出』楊凱栄/張麓群著 朝日出版社 2，200円+税

参考書 特になし

評価方法 平常点・レポート・小テストa定期試験を総合して評価します。また受講マナーも重視します。

その他(メッセーシ.等) 授業への積極的な参加を期待します。

授業計画/担当教員等

【授業計画】一一一一一一一一一一一一一-

回数:月日(曜日)時限/項目/肉、容(キーワード等)

1回 4月12日(金)1時限/発音1/声調と単母音

2回 4月19日(金)1時限/発音2/複合母音"子音

3回 4月26日(金)1時限/発音3/鼻母音

4回: 5月10日(金)1時限/第2課(1)/場所指示代名詞

5回 5月17日(金)1時限/第2諜(2)/疑問調疑問文

6回 5月24日(金)1時限/第4課(1)/許可を表す

7回目 5月31日(金)1時限/第4諜(2)/形容詞述語文

8回 6月 7日(金)1時限/小テスト

9回 6月14日(金)1時限/第6課(1)/完了を表す

10回・ 6月21日(金)1時限/第6課(2)/時点と時間

11回・ 6月28日(金)1時限/第8課(1)/勧誘

12回・ 7月 5日(金)1時限/第8課(2)/動詞の重ね型

13回 7月12日(金)1時限/小テスト

※後期、中国語IIBIこ続く

【担当教員】一一一一一一一一一一一一一一

池津真澄/非常勤講師
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科目・コース(ユニッ卜)名 中国語2A【医学1】

(英語名称) Chinese2A 

担当責任者 池j畢真澄

開講年次 1年 !開講学期 |後期 !必修/選択 |選択必修 !授業形態 |演習

概要/方針等

中国語は、漢字で表記される冨語であり、そのせいか日本人には、自分にもできそうだという自信を持たせてしまう外国語です。敷居が

高くなく、取っ付きやすいのですが、発音においては至難の業のようです。中箇語の発音を表すピンインという独特の文字システムを理解

し、異文化リテラシーを養う。同時に、中国の文化・社会に対する理解を深める。

学習目標

<一般目標>

初級の語嚢・語j去をふまえ、日常場面の表現を学習します。

<行動目標>

日常会話を扱ったテキストを教材にします。短文をナチユラルスピードで話すことを身につけます。また医療現場で役立つ会話も取り入

れます。

テキスト 『新・中国語への船出』楊凱栄/張麗群著 朝日出版社 2，200円+税

参考書 参考書は特にありませんが、日中・中日の電子辞書があると便利です。

評価方法 平常点 zレポート<'J、テスト，定期該験を総合して評価します。また受講マナーも重視します。

外国語学習は地道な努力が習得の基本です。特に発音Iま外国語習得のかなめです。これには繰り返しの練習

その他(メッセーシ*等) で慣れる以外に良い方法はありません。自分で実際に声に出して発音することが特に大切です。授業への積極

的な参加を期待します。

授業計頭/担当教員等

【授業計画】一一一一一一一一-

回数-月日(濯8)時限/ 項目/内容(キーワード等)

※前期、中富語IAからの続き

1回:10月 2日(水)1時限/第9課(1)/数詞

2回:10月 9日(水)1時限/第9課(2)/助動詞

3回:10月16日(水)1時限/第9課(3)/連休修飾

4回:10月23日(水)1時限/リスニング1/小テスト

5図:10月30日(水)1時限/第11課(1)/様態補語

6図:11月 6日(水)1時限/第11諜(2)/結果繍語

7包:11月20日(水)1時限/第11謀(3)

8回:11月27日(水)1時限/リスニング2/小テスト

9回:12月 4日(水)1時限/第13課(1)/可能補語

10回:12月11日(水)1時限/第13課(2)

11回:12月11日(水)4時限/1)スニング3/小テスト

12回:12月18日(水)1時限/第13課(3)

13回月 8日(水)1時限/第15謀(1)/存現文

14回月15日(水)1時限/第15課(2)/原因を表す

15回月22日(水)1時限/第15課(3)/可能性を表す

16回月29日(水)1時限/総まとめ

【担当教員】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

j也漂真澄/非常勤講師
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科目・コース(ユニット)名 中国語2B【医学1】

(英語名称) Chinese2B 

担当責任者 池津真澄

開講年次 1年 l開講宇勾 |後期 |必修/選択 |選択必修 |授業形態 |演習

概要/方針等

中国語の基礎的な発音・語葉・文法を習得し、さらに中国の文化や社会に対する理解を深める」とを目的とします。

映画・ドラマ・ドキュメンタリーなどの映像作品を晃ながら、日中文化・社会の比較をしていきます。隣国の文化・習慣、また思考やその表

現法を学びます。

劇中の短文の聞き取りにもチャレンジしていきます。

また後半では自らテーマを絞り、中国の文化・社会・歴史=息想などをプレゼンする。

学習目標

<一般目標>

日常会話への瞬発力、辞書活用による文章理解力を身につける。また中国の文化や社会について、基礎的な知識を習得する。

<行動目標>

-基礎的な語藁や短い文を聞いて理解し、簡体字とピンインで書き取ることができる。

-中国の文化・社会に対する理解を深めるため、テーマを絞り発表する。その際、コミュニケーション能力の一つであるr{云える力Jを意識
する。

テキスト 『新・中国語への船出』楊凱栄/張麗群著 朝日出版社 2，200円+税

参考書 特になし

評価方法 平常点・レポート・小テスト・定期訟験を総合して評価します。また受講マナーも重視します。

その他(メッセーシ.等) 授業への積極的な参加を期待します。

授業計画/担当教員等

【授業計画】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

回数回月日(曜日)時限/項目/内 容(キーワード等)

※前期、中国語IBからの続き

1回:10月11日(金)1時限/第10課(1) 

2回:1 0月18日(金)1時限/第10課(2)

3回・10月25日(金)1時限/第12課(1) 

4回・11月 1日(金)1時限/第12課(2)

5回・11月 8日(金)1時限/第14諜(1)

6回・11月15日(金)1時限/第14課(2)

7回:11月22日(金)1時限/第16課(1) 

8回:11月29日(金)1時限/第16課(2)

9回:12月 6日(金)1時限/文型のまとめ/小テスト

10回:12月13日(金)1時限/プレゼンテーション1

11回月10臼(金)1時限/プレゼンテーション2

12回月17日(金)1時限/プレゼンテーション3

13回月24日(金)1時限/プレゼンテーション4

14回月31日(金)1時限/プレゼンテーション5

【担当教員】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

j也;警真澄/非常勤講師
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科目・コース(ユニット)名 体育実技【医学1】

(英語名称) Physical Educaiion 

担当責任者 川本和久、杉浦弘一

開講年次 1年 |開講学期 |通年 |必修/選択 |必修 |授業形態 |実技

概要/方針等

健康・体力の維持・増進をはかるとともに、学生生活を豊かにし、生涯にわたってスポーツに親しむための基礎をつくる。

授業はスポーツ実技(バスケットボール、バレーボール、テニス、サッカ一、ソフトボールなど)を中心に行い、すべてを履修する(ローテ

ーションで、数回ずつ実施)。後期は前期からの継続、およびスキー・スノーボード実習(集中)を実施する。

学習目標

<一般目標>

様々なスポーツ(運動)の実施を通じて、学習者は運動の意義、運動者の心理、運動実施時の注意点などについて理解する。また、仲

聞とのコミュニケーションを図ることやチームワーク・協力の重要性を理解するとともに、生涯にわたりスポーツを継続できる基礎を身につ

ける。

<行動目標>

-仲間と協力して、スポーツを実施することができる。

-技能レベルの異なる仲間ともスポーツを一緒に楽しむことができる。

-安全に配慮して、スポーツを楽しむことができる。

テキスト なし

参考書 運動やスポーツ、健康に関する書籍など

一定の出席時数を満たした者に対し、出席状況を中心に、授業への取り組み方などにより総合的に評価する。

学内における実技においては、5回以上欠席した場合、評価の対象としない。

評価方法 スキー・スノーボード実習は、必ず参加すること。

長期にわたる病気・ケガ及び学校保健法により出席停止となる伝染病については、診断書の提出により考慮す

る。

1運動が出来る服装を用意すること。普段着での実技実施は認めない。

2.体育館用シューズ、屋外用シューズの両方を準備すること。

3 屋外施設が利用できない状況(雨天など)であっても、体育館で授業を実施する(この時、全員体育館

その他(メッセーシ.等) 用シューズが必要)。

4 無断で早退などした場合は、履修放棄とみなすこともある。

5.病弱者、運動するのが困難な者、運動を禁止されている者は初回ガイダンス時に診断書を添えて申し

出ること。

授業計画/担当教員等

【授業計画】

1回 4月11日(木)4時限/ガイダンス/授業の進め方、評価方法等の説明など

2回 4月18日(木)4時限/スポーツ実技/

バスケットボール、バレーボール、テニス、ソフトボール、サッカーなどをローテーションで実施(雨天時は他の種目も実施)

3回 4月25日(木)4時限/スポーツ実技

4回 5月 2日(木)4時限/スポーツ実技

5回 5月 9日(木)4時限/スポーツ実技

6回 5月16日(木)4時限/スポーツ実技

7回 5月23日(木)4時限/スポーツ実技

8閏 5月30白(木)4時限/スポーツ実技

9困・ 6月 6日(木)4時限/スポーツ実技

10図ー 6月13日(木)4時限/スポーツ実技

11回 6月20日(木)4時限/スポーツ実技

12回 6月27日(木)4時限/スポーツ実技

13回 7月 4日(木)4時限/スポーツ実技

14!ill: 7.Fl11日(木)4時限/スポーツ実技
15回目10月10日(木)4時限/スポーツ実技

16回:10月17日(木)4時限/スポーツ実技

17回・10月24日(木)4時限/スポーツ実技

18回ー 10月31日(木)4時限/スポーツ実技
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19回:11月 7日(木)4時限/スポーツ実技

20回目11月14日(木)4時限/スポーツ実技

21固:11月21B (木)4時限/スポーツ実技

22回:11月28日(木)4時限/スポーツ実技

23回・ 1月 9日(木)4時限/スキー・スノーボード実技ガイダンス/実習のガイダンス、種目分け、用具等について

24回 2月16B(日) スキー・スノーボード実技/スキーまたはスノーボードを実施

30回 2月19日(水)

※スポーツ実技の最終回およびスキー・スノーボード実技のガイダンスは、実技期間中の天候等により変更となる場合もある。

【担当教員】

川本和久/非常勤講師/福島大学人間発達文化学類教授

杉浦弘一/非常勤講師/福島大学人間発達文化学類准教授
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科目・コース(ユニット)名 科学リテラシー(情報処理入門)【医学1】

(英語名称)

担当責任者 田中明、三浦一之、間回達也

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 l号業形態 |演習

概要/方針等

私たちはすでに高度に複雑化された情報社会に生活している。医療の分野においてもX線写真、超音波や磁気共鳴を利用した装置

における画像診断システムや、診察券をIDカード化した病院医療システムなどもコンビュータの力に負うことが大きい。研究分野において

も実験データの加工、統計処理、論文やプレゼンテーンョン作成の他、インターネットを利用した情報検索や、データ交換等、いまやコン

ピュータは私たちのとって欠かせない道具となっている。いろいろな情報がコンビュータの中でデータとして蓄えられ、高速化したネットワ

ークにより園内外を問わず遠く離れたところからでも利用できる環境が整い、自ら情報をリアルタイムに発信できるようにさえなっている。

コンビュータの著しい発達により、私たちの学習や研究の仕方も大きく様変わりしているのである。

この講義では、私たちの生活に大きく深く入り込んでいるコンビュータについて学ぶ。講義によりコンビュータの便利な機能を正確に理

解して、電子メール、情報収集、情報発信を中心とするインターネット利用法、ワープロ、表計算のドキュメント作成法、ポスターやスライド

作成等のプレゼンテーション技術などを行い、コンビュータを自分の知的な道具として使いこなす能力をつけることを呂標とする。

具体的な講義の内容は以下の通りである。

(1 )コンビュータを構成するハードウェアの基礎について

(2)オペレーティングシステム(OS)に関すること
(3)ネットワークの仕組みとインターネット利用方法について

(4)ワープロ操作や表計算などのアプリケーション・ソフトウエアについて
(5) Webページ作成とインターネット情報発信について
(6)マルチメディアを駆使して提供されるプレゼンテーシヨン作成と利用について

学習目標

【一般目標]

(1 )現代社会において情報の収集、蓄積、発信などのやりとりがコンピュータによりどのようにおこなわれているかを理解し、人と人

とのコミュニケーションのための情報処理技術の位置づけについて理解する。

(2)コンビュータの基本的な取り扱いを学び、コンビュータ上の各種アプリケーションソフトの利用のしかたを学ぶ。

(3)コンビュータを利用してネットワークに接続することを学び、情報を得る方法と発信する方法を学び、収集した情報を系統的に

処理する方法を学ぶ

【行動目標】

(1 )コンビュータの仕組みとその基本操作について、ハードウエアの構成が説明でき、キーボードやマウス、プリンターなどのハー

ドウェアの基本操作ができる。

(2)オペレーティング・システム(OS)の役割について理解し、データファイルの作成、複写、移動などの管理ができる。
(3)インターネットの概要、問題点、危険性、使用上のマナーを説明できる

(4)電子メールやネットワークを利用するときに必要なアカウントとパスワードについて説明でき、パスワード管理などセキュリティ

を考慮した操作ができる

(5)電子メールを送受信し、添付ファイルを扱うことができる

(6)インターネット上の情報を閲覧するためにWebブラクザを使うことができ、さらに検索エンジンを使って必要な情報を探し出す
ことができる。

(7)表計算ソフトが持つ表計算、グラフ化、データベース機能について理解し、表計算ソフトを使って対象となるデータを表の形に

整理し、計算式を埋め込み、さらにグラフ化ができる。また、データベースを作成してデータの抽出ができる。

(8)アプリケーションソフトの利用について、ワープロソフトを使い、表、蘭像や図表などを含んだ文書ファイルの作成や保存がで

きる。

.1(9)簡単なWebページが作成できる。
(10)プレゼンテーションの役割とコンビュータを使うことの利点を理解して、プレゼンテーションソフトを使い、マルチメディアを利用

した効果的な発表をすることができる。

テキスト

参考書

評価方法

特に指定しない。必要に応じ印刷資料等を配布する予定である。

基礎情報リテラシ一、情報リテラシー教育研究会編、アイ・ケイコーポレーション、2003年

第1学年前期に実施する筆記試験と、演習の結果としで提出されるレポートや作品、および講義・演習への出席
により総合的に評価する。

【学習上の留意事項】

2013 (医学部)1-67 



その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【授業計画】

1設定時限内だけでの講義と演習ではコンピュータの利用に関わるすべての項目をカバーすることは不ー
可能であるから、学生諸君の自学自習の態度が不可欠である。

2.演習を重視しているから、欠席はしないで、提出物は期限に間に合うように出してほしい。

3.コンピュータは21世紀に生きる人聞に必要な「知的な道具」である。道具であるからには、「習うより慣

れろJの取り組みでこれを使いこなすまで習熟してほしい。どのように情報を収集して、整理し、社会に

対して新しい内容として何を発信してし、くかとし、うことをいつも意識してほしい。

4.個人所有のコンビュータを購入するなどして、講義以外の時間においてもコンビュータ利用による文書

処理やネットワーク上のWebサイトから情報収集などができる体制を整えてほしい。

5.実習においては、個人のデータを保存するUSBフラッシュメモリが必要となるので、各自準備すること。

準備できない場合は、フロッピーディスクも利用可能。

一豊L

1回 4月 5B(金)3・4時限.ガイダンス(ネットワークの利用、ネットワークシステムの利用方法)、

電子メールと情報検索:<<担当:佐久間裕、田中明他》

2回 4月12日(金)3・4時限.コンビュータの仕絡み(オフィスソフトの利用、ハード・ソフトの仕組みと基本操作、

文書や図表を作成する各種ツールの関係上《担当;田中明他》

3回 4月19日(金)3・4時限.表計算とグラフ化I(表とグラフの作成):<<担当:問中明他》

4回 4月26日(金)3・4時限:表計算とグラフ化II(データ処理と関数利用):<<担当:田中明他》

5回 5月10日(金)3・4時限:表計算とグラフ化111(データ処理と統計処理)・《担当:田中明他》

6回 5月17日(金)3・4時限:文書作成1(ワープロの基本操作、報告書の作成方法):<<担当:三浦一之他》

7呂 5月24日(金)3-4時限:文書作成11(Webページ作成l、ポスターの作成方法、WebページとHTML言語、構成要素の関係)

:<<担当:三浦一之他》

8回 5月 31日(金)3司4跨限:Webページ作成11(Webページの作成、Webページと情報公開の仕組み):<<担当・三浦一之他》

9回・ 6月 7日(金)3-4時限・プレゼンテーション1(スライドを作成してみよう):<<担当・三浦一之他》

10回目 6月14日(金)3・4詩限:プレゼンテーションII(効果的なプレゼンテーションとlま)・《担当:三浦一之他》

【担当教員一覧]

田中 明 非常勤講師福島大学共生システム理工学類;佳教授

三浦一之 非常勤講師福島大学共生システム理工学類准教授

吉田宏 准教授 自然科学講座(物理学)

小i華亮講師 自然科学講座(物理学)

長井俊彦 助教 自然科学講座(化学)、医療人育成支援センター

西山学問 講師 自然科学講座(生物学)

小林元 助教 自然科学講座(生物学)、窪療人育成支援センター

両国達也教授 自然科学講座(数学)

安達隆講師 自然科学講座(数学)
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科目・コース(ユニ外)名 科学リテラシー(自然科学方法論)【医学1】

(英語名称) Methodology of Natural Science 

担当責任者 志村清仁、松岡有樹、小津売、安達隆

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義と実習

概要/方針等

自然科学の方法とは、散在する自然についての知識や経験に関連性、法則性を見出して立証するための体系的方法である。自然科学

の方法は一般的に次のような段階を経て行われる。

1. 自然現象についての疑問、問題、課題を着想する。

2.着想した事柄について既に報告されていることを調べる。

3.立証しようとする事柄を科学的に検証可能な仮説として明確にする。

4.仮説の検証に適した実験-調査の方法を決める。

5 実験・調査を行って仮説の証拠を集める。実験・調査の結果には定量性、再現性が求められる。

6.結果を解析、整理し、仮説との論理的な関係を明確にする。

7.整理された笹拠(結果)の論理的な考察によって立証した仮説を論文や学会発表によって公にする。

本科目は、新入生を対象に、少人数グループによる実習を通じて、科学的発見の過程を擬似的に体験することによって自然科学の方

法論を学ぶことを目的とする。さらに、大学で学ぶ上で必須となる能動的な学習態度を身につけるための導入としても位置づけられる。具

体的には、学生8名程度のグループを作り、各グループを1名の教員が担当する。各グループは、それぞれ異なる課題について、上記1

-7のステップをたどりながら、科学的な実験あるいは調査を行う。その結果を各自がまとめ、新たに組み直されたグループ内で発表し、

議論を行う。この際、自然科学の方法論の各ステップを意識して進めることが肝要である。

学習目標

【一般目標】

科学的方法論を学ぶことによって、自然現象についての疑問や課題を適切に認識し、得られた実験結果を論理的に考察して、自らの科

学的主張を他に伝達する能力を修得する。

【行動目標】

①科学的な疑問を認識できる。

②文献検索などにより情報を集めることができる。

③着想を科学的に検証可能な形に明確化できる。

④実験・調査の方法を提案できる。

⑤定量性、統計学的妥当性・信頼性の意味を説明できる。

⑤得られた結果を仮説の立証に適した形に整理できる。

⑦結果と仮説との論理的なつながりを明確に考察できる。

③プレゼンテーションソフトを効果的に使い、仮説が実証できたことを科学的に分かりゃすく説明できる。

テキスト 特I三なし

参考書 必要に応じて教員が指示する。

評価方法 授業の評価は、出席、授業への積極性、レジュメ、発表の内容により総合的に判定される。

その他(メッセーシ.等)
個別作業時に配属する教官については5月下旬頃に通知する。

欠席に関する減点が非常に大きいので欠席しないこと。

授業計画/担当教員等

【授業計画1
1閏 6月10日(月) 4時限:全体イントロダクション(自然科学の方法とは、情報収集、プレゼンテーションソフトの

効果的使用方法、発表での科学的主張の仕方、レジュメ作成、プレゼンテーション資料の作成)

・《担当:志村、松岡、小津、安達》、個別イントロダクション《担当田各担当教官>>[講義]

'2-3回 6月21B (金)3・4時限:個別作業[実習1(情報収集、実験/調査方法の決定):<<担当:各担当教官》
4・5回 6月28日(金)3-4時限.個別作業[実習1(実験/調査、解析/整理)・《担当:各担当教官》
6・7回 7月 5B(金)3・4時限:発表準備[実習J:<<担当:各担当教官》

8-9回 7月12日(金)3・4時限目発表[実習1(発表、討論)・《担当:各担当教官》

【担当教員一覧】

安達隆 自然科学講座(数学)

五十嵐城太郎 自然科学講座(生物学)

岡田達也 自然科学講座(数学)

講師

准教授

教綬
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小津亮

小林元

小林恒夫

佐山信成

志村清仁

谷口暢一

長井俊彦

西山学即

林正幸

松岡有樹

吉田宏

自然科学講座(物理学) 講師

医療人育成・支援センター 助教

自然科学講座(物理学) 教授

自然科学講座(化学) 准教授

自然科学講座(化学) 教授

自然科学講座(化学) 講師

医療人育成・支援センター 助教

自然科学講座(生物学) 講師

看護学部総合科学部門 教授

自然科学講座(生物学) 教授

自然科学講座(物理学) 准教授
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科目・コース(ユニッ卜)名 生命倫理【医学1]

(英語名称)

担当責任者 藤野美都子

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |雌/選択 |必修 論、発表

概要/方針等

生命倫理学は、医学や生命科学に関する倫理的・社会的・哲学的・法的問題およびその関連問題を研究する学筒であると、彊際生命

倫理学会により定義されている。科学技術の目覚しい発展は、人間の生命に対する大幅な人為的介入を可能にし、人類Iま、望むことの

許されなかった選択肢を手中に収めることができるようになった。しかし、同時iこ、生命に対する人為的な介入はどこまで許されるのかと

いったこれまで関われることのなかった新しい問題に直面することとなった。このような事態に対処すべく、生命をめぐる倫理的な問題を

研究する学問が生命倫理学である。

本講義では、医療・医学研究の歴史、医療・医学研究の倫理のあり方、さらに生命倫理をめぐる法的規制の動向を理解し、医療と医学

研究における倫理の重要性を学ぶものとする。

学習目標

《末永担当分(医学・医療史))) 

一般目標

西欧および臼本の医学・医療史の大まかな流れを把握し、医学園医療の問題について歴史的に考える態度を身につける。

行動目標

1古代から現代までの医学=医療史の基本的事項の理解に基づき、その大まかな流れを説明できる。

2 医学・医療に関する歴史の流れ全体のなかで、現代の医学・医療の位置を考察することによって、自分なりにこれからの医学・医療

のあるべき方向について議論することができる。

《福留担当分(生命と医療の倫理学))) 

一般目標

アメリカ合衆国に生まれたバイオヱシックスの基本原員IJとされるものが何であるかを理解し、あわせて医学=医療の問題について倫理学

的に考える態度を身につける。

行動目標

，¥イオヱシックスの課題が「生命Jの価値をどう保証し直すかにあることが半IJる。

2 バターナリズム、インフォームド・コンセントといった言葉の意味が判る。

3 SOLとQOL、キュアとケアといった言葉の意味が判る。

4 こうした考え方に潜む問題点を知った上でその意義が理解できる。

《藤野担当分(生命倫理法学>>>

一般目標

生命倫理に粛する法的規制の動向を理解し、医療と医学研究における倫理のあり方を考える能力を身につける。

行動目標

1 B本における生命倫理に関する法規範の肉容を説明できる。

2生命倫理に関する法的統制の日本における実態を説明できる。

3 生命倫理!こ関する法的統制の国際的動向を説明できる。

4 医療と医学研究に対する倫理をめぐる法的規制のあり方について、自ら考えることができる。

《全体を通して》

一般目標生命倫理の基本的事項を把握することにより、臨床現場で生じる様々な倫理的問題!こ対処する能力を身につける。

行動目標

1 生命倫理の諸問題を列挙できる。

2それらの諸問題が歴史的・文化的・社会的な背景を有していることが理解できる。

3 それぞれの諸問題について、自ら考えることができる。

テキスト |特に指定しない。

《末永担当分(医学・医療史>>>

川喜田愛郎『近代医学の史的基盤』上下(岩波書庖・1977年)

児玉善仁W<病気〉の誕生~(平凡社・ 1998年)

w.ラフルーアほか編『悪夢の医療史~(勤草書房・2008年)

《福田担当分(生命と医療の倫理学>>>
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参考書

評価方法

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

《授業計画》

1回 10月 3日(木)

2回 10月108(木)

3白 10月178(木)

4回 10月24日(木)

5回 10月31日(木)

6回 11Fl 7日(木)
7@] 11月14日(木)

8回 11月218(木)

9回 11月28日(木)

10回 12月 5日(木)

11回 12月12日(木)

12回 1月 9日(木)

13回 1月16日(木)

14図 1月23日(木)

《担当教員一覧》

香川知義『生命倫理の成立人体実験・臓器移植E治療停止~(勤草書房・2000年)

今井道夫、香川知晶(編)Wバイオヱシックス入門(第三飯)~(東信堂・2001 年)

赤林朗編『入門・医療倫理II~ (勤草書房-2007年)

《藤野担当分(生命倫理法学n
樋口範雄編『ケース・スタディ生命倫理と法~(有斐爵・2004年)

樋口範雄ほか編『生命倫理と法 r-IIJ(弘文堂・2006年、2007年)
甲斐克劇編『レクチャー生命倫理と法~(法律文化社・2010年)

授業への参画態度および学期末に提出する課題により、総合的に評価する。

《末永より》

現代社会における最大の課題といってもよい医療の問題について考えるためには、過去の医療の歴史を振り

返るとともに、現在の医療のありょうを正獲に把握する必要があります。新聞などで、その動向をチェックすること

をおすすめします。

《福田より》

この授業では、生命倫理や医療倫理の具体的諸問題のうちに潜む基本的な論争点を取り出すことに努めた

い。医療従事者に限らず、広く社会一般と共通の土俵をつくるのが目標である。あわせて、カタカナ言葉の氾濫に

潜むうさんくささにも気づ、いておきたい。

《藤野より》

「自ら考える」ことを基本とし、授業時間内に受講生による意見交換の場を設けるので、授業への積極的な参画

を求めます。また、生命倫理に関する法の状況は刻々と変化しているので、受講生が、主体的に最新の情報を

収集することも求めます。

2時限生命倫理を考える(1)導入としてのケース・スタディ末永憲子、福田俊輩、藤野美都子

2時限西欧前近代の医学・医療史ヒポクラテスの誓い、前近代の医療の諸相末永葱子

2時限近代医学の展開と問題被験者B患者の人権、医学犯罪末永葱子

2詩限医学実験の倫理ニュルンベルク綱領、ジュネーフ、宣言、

へjレシンキ宣言についての考察・討論末永憲子

2時限生命倫理を考える(2) ハンセン病の隔離政策について牧野正直、国本美代子

2時限バイオエシックスの問いかけ自然選択と人為的決定、生命の価値福田俊章

2時限バイオエシックスの誕生とその展開バターナリズム、インフォームド・コンセント福田俊章

2時限「生命の質Jとr人格j理論生命の尊厳と賞、キュアとケア、人格福間俊章
2時限生命倫理を考える(3) QOLとケア末永憲子、福田俊章、藤野美都子

2時限生命倫理を考える(4) 映画fいのちの作法Jを観る末永憲子、福田俊章、藤野美都子

2時限生命倫理と法(1)人の誕生をめぐる法的開題藤野美都子

2時限生命倫理と法(2) 治療をめぐる法的問題、人の死をめぐる法的問題藤野美都子

2時限生命倫理と法(3)医学研究の法的規制、生命倫理法の国際的展開藤野美都子

2時限生命倫理を考える(5)総括討論末永裏子、福田俊章、藤野美都子

富本美代子園立療養所多摩金生園

末永憲子講師 人間科学講座

福田俊章 ;佐教授人間科学講座

藤野美都子 教授 人間科学講座

牧野正直 病院長医療法人愛命会泉原病院国立療養所邑久光明園名誉園長
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科目・コース(ユニット)名 心理学【医学1]

(英語名称) Psychology 

担当責任者 志賀令明

開講年次 1年 |頭講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

1970年代以降臼本は急激に変化した。社会・文化の変容は人聞の心やその病態にも大きな影響を与える。

まず人の心の基本的な働きを知り、その後、ポストモダンと呼ばれる現代の心やその病態の特徴を探る。

学習目標

1)東日本大震災がわれわれのこころに与えた影響について理解できる

2)現代社会が個々人のこころと行動に与える影響について説明できる

3)少子・高齢社会日本の特徴を説明できる

4)自己愛損傷と解離のメカニズムについて説明できる

5)現代日本の家族像の変化について説明できる

6)入院患者のストレスについて説明できる

テキスト 志賀令明(編)人間理解の心理学新曜社 2100円

参考書

評価方法 期末試験による

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

10/07 災害と被災の心理学

2) 10/21 被災地での支援からの学び

3) 10/23 少子高齢時代の心理学

4) 10/28 情報化の時代と欲求充足メカニズム

5) 11/11 自己愛損傷と人格障害および解離のメカニズム

6) 11/18 晩婚化と少子化の心理学

7) 11/25 時代と家族の変貌

8) 12/2 高齢者の過ごしてきた時代背景

9) 12/9 現代の高齢者のこころのはたらきとその特徴

10) 12/16 進化心理学と大人になること

11) 116 成人期のこころのはたらきとその特徴

12) 1/20 親子関係の意味は変わったのか

13) 1/27 人格の基盤としての気質類型

14) 1/28 人格の一部としての性格と性格検査

15) 2/3 入院患者とそのストレス:各発達段階での入院患者のストレスの特徴
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科目・コース(ユニット)名 早期ポリクリニック{医学1】

(英語名称) Early Exposure in University Hospital 

担当責任者 石川和信

開講年次 1年 」里講学期J悶 」空修/選択 |必修 !授業形態 |体験学習

概要/方針等

医学教育の早い段階において医療の現場を知ることにより、学習の目的を理解し、学習意欲を晶めることができるよう実施するもので

ある。

本実習では、大学附属病院における病棟、外来体験や中央部門等の見学を還して、病院における医療が、病棟、外来および中央部門

の相互連携と、そこで働く医療人のチームワークで成り立っていることを理解する。また、その中における医師の役割を理解する。これら

の理解を通じて、6年聞の学習において修得すべき知識と技能の概略を知り、その後の学習への動機付けとする。

学習目標

一般目標:

(1 )学習を通じて体得すべき医療人にふさわしい態度について理解する。

(2)病院における医療の有り様を知ることにより、学習を通じて修得すべき知識と技能について理解する。

行動目標:

(1 )医療人にふさわしい身なりを整えることができる。

(2)医療人にふさわしい行動をとることができる。

(3)病棟、外来における医師の日常業務を説明できる。

(4)病棟における看護師の日常業務を説明できる。

(5)中央部門(検査部、放射線部、手術部、集中治療部、病理部、高次救急センター、総合属産期母子医療センターなど)のそれぞれの

役割lを説明できる。
(6)病棟における医療スタッフの連携について説明できる。

. 
(7)病棟、外来および中央部門の連携について説明できる。

ナキスト 実習の配布資料を参照する」と

参考書 指定しない

評価方法 実習への出席、参加姿勢、レポートにより総合的に評価する。

その他(メッセーシ.等)
実際の診療現場で多くの』とを見学し、体験する」とによって医療人をめざす学生として学習の意欲と志をさらに

高めてほしい。

授業計画/担当教員等

第1回:7月17日(水)3-4時限

項目・オリエンテーンョン、附属病院長講話、附属病院看護部長講話、中央部門等見学

内容早期ポリクリニックの主旨、実習に関する注意事項、中央部門の役割、医師の役割、病院の役割、看護部の役割、中央部門等の

見学

担当:石川和信、附属病院スタッフ、病院長、看護部長

第2回:7月18日(木)1-4時限
項目:中央部門等見学、病棟圏外来体験実習

内容:中央部門等の見学、病棟・外来見学および実習

担当:附属病院スタッフ

第3回 7月19日(金)1-4時限
項目:病棟・外来体験実習

内容:病棟・外来見学および実習

担当.附属病院スタッフ

石川和信

附属病院スタッフ

;住教授 医療人育成・支援センター・附属病院循環器内科

福島県立医科大学鮒属病院
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科目・コース(ユニッ卜)名 医学セミナー【医学1]

(英語名称)

石川和信

担当責任者
坂井晃

挟間章博

福回俊章

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修 l講習演一学
、全体発表

概要/方針等

今回、医学や医療の現場では自ら問題点を発見し、情報を収集して、問題点をチーム全体で解決して行く能力が必要とされている。こうし

た能力を養うとともに、医学や医療を学ぶモチベーションを高めてもらうことを目的とするのがこの授業である。具体的には、次のような作

業を行うことになる。まず、出席番号順にクラスをいくつかのチームに分けた上で、現代医学や医療をめぐる様々な問題点を抽出する。次

に、チームごとにテーマを1つに絞って自主的にその問題を調べ、現地調査などもふまえてその解決法を考察する。最後に、これを班ごと

に発表する。他の班はその発表に対して質問や批判を行い、お互いに検討を加え合う。調べた内容および考察、発表時の討論はレポー

トにまとめて、チームごとに提出する。

こうした作業を通じて、医療が社会的な営みであることを実感してもらえればと考えている。

学習目標

一般目標

1 自ら問題を発見し、情報を収集し、それを解決する能力を養う。

2 医学・医療の現状と問題点を大まかに把握する。

3 医学・医療に関係する社会問題に関心をもっ習慣を身につける。

4 チーム学習を通じて問題解決にあたる協調性を養う。

5 自ら考え、それを相手に伝えるとともに、相手の考えを理解し取り入れる態度を身につける。

6 医学・医療を学ぶ志を確認するとともに、その具体的方策を身に付ける。

行動目標

1現在、社会で問題になっている医学・医療に関連する事柄を列挙できる。

2 列挙した事柄について、何が問題点であるかを説明できる。

3チーム内の個人として、意見を発表できる。

4 相手の意見をよく聞き、チームとして話し合うことが出来る。

5テーマについて書物、電子情報等を駆使して、自主的に調べることが出来る。

6テーマについて現場の人の話を的確に聞き取り、自らの問題意識を深めることが出来る。

7テーマについてチームの一員として分担した仕事を協調的な態度で遂行することが出来る。

8テーマについて調べたことをまとめ、決められた時間内に発表することが出来る。

9他の班の発表について、的確な質問あるいは意見を述べることが出来る。

10自分たちのチームが発表したこと、発表後の質疑応答をまとめ、レポートを書くことが出来る。

テキスト なし。

瀬尾宏美(監修)， Larry K. Michaelsen (編集)， Dean X. Parmelee (編集)， Kathryn K. McMahon (編集)， Ruth 

参考書
E. Levine (編集)nBし医療人を育てるチーム基盤型学習』。

その他、自分たちで探す。

評価方法
授業への参画態度、各授業時間ごとおよび最終的に提出するレポート、学生どうしの相互評価(ピア評価)等に

より総合的に判定する。ピア評価は公正に行うこと。

その他(メッセーシ'等)
学生の皆さんの積極的で、主体的な参加を期待します。グループ作業を通じて、医学や医療を社会の視点から

見つめる態度を養って下さい。

授業計画/担当教員等

《授業計画》

回数月日 曜日時限項目 内容(キーワード等)責任担当者
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(1) 5月 7日(火)・4時限オリエンテーション全般的な説明、班分け、最初の討論福田他全員

(2) 5月14日(火)・4時限講義と討論小柴貴明災害医療について藤野

(3) 5月21日(火)・4時限講義と討論金子久美子自死遺族の会について藤野

(4) 5月298(水)・4跨娘講義と討論小島祥敬、ダヴインチと泌尿器科手術福田

(5) 6月 48(火)-4時限グループ討論、作業問題開発・テーマ設定1 坂井

(6) 6月11日(火)・4時限グループ討論、作業問題開発=テーマ設定2 坂井

(7) 6月18日(火)・4詩思グループ討論、作業問題解析1挟間

(8) 6月25日(火)・4袴限グループ討論、作業問題解析2、発表の仕方石川

(9) 7月 2日(火)・4時限グループ討論、作業問題解析3、夏休みの計画立案志村

(10)7月 9日(火)・4時限グループ討論、作業中間発表(前半)、中間ピア評価石JII他全員
(11)7月16臼(火)・4時限グループ討論、作業中開発表(後半)、現地調査の計顔立案志村他全員

(夏休み) グループ作業現地調査、

(12)10月 1日(火)-4時限グループ討論、作業発表準備に夏休みの成果整理岡田

(13)10月8日(火)・4時限グループ討論、作業発表準備2岡田

(14)10月15白(火)・1-4時限発表公開発表(前半)全員

(15)10月22日(火)・1-4時限発表公開発表(後半)、ピア評価全員

《担当教員一覧》

石111和信准教授医療人育成支援センター
岡田達也教授自然科学講座

金子久美子主事救急医療学講座

小柴貴明教授災害医療支援講座

小島祥敬教授泌尿器科学講座

佐藤純一客員教授龍谷大学発表大会コメンテータ一

志村清仁教授自然科学講座

坂井晃教授放射線生命科学講座

挟間章博教授細胞統合生理学

福回俊章;佳教授人間科学講座

藤野美都子教授人間科学講座
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科目・コース(ユニット)名 医学概論【医学1】

(英語名称)

担当責任者 佐藤純一

開講年次 1年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義

概要/方針等

人間の「病」を、診断し治療する(形式化された)技術を「医療」と、その技術(医療)を支える理論群を「医学」と定義して、歴史的に振り

返ると、どの社会にも、どの時代でも、医療・医学は存在してきた。それらの医療・医学は、超歴史的存在ではなく、その社会の文化によっ

て基礎づけられた「社会的技術Jであり「社会的言説」であると見なせるのである。私たちが関わる(学ぶ)医学は、近代西欧社会におい

て、科学的方法論を取り入れながら成立した「近代医学」である。つまり、近代の社会的文化的産物なのである。この近代医学は、近代西

欧社会で、国家によって制度化され、(医学)専門家のみが独占的に関与できる制度的医療システムとして構成された。さらに、近代(西

欧)システムの世界化にともなって、この近代医療・医学が、世界中の全ての国家(社会)において、制度的医療システムとして構成され

てきている。本講義は、このような近代医療・医学の成立を歴史的文化的視点から提示し、このような近代医療・箆学の理論と思想を、哲

学的論理的倫理的視点から提示するものである。

学習目標

一般呂標病気(概念)も治療行為(医療)も治療理論(医学)も、社会的歴史的文化的に構築されていることを理解し、私たちが深

く関わっていく近代医療・近代医学を、社会的文化的に捉える視点を学ぶ。

行動目標 1r病気(病い・疾病)Jとは何かを説明できる。
2 r医学・医療Jとは何かを説明できる。
3 r病人・患者Jとは何かを説明できる。
4 r医師(医療者)Jとは何かを説明できる。
5 r近代医療の歴史」を説明できる。
6 r近代医学の論理(思想)Jを説明できる。
7 r多元的医療システム」と「非近代医療(代替医療)Jについて説明できる。

ナキスト 特に指定しない。

参考書
『思想としての「医学概論J~局草木光一編、岩波書宿、 4， 000円

『医療のふしぎ-100問100答』佐藤純一編、河出書房新社、2，000円

評価方法 講義中の小レポート、試験、その他の方法により総合的に判定する。

この講義は、知識を得ることよりも、医学・医療を社会的文化的視点から見ていく方法を身につけて貰うことを目

その他(メッセーシ.等)
的としています。そのためには、皆さんの講義への主体的な参加が必要です。講義は可能な限り皆さんと対話し

ながら進めたいと思いますので、皆さんの活発な質問 E意見の表明を通しての講義への主体的な参加を希望しま

授業計画/担当教員等

【授業計画】

す。

1回:1 0月3日(木)4時限/病気・医学・医療 /病気・医学・医療の概念

2回・10月4日(金)1時限/病人・患者・医療者/社会的行為としての医療

3回 10月4日(金)2時限/近代医療の歴史 /近代医療の歴史

4回:10月4日(金)3時限/近代医学の論理 /近代医学の思想

5回:10月4日(金)4時限/多元的医療システム/近代医療・代替医療と患者の選択

【担当教員】

佐藤純一/非常勤講師/龍谷大学客員教授
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科目・コース(ユニット)名 スポーツと医学【医学1]

(英語名称)

担当責任者 紺野慎一

調講年次 オ年 |開講学期 |後期 |必修/選択 |必修 |授業形態 |講義
」・・ーー・・・

概要/方針等

現代社会では、』れまで以上にスポーツ活動の重要性・必要性が提唱されている。その理由としては、経済的発展を遂げた現代社会に

生きる私たちが、より能動的 a健康的に自分らしく生きようとするように価値観や人生観に変化を生じていること、生活習慣病をはじめとす

る現代病の予防と健康場進が求められていること、高齢社会を迎え、加齢に伴って増加する疾病や外傷の予防が図られつつあること、

あるいはこれらに伴って増大しつつある医療費の抑制効果が期待されていることなど枚挙にいとまがない。今後、社会的にますます高ま

るであろうスポーツ活動による利益への期待と追求を管長に、スポーツ活動において医学が果たすべき役割もますます複雑化・高度化し

ていくことが予想される。

この「スポーツと医学Jの講義では、一般にスポーツ医学として考えられがちなスポーツ傷害に対する整形外科的治療や予防に留まる

ことなく、スポーツ医学に必要とされる生理学、栄養学、薬学、環境医学、内科学(特に循環器学)、精神医学、予防医学などの幅広い知

識を修得することを目的としている。

学習目標

一般目標

スポーツの功罪を医学的に理解するとともに、スポーツ活動を自ら行ったり、あるいは指導する上で必要な医学的知識を修得し、医学

学習の動機づけとする

行動目標

1.スポーツと医学の各分野との関連について述べることができる。

2.スポーツにおける栄養の重要性について説明できる。

3ドーピングの問題点について指摘できる。

4スポーツが心身に与える影響を列挙できる。

5.スポーツが疾病予i坊に役立つ理由を具体的に述べることができる。

6年齢や性5llJに応じたスポーツの特性について説明できる。

7主なスポーツ傷害の種類とその対応を述べることができる。

テキスト 特!こ指定しない

参考書 特に指定しない

評価方法
講義前に出欠を確認する。

出席すべき臼数に達しない者には単位を与えない。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

授業計画と担当教員

回数月日項目

1 101 3 スポーツと医学概論

2 10パ0 スポーツと栄養

3 10/17 呼吸・循環系の運動生理

4 10/24 スポーツと内科

5 10/31 スポーツと外傷・障害(手・神経)

6 111 7 スポーツと外傷=障害(上肢)

7 11/14 スポーツと腰痛

8 11/21 スポーツと外傷事障害(下肢)

9 刊128 スポーツとこころ

10 121 5 スポーツと小児

11 12/12 スポーツと女性

12 11 9 スポーツと予防医学

13 1116 ドーピンク、

14 1/23 スポーツと突然死

所属 教員名識名

整形外科学 紺野慎一教授

生化学 橋本康弘教授

細胞統合生理学 勝田新一郎准教授

循環器・血液内科学 斎藤修一 准教授

整形外科学 江尻荘一講師

整形外科学 宍戸裕章准教授

整形外科学 矢吹省司教授

整形外科学 青田恵郎;佳教授

神経精神医学 矢部博奥教授

周産湯・小児地域医療支援桃井伸緒 教授

産科・婦人科学 小宮ひろみ准教授

公衆衛生学 安村誠司教授

薬理学 木村純子教授

法医学 平岩幸一教授
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科目・コース(ユニット)名 |人体機能学概論【医学1】

(英語名称)

担当責任者 |挟間章博

開講年次 1年 講義・実習

概要/方針等

このコースは、専門課程に入れば必然的に各学問領域の知識を分析的に学ばなければならなくなる前に、人間や人体というものを全体

として僻敵するために置かれている。特に、生体の機能を学ぶ学問としての生理学の入門的な意味合いがある。コースの前半では、人間

の特徴としての「こころ」の仕組みを理解し、「人間理解Jについての学ぶことを目的とする。特に脳科学、精神医学、心理学の知見から医

学に結びつくような知見について理解を深める。後半では、生体の働きの様々な側面を概観し、さらに血圧測定や救急蘇生法の実習に

よりそれらを実感する。

学習目標

一般目標①生体にみられる様々な現象や働きを系統的・論理的に理解する。

②そのための方法論を学ぶ。

③生命現象の観察方法と考察方法を理解する。

④分子・細胞レベルの機能を臓器・生体レベルの機能に統合する方法を理解する。

行動目標 本コース開始時に、器官生理学・統合生理学全体の具体的行動目標を説明するとともに、後期の

授業計画表の各項目ごとの具体的目標についてもその都度提示するので、それらを達成する。

テキスト 特に指定しない。

参考書 特に指定しない。

評価方法 出席状況・学習態度・レポート肉容により総合的に判定される。

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

【綬業計画】

回数 月 日 曜日 時限 項目/内容(キーワード等)/担当者

4 8 月 E 人体機能学概論について/生命を現象から理解する/挟間章博

2 4 8 月 W 生体膜を介する物質輸送/挟間章博

3 4 15 月 E 人体への放射線影響1/大津留晶

4 4 22 月 E 体液循環の仕組み/生体における循環機能の理解/勝田新一郎

5 5 20 月 E 病原菌が感染する仕組み/人体への微生物の影響/錫谷達夫

6 5 27 月 E 脳が機能する仕組み/脳機能の理解/小山純正

7 6 3 月 E こころの働き1/こころの働きを理解する/松本・本谷

8 6 10 月 E こころの働き2/こころの働きを理解する/松本・本谷

9 6 17 月 E こころの働き3/こころの働きを理解する/松本・本谷

10 6 24 月 E 人体への放射線影響2/大津留晶

11 6 24 月 N 人体への放射線影響3/坂井晃

12 7 月 置 栄養素吸収の仕組み/生体における消化吸収機能の理解/橋本康弘

13 7 8 月 E 生体機能の観察/血圧jJlIJ定【実習J/挟間章博

14 7 22 月 E 生命危機への対応/心腕蘇生法【実習】/田勢長一郎

【担当教員一覧】

教員氏名 職 所 属

挟間章博 教授 細胞統合生理学講座

勝目新一郎 准教授 細胞統合生理学講座

錫谷達夫 教授 微生物学講座

橋本康弘 教授 生化学講座

大津留晶 教授 放射線健康管理学講座

坂井晃 教授 放射線生命科学講座

松本貴智 劫教 神経精神医学講座

本谷亮 助手 医療人育成支援センター

臼勢長一郎 教授 救急医学講座

小山純正 教授 福島大学共生システム理工学類非常勤講師

2013 (医学部)ト79



科目・コーλ(ユニ外)名 臨床医学セミナー【医学1】

(英語名称)

担当責任者 細矢光売

開講年次 1年 |開講学期 |前期 |必修/選択 |必修
一一一

概要/方針等

臨床各科の紹介、最近のトピックスの解説などを還して、医学を学ぶ志を確認する。

学習呂標

一般目標(GIO)

医師となるために、臨床各科で行われている医療の特徴とその多様性を理解する。

行動目標(8805)

求められる医師像を説明できる。

ナキスト

参考書

評価方法

その他(メッセーシe等)

授業計画/担当教員等

【授業計蘭】

レポート等により総合的に判定される。

1図・4F.111B (木)3時限/感染症との闘い(抗菌薬、抗ウイルス薬、ワクチン)/細矢光亮

2回・4月18日(木)3時限/子宮癌って感染症?(子宮頚がん、ヒトパピローマウイルス)/藤森敬也

3回・4月25日(木)3時限/池域医療における家庭医の役割(家庭涯療、地域医療)/葛西龍樹

4回・5月 2日(木)3時限/切らず治す消化器がん(賓がん、大腸がん、肝がん)/大平弘正

|授業形態 |講義

5回・5月 9B(木)3時限/心臓病を治す:心肺停止からの社会復帰(心筋梗塞、カテーテル治療)/竹石恭知

6回・5月16日(木)3時限/内臓疾患を映し出す鏡としての皮膚(発疹、粘膜疹、全身症状)/山本俊幸

7回・5月23日(木)3時限/耳鼻咽喉科と頭頚部外科:よみがえる機能(人工内耳、機能再建外科、気道再生医療)/大森孝一

8図・5月30日(木)3時限/小さな宇宙.娘(網膜、糞斑、発達進化)/石瀧鉄樹

9回-6月 6日(木)3時限/ヒドでの運動機能解析(皮質脊髄路、小脳、大脳基底核、磁気刺激)/字川義一

10回-6月13日(木)3時限/腰痛について(腰痛・ドーパミンシステム・神経)/紺野慎一

11回・6月20日(木)3時限/脳神経外科医の心構え(いろいろな脳神経外科手術法)/斉藤清

12回・6月27日(木)3時限/まじめな“性"の話(性分化、生殖I泉、生殖器)/小島祥敬
13図・7月 4日(木)3時限/愛と憎しみの病理(人間関係、精神力動、精神発達)/矢部博輿

【担当教員一覧]

細矢光亮・教授・小児科学講座

藤森敬也・教授・産科婦人科学講座

葛西龍樹・教授・地域E家庭医療部

大平弘正・教授・消化器・リウマチ鯵原病内科学講座

竹石恭知・教授・循環器・血液内科学講座

山本俊幸・教授・皮膚科学講座

大森孝一=教授・耳鼻咽喉科学講座

右義鉄樹・教授・眼科学講座

字川義一・教授・神経内科学講座

紺野健一・教授=整形外科学講座

斉藤 清E教授・脳神経外科学講座

小島祥敬・教授E泌尿器科学講座

矢部博興・教授E精神神経医学講座

2013 (医学部)1-80 



科目つース(ユニット)名 福島学【医学1】

(英語名称) Fukushima Studies 

担当責任者 藤野美都子

講義

開講年次 1年生 開講学期 後期 必修/選択 必修 授業形態 見学会

体験学習

概要/方針等

私たちの日常生活は，地域社会のなかで成り立っています。自分が属する地域を理解することは，社会の一員として当然の前提とされま

す。また，地域を理解することは，社会の一員としての自分を知ることにつながります。

福島は，東日本大震災および福島第一原子力発電所の事故により甚大な被害を受けました。福島に住む者にとって，福島の復興につい

て考えることは宿命的ともいえる諜題です。そこで.r地域に根差し，地域から学び，地域について考える」という地域学の視点に立ち，福
島の過去・現在から福島の将来について考えることを目的として，本授業を展開することとしました。福島の歴史・文化・産業等について

理解を深め，魅力ある地域づくりに向けた営みについて百を向けることにより r福島の復興について考えるJことを，本授業の主たる自
的とします。

学外から多数の講師をお招きし多角的な視点から福島について考える場を提供していただきます。授業を通して，受講生が，自らの言

薬で，福島について諮ることができるようになることを期待します。さらに，地域への理解を深めた人Iま，主体的に地域づくりに関わるよう

になるといわれています。受講生が，将来，自分の住む地域社会への関心をもち，魅力ある地域づくりに関わるようになることを願いま

す。

学習目標

一般呂標

①福島を知り，福島の魅力を理解し，復興について考えるカを身につける。

②自らが属する地域に関心を向け，地域から学ぶ態度を身につける。

行動目標

①自分の出身地の魅力について説明できる。

②福島の車主力を発見し，作り出し展開する営みについて説明できる。

③福島の歴史・文化を説明できる。

@福島県立医科大学の歴史を説明できる。

⑤福島の現在を知り，将来について諮ることができる。

⑤自分の属する地域について自らの言葉で説明できる。

『福島県立医科大学の歴史』福島県立医科大学・2006年

テキスト ACF福島学シリーズ『福島の水』歴史春秋社・2012年

ACF福島学シリーズ『新聞にみる福島の医療』歴史春秋社・2012年

参考書 丸井佳書子lまか『福島県の歴史』山川出版・1997年

評価方法 授業への参画態度および提出課題により，総合的に評価する。

本講義では，受講生に幅広い教養を身につけてもらうことを白指します。受講後，受講生が自らの教養を主体的

その他(メッセーシ.等)

授業計画/担当教員等

《授業計薗》

1回 10fl29日

2回 11月5日

3臨 11月12日

4図-7回竹見13日

8回 11月19日

9回 11月26日

10回 12月3日

11回 12月10日

に深めていくことを期待します。 J 

併せて，学外から多数の講師をお招きし福島の魅力について紹介していただくので.r話を聞く態度Jを受講生
が身につけることを期待します。

講義案内

福島の水

自校史

学外見学会

会津のカ

福島の民俗芸能

原発と地域経済

福島の民話

地元学事始・自らの出身地の魅力を考える

猪苗代湖の水環境保全事業

福島県立医科大学の歴史

J&J須賀)11事業所と吉田富三記念館

会津オリンパス工場と会津医療センター訪問

会津自然エネルギー機構と会津のお酒

写真と映像による福島の民俗芸能・民俗芸能の保存

福島の地域経済と原子力発電所

実演・民誌の語り部のお話を聴ぐ
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藤野美都子・末永恵子

中村玄正

末永恵子

小林事i彰・内回宗寿
入漂篤志

佐藤張右衛門

懸国弘吉11

清水修二

後藤みずほ



13回 12月竹田 福島の伝統エ芸 体験:土湯こけしの絵付け 陳野原幸紀・阿部国俊

《授業担当者一覧》

中村玄正 日本大学工学部名誉教授

小林利彰 ジョンソン・エンド・ジョンソン須賀川事業所事業所長

内国宗寿 吉田富三記念館名誉館長

入津篤志 会津医療センター準備室教授

佐藤森右衛門会津自然エネルギー機構代表大和川酒造代表社員

懸田弘訓 福島県文化財保護審議会委員

清水修二 福島大学経済経営学類教授

後藤みずiま 森の民話茶屋

陳野原幸紀 土湯温泉こけし工人組合組合長

阿部国俊 土湯温泉こけしエ人組合

末永恵子 人間科学講座(人文社会)講師

福田俊章 人間科学講座(人文社会)准教授

藤野美都子 人間科学講座(人文社会)教授
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科目・コース(ユニット)名 男女共同参画【医学1】

(英語名称) Gender Equality 

担当責任者 小宮ひろみ

開講年次 1年 |開講学期 11期 ド修/選択 |必修

概要/方針等

男女共同参画とは男女が社会の対等な構成員として、社会のあらゆる分野の活動に参画する機会が確保され、男女が均等に利益を字

受し、かつ責任を担うべき社会のことである。本講義では、この意義と、日本社会における現況、その実現にむけた取組みについて講義

を行う。また、一方、医学部卒後、医師として、どのようなキャリア形成があるかを知り、その中で、自分の医師としてのミッション、理想

像、将来像を思い描いでもらう。6年間の医学生としてのミッションも考える機会になる講義とする。

学習目標

一般目標

①男女行動参画の意義と現状を知り、その実現にむけた取組みを学習する。

②医師としてのミッションと自分の医師としての将来像を考える。

行動目標

①一般的な男女共同参画の意味、実状、各分野での取り組みを理解する。

②医学部卒業後のキャリアパスを理解する。

③医師としてのミッションを考えながら、自分の将来について未来年表を作成する。

テキスト

参考書

評価方法 授業の評価は平常点、レポートにより判定される。

その他(メッセーシ
e

等)

授業計画/担当教員等

4月22日 IV男女共同参画と医師のキャリアパス講義小宮ひろみ

2013 (医学部)1-83 


	平成25年度医学部第1学年シラバス【目次
】
	<総合科学系>
	人文・社会科学
	歴史と文化Ⅰ
	哲学Ⅰ
	法学

	経済学
	歴史学
	倫理学

	生態・医療人類学

	文学
	歴史と文化Ⅱ

	哲学Ⅱ

	薬害から学ぶ
	美術解剖学

	自然科学
	微分積分学
	発生生物学

	有機化学
	力学
	代数・解析学
	遺伝学

	進化学
	生物学実習
	生命有機化学

	電磁気学

	原子物理学

	自然科学実験法

	基礎自然科学(物理学)
	基礎自然科学(化学）
	基礎自然科学(生物学)

	語学
	英語ⅠA
	英語ⅠB
	英語ⅡA 
	英語ⅡB
	ドイツ語ⅠA 
	ドイツ語ⅠB 
	ドイツ語ⅡA 
	ドイツ語ⅡB
	フランス語ⅠA 
	フランス語ⅠB 
	フランス語ⅡA 
	フランス語ⅡB
	中国語ⅠA 
	中国語ⅠB 
	中国語ⅡA 
	中国語ⅡB



	<総合教育>
	体育実技
	科学リテラシー
	情報処理入門

	自然科学方法論


	生命倫理 
	心理学

	早期ﾎﾟリクリニック
	医学セミナー

	医学概論

	スポーツと医学

	人体機能学概論

	臨床医学セミナー

	福島学

	男女共同参画



